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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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歌姫の伝説［前編］










　──歌が──聞こえる。


　高く。低く。嘆なげくように、讚たたえるように。


　あたしはその場に足を止めた。


　はるか頭上にかかった、皓こう々こうたる満月が、夜の森を白く照てらしていた。





　──夜になると、時々、山の方から女の歌声が聞こえる──


　あたしが立ち寄よったある村には、そんな事件が起こっていた。


　ただ歌が聞こえるだけなら、ソプラノ歌手か何かが山ごもりをしているのだとでも思って済すませることもできるのだが──


　あるいは何かの用で、またあるいは声の原因をつきとめようと、山に入って行った村人たちの何人かが、そのまま帰ってこなかったらしいのだ。


　そこで村長さんが、あたしに調ちよう査さを依い頼らいした、というわけである。


　はっきし言って、依頼料はたいしたことはなかった。にもかかわらず、このしごとを受けたのは、声の正体は何なのか、という好こう奇き心しんの成なせるわざだった。


　歌で人を引き寄せ、危き害がいを加える、となると、まずまっ先に思い浮うかぶのが海かい魔まセイレーンだが、あれは海のものである。


　……まあ、変なところで奥の深いこの世の中のことだから、ひょっとしたら、登と山ざん趣しゆ味みのセイレーンくらいはいたりするかもしれない。


　ともあれそういったいきさつで、あたしは山を散さん策さくし──


　そして、今。


　その歌声を耳にしたのだった。





　澄すんだ夜よ風かぜに溶とけ込こんで、歌は聞こえる。


　あたしはそれの聞こえる方へと歩あゆみを進めていった。


　しげみを分け、木き々ぎの間の小こ道みちを通り──


　やがて、いきなり視し界かいがひらけた。


　そこは、切り立った崖がけのてっぺんだった。


　その崖の端はし──こちらに背を向け、それはいた。


　歌が──止やんだ。


　月の光に照り映はえる、流れるような黒くろ髪かみをたなびかせ、それはこちらをふり向いた。


「ほーっほっほっほ！　遅かったわね！　リナ＝インバース！　来ないかと思って心配したわよ！」





　ちゅどぉぉぉむ！





　脳のうをつき刺さすバカ笑いに、思わずあたしは自じ爆ばくした。


「……ナ……ナーガっ……!?」


　──そう。


　それは、セイレーンでもなければ山ごもりのソプラノ歌手でもなく、まぎれもなく、しばらく前から姿を消していた、自じ称しようあたしのライバルこと、実質あたしの金魚のうんち、言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！
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「あんたねぇぇぇぇっ！　なんだってこんなところで歌うたってんのよっ!?　まぎらわしいっ！」


「ふっ。理由は簡かん単たんよ」


　詰つめ寄よるあたしの剣けん幕まくに、動じる気け配はいすらもなく、彼女は、ふぁさぁっ、と髪をかき上げ、


「今日、ふもとの村に着いたら、山で女の歌声が聞こえる、っていうじゃない。


　くわしく聞くと、リナ、あなたらしき魔ま道どう士しが調査に向かったとか」


「……で……依頼料のわけ前ほしさに首を突っ込もうと？」


「ふっ。まだまだ読みが浅いわね」


　不ふ機き嫌げんなあたしのことばに、彼女は、ちっちっちっ、と右手の人さし指を振ふる。


「……じゃあ……なんで？」


「ちょっとからかおうかと思って」


「帰れお前はぁぁぁぁッ！」





　げどしぃっ！





「ひイあぁぁぁぁぁぁァ……！」


　あたしの渾こん身しんの蹴けりに、ナーガの悲ひ鳴めいが崖の下へと遠ざかる。


　……おー。そーいえば、ここって崖のふちっこだっけ。


　いきおいで思わず蹴り落としたけど……ナーガだからまあいーか。


　……ったく……ややこしいことを……


　あたしは不機嫌にきびすを返し──


　ふたたびその場で動きを止めた。


　──歌。
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　そう。あたしの耳には、たしかに歌が聞こえていた。


　一いつ瞬しゆん、崖から落っこちたナーガが、なおもしつこくいやがらせに歌っているのかとも思ったが──違ちがう。


　歌が聞こえるのは、崖とは別の方向だし、さっきナーガの歌っていたのとは声が違っている。


　──今度こそ──本命あたりか？


　あたしは、歌の聞こえる方に向かって、歩みを進めはじめた。





　やがて──


　歌に導みちびかれるままに、あたしがたどり着いたのは、朽くち果はてた遺い跡せきの前だった。


　コケとツタとに覆おおわれた石せき柱ちゆうを、月の光が蒼あおく照らし出す。


　入り口の扉はもはや朽ち落ち、ぽっかりとした黒い闇やみが、遺跡の奥にひろがっていた。


　今はもう、あの歌は聞こえない。


　あたしが森を進むうち、いきなり歌声がとだえ──それからいくらもいかないうちに、目の前に、これが姿を現あらわしたのだ。


　あたりに人の気配はない。もしいるとしたら、やはり──この遺跡の奥だろう。


「明りよライテイング！」


　あたしは魔法の明りを、ショート・ソードの先に生み出し、たいまつがわりに右手にかかげ、ゆっくりと、遺跡の中へと足を踏ふみ入れた。


「──へぇ……」


　思わずつぶやきが漏もれる。


　明りに照らし出された遺跡の床や壁かべは、その朽ちた外見とはうらはらに、かなり手入れが行ゆき届とどいていたのだ。


　あきらかに、人の出はいりのある証しよう拠こだった。


　通路はやや斜ななめ下へと延びている。どうやらこの遺跡の本体は、地下の方にあるらしい。


　やがて──


「──誰だれ!?」


　まるでふるえる鈴のような、澄すんだ女の声がしたのは、それからいくらも進まないうちだった。


　通路の先にいるらしいが、そこまで光は届いていない。


　向こうからはおそらく、明りを持ったこちらは丸見えだろう。


　しかし相手の声に敵意はない。あるのは隠かくしきれないおびえの色。


　ここで不用意な行動に出れば、相手はさらに奥へと逃げるかもしれない。あたしはその場で足を止め、


「……あ……歌が聞こえたもんだから……それでちょっと」


　あたしの答えにしばしの沈ちん黙もく。


「……そ……それじゃあ……あなた、あいつらの仲間じゃあないのね……？」


　やや幼おさなさを残した少女のような声が、おずおずと問いかけてくる。


「あいつら？」


「ええ……この建物の奥に眠るものと、わたしの命とを狙ねらうひとたちが……この近くにいるの……」


　ふぅむ……どうやらこれは、いろいろとわけありのようである。


　それにひょっとしたら、彼女を狙う連中とやらと、村人の失しつ踪そう事件とには、何かのかかわりあいがあるかもしれない。


「ねえ……よかったら、もう少しくわしく話を聞かせてくれない？


　ひょっとしたら、何か力になれるかもしれないし」


「……本当に……？」


「ほんとーよ。あたし、こう見えても魔道士でね。あちこち旅して回ってんの。


　……そりゃああなたが、『あなたを狙う連中のまわし者じゃないか』って疑うのはわかるけど──


　あたしはふもとの村で、『山で歌声が聞こえるから原因を調べてくれ』って言われて来ただけなの。


　あの歌──あなたが歌ってたんでしょ？」


「………………」


　相手は、しばし何かを考えるかのように沈黙していたが、やがて、


「わかったわ。あなたを信じるわ。


　だって、あなた、噓うそをついているようには見えないんだもん。


　これから、そっちに行きます」


　声に続いて、がっちゃんがっちゃんと足音が、こちらに向かって近づいてくる。


　……がっちゃんがっちゃん……？


　やがてほどなく。


　掲かかげた光の中に、姿を現わしたそれに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　魔法の明りを照てり受けて、メタルブラックに輝かがやくボディ。


　肩や籠こ手てについたスパイクが、キョーアクな鋭するどい曲線を描えがいている。


　あたしより、優ゆうに頭二つ三つぶんは高い、ごつい全身鎧姿フル・アーマーが、その声の主だった。


「はーい[image: ]」


　ややはにかんだ声としぐさで、それは、右手のＶサインを、肩のあたりでちらつかせ……いや、がちゃつかせる。


「……あの……」


　あたしはややかすれた声で、


「……聞きたいんだけど……なんだってンなごつい鎧よろいなんて着て……」


「いやっ！」


　悲しそうな声であたしのことばをさえぎると、彼女（だと思う）は両手を兜かぶとの頰ほおの位置に当て、ぷるぷる──じゃない、がちゃがちゃ左右に首を振り、


「鎧なんて言わないで！　わたしには、ナタリー[image: ]　って名前があるんだ・か・ら[image: ]」


　……な……なたりぃ……ですか……


　どーでもいーがそのかっこうで、そーゆーポーズはやめてほしいもんである。見てると脳ミソがマヒしそうになるから。


「……あ……あたしは……リナってゆーんだけど……


　……それじゃあ聞くけどナタリー、なんだってそんな鎧……」


「鎧って言っちゃあだめだってば！」


　ふたたびあたしのことばをさえぎる彼女。


　どーやら、『鎧』というのにコンプレックスがあるようだが……


「……なら、その……なんだって……そんなかっこうしてるわけ……」


「失礼ねーリナったら。『そんなかっこう』だなんて。


　これでも自分では、結構悪くないかなーなんて思ってるのよ。


　だってわたし、こう見えても、りびんぐ[image: ]めいるなんですもん[image: ]」


　……………………


　この瞬しゆん間かん。


　あたしの脳ミソは、まちがいなく、完全停止していた。





　──動く鎧リビング・メイル。


　全身鎧フル・プレートに、低てい級きゆう霊れい等を憑ひよう依いさせる、などの方法によってつくり上げられた、文字通りの動く鎧である。


　製せい作さく者しやの命令には絶対服ふく従じゆうし、もっぱら、番人ガーデイアンとして使われる。


　比ひ較かく的てき強力で、地ち水すい火か風ふうの初級攻撃魔術にはかなりの耐たい久きゆう性能を持つが、単純で明めい瞭りような命令にしか従したがわない、という欠点はある。


　──いつか魔道士協会で読んだ解説文そのまんまの文字が頭を埋うめ尽つくす。


「……どうしたの？　リナ？」


　………………はっ!?


　声をかけられ、あたしはようやく我われにかえった。


「……あ……あの……今……ひょっとして、動く鎧リビング・メイル、って言った……？」


「うん[image: ]」


　あごのあたりで両のこぶしをにぎったまま、こっくり首を縦たてに振ふる。


　──たしかに、全身あますところなく、黒い鎧がすっぽり覆おおい、顔もフルフェイスのヘルメットに、面めん当あてが下ろされたままになっている。


　ふつー動く鎧リビング・メイルとゆー奴やつは、ごく単純な命令を聞くだけで、話したりもしなければ、むろん、おとめちっくなポーズでぷるぷるしたりもしない。


「……ほんっとーに……動く鎧リビング・メイルなわけ……？」


「ほんとうだってば。もう。


　リナったら、疑い深いんだ・か・ら[image: ]


　あ。でもぉ、わたしが動く鎧リビング・メイルだってことを知らなかった、ってことは、やっぱりリナは、あいつらの仲間なんかじゃない、ってことね[image: ]」


　…………


「あの……いまひとつ信じらんないんですけど……よかったら……面当ての中とか見せてもらえないかなー、なんて……」


　あたしのことばにナタリーは、小さく肩をすくめながら、


「もぉっ[image: ]


　いきなり『見せてくれ』なんて、リナってばダ・イ・タ・ン[image: ]


　でもまあいいわ。リナにだけ特別、見せてあ・げ・る[image: ]」


　…………………………………………


　言うとナタリーは、両手で面当てを上へとずらす。


　──たしかに──


　誰かが着ているのならば、当然顔の見えるべき場所には、しかし、うつろな闇がひろがるばかり。


　となれば正しよう真しん正しよう銘めい動く鎧リビング・メイルか、そうでなければ、カラの兜を頭に載のっけた死霊騎士デユラハン、くらいのものなのだろうが──


　あいにくあたしは、死霊騎士デユラハンがカラの兜を頭に載っけて、動く鎧リビング・メイルだと噓をつく理由を、どーしても想像することはできなかった。


　……まあ……動く鎧リビング・メイルがおとめちっくにぷるぷるしている理由も想像はつかないけど……


　しかしナタリーが動く鎧リビング・メイルなら、こんなところに一人でいる理由もわかる。


「……ってことはナタリー……あなた、『この場所を守れ』とかって命令を製作者から受けてる、ってわけ？」


「製作者、なんて呼びかたはイヤ[image: ]　『おとうさま[image: ]』ってわたしは呼んでいるの」


　……はいはい……なんでもいいけど……


「けどそれが……よくわかんないの」


　ナタリーは、人さし指を頰に当て、小首をかしげながら、


「正直言って、おとうさまのこととか、よくおぼえてないの……だから、『心のおとうさま[image: ]』なんて呼んでるけど。


　ひょっとしたらわたし、昔、頭とか打って記憶なくしちゃったのかも、なんて思ったりして」


　ンなわきゃねーだろ。


　などとツッコミを入れたかったのだが、なんとなく、コワくてやめることにした。


「けどぉ、なんとなく、この奥の部屋を守らなくちゃあならないような気がして……それで、あたりのお手入れなんかしながら、ずぅっとここにいるの」


「な……なるほど……


　たぶん製作……もとい、ナタリーの『おとうさん』が、そーゆーふーに望のぞんだんでしょーね。


　そうすると、歌を歌ってたのは？」


「……だって……」


　ナタリーは、やや気き恥はずかしげに、もじもじと、指で壁石をえぐりつつ、


「いくらわたしだって、こんな月のきれいな夜には、なんとなく、淋さびしくなるの。


　そんな時、外に出て歌うと、ちょっぴり元気になるの。


　笑わないでね[image: ]


　これでもわたし、ちょっぴりセンチな十六歳[image: ]　なんだから[image: ]」


「……じゅーろくさいなのか……？」


「なんとなくそんな気がするだけ。


　それより。


　わたしを狙ってる連中の話なんだけど」


　──はっ。


　麻ま痺ひしかかっていた脳ミソが、よーやく正常に動きはじめる。


「そう。その話よ。


　そいつら、って言ってたけど、と、いうことはおおぜいいるわけ？」


「どれくらいいるかは──わかんない」


　ナタリーは、不安な声で、左右に小さく首を振り、


「ある日、人にん相そうの悪い男がやって来て、ここを通せ、って……断ったら、オーガだのなんだのをけしかけてきて……


　その時は、とちゅうで相手が帰っちゃったから助かったけど……あの時はほんとうにこわかったわ……」


「ふぅん……」


　あたしはしばし考えて、


「……まさかとは思うけど……その時やって来た男があなたの製作者──おとうさんだ、なんてことは──」


「じょーだんじゃないわよぅ！」


　あたしのことばにナタリーは大きな声を上げ、


「あぁんな貧ひん相そうなおやじ、わたしのおとうさまなわけないじゃない！


　わたしの記憶におぼろに残るおとうさまは、すらーっと背が高くて、とぉーっても素す敵てきな王子様のようなひと[image: ]


　いつか白馬にまたがって、わたしを迎むかえに来てくれるの[image: ]」


　動く鎧リビング・メイルに『ナタリー』なんて名前をつける王子様はいないと思うぞ。ふつー。


　……いや……案外そーでもないか……


　一瞬、とある平和主しゆ義ぎ者しやの顔が頭をよぎり、あたしは考えを改あらためた。


「……実はね、ナタリー。


　ふもとの村では、この山に入っていった人たちが消える、って事件が起こってるの。


　ひょっとしたら、あなたを狙ってる連中とその事件、何かのかかわりがあるんじゃあないか、って思うのよ。


　ね、あなた、その連中のアジトの場所とかって知らない？」


「うーん……」


　あたしの問いにナタリーは、ふたたびがちゃりっ、と人さし指を頰に当て、


「……ナタリー、よくわかんない。だって、わたし、ここからあんまり離れたことないんだもん。


　でも、あいつらの逃げていった方向ならわかるわ」


「そーか……


　ね、そいつらが来たのって最近？　数はかなり多かった？」


「そーねー。三、四日前だったかなぁ。オーガが五、六匹はいたと思うの」


　なるほど。ならば、まだいけるかもしれない。


　森の中をオーガが、五、六匹も、徒と党とうを組んで歩けば、どうやったところで通った跡あとが残る。


　それも三、四日前となれば、まだその跡も消えてはいないはずだった。


「おーし。それじゃあ話は決まりね。とりあえず、今夜はこのあたりで眠らせてもらって、あしたにでも早さつ速そく、そいつらのアジトを探しに行くわよっ！」





「たいへんたいへん！　リナ！　起きて！」


　ナタリーの声にあたしが目をさましたのは、翌日の朝早くのことだった。


　まだ眠気を残し、横になったそのままで、ぼんやりあたりに視線をやれば、入り口のほうからこちらへと、がっきょんがっきょん足音を立て、血けつ相そう──は、変わんないけど、ともあれあわてた様子でかけて来るナタリーの姿！


　──ずげっ！


　あんなのに力いっぱいゆり起こされた日には、本気で死ぬかもしんない。あたしはあわててとび起きた。


「──ど……どーしたのよ、ナタリー!?」


　立ち上がって問うあたしの手前で、がぢゃりっ、と彼女（？）は足を止め、


「外に──だれかいるのよ！　きっとわたしを狙うあの連中よ！」


　むこうから先にしかけてきたか!?


　あたしは暗い通路をかけ抜け、表に飛び出した。


　ざっと見み渡わたしたところでは、あたりには動くものはなく、朝のやわらかな陽ひざしを浴あびて、森が静かにひろがるばかり。


　静かに──そう。鳥の声ひとつすらもなく。


　何者かがあたりにひそんでいるのは丸わかりである。警けい戒かいと殺さつ気きとの混まざったものが、あちらこちらに潜ひそんでいる。


　──これで隠かくれてるつもりとは……


　思いっきし馬鹿にしてやろうと、口を開きかけたその時。


「ほーっほっほっほ！」


　木々の間にこだましたのは、聞きおぼえのあるバカ笑い！


「──ま……まさかっ!?　ナーガ！」


「まさかこんなところで会えるとは思わなかったわよ！


　きのうはさんざんな目にあわせてくれたわねぇ……」


　依い然ぜん姿は見せぬまま、無意味にテンションの高い声だけがあたりにこだまする。


「生きてたのね!?　ちちぃっ！　せっかくとどめを刺させたと思ったのにっ！」


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね！　リナ！　あんな崖がけから落ちたくらいじゃあ誰も死んだりするわけないじゃない！」


　おまいだけだ。そこまで不死身なのは。


「……けどどうやらその様子じゃあ、あたしに会うために来た、ってわけじゃあなさそうね……


　変な連中といっしょみたいだし。


　──ともかく、隠れてないで出てきたら？


　あたりの森ごと吹ふっ飛とばされたいのなら話は別だけど」


「……ちぃっ！」


　舌したうちとともに、あちこちのしげみからがさごそ出てきたのは、ナーガではなく、五、六匹のオーガと、魔道士ふうの中年男がひとりだけ。


　ナーガの姿はどこにもない。


「──あの男よ！」


　あたしの背にその巨きよ体たいを隠かくし、かちゃかちゃ小さくふるえつつ、ナタリーは、おびえた声で男を指さす。


「あの男がこの前、わたしを襲おそって来たのよっ！」


「……なるほど……ナタリー、たしかにあなたの言っていた通り、貧相な奴ね……」


「やかましいっ！」


　あたしのことばに青スジ立てる貧相男。


「ナーガ！　あんたもいーかげん出てきなさいっ！」


「……あのー、リナ………」


　ちょん、ちょんっ、と、ナタリーの指があたしのショルダー・ガードをつつく。


　ふりかえり、ナタリーが無言のままで指さす方に目をやれば──


「をうっ!?」


　たった今、あたしが出てきた遺跡の出入り口──その屋根の上に、すっくと立った、見み慣なれた非ひ常じよう識しきな姿があった。


「い……いつの間にっ!?」
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「最初からいたわよ。ここに」


　ややムッとした声で答えるナーガ。


　──なるほど。ほとんど頭の上から聞こえていたせいで、声が森に響ひびいている、と錯さつ覚かくしたわけか。


　おそらく、敵の計けい略りやくは、ナーガがわざと目だって気を引き、スキを狙ねらって貧相な魔道士とオーガの部隊が動く、といったところだったのだろう。


　ところが、ナーガが、目だちすぎる場所に立っていたせいで、かえって気づかれなかったのと、そして、あたしの存在が、その計画を水すい泡ほうに帰きしたのだ。


　……ま、もともとたいした策さくじゃあない、という説もあるけど。


「あのひと、リナに気づいてもらえないんで、淋さびしそうな顔してたわよ[image: ]」


「う……うるさいわねっ！」


　ナタリーのことばに、ナーガはちょっぴり顔を赤らめた。


「……けどどーでもいーけど、ナーガ、なんだってあんた、こんな連中と手を組んだりしたわけ？」


「ふっ！　きのうあなたに蹴けり落とされて倒れてたところを、通りすがりのオーガに助けられたのよっ！　そのオーガがそこのひとたちの仲間だった、というわけよっ！」


　……通りすがりのオーガに……って……ひょっとして単に、エサが落ちてる、とか思われただけなんじゃあ……？


「金貨三十枚でおかしな動く鎧リビング・メイル退治の手つだいを頼たのまれたけど、リナ、あなたもいっしょにいるとは好こう都つ合ごうね！　まとめて始末してあげるわっ！」


「おかしな動く鎧リビング・メイルなんてひっどぉぉい！　リナ！　あれってあなたの知りあい!?」


「知りあいよ。トモダチじゃないけど」


　ナタリーの問いに、きっぱりはっきり言い切るあたし。


「……ふん！　何者か知らんが、まあいい！　鎧ともども、ついでに始末してやる！　かかれぃっ！」


　魔道士の号ごう令れい一いつ下か、オーガが吠ほえる！


「ふっ！　行くわよ！　リナ！」


　言ってナーガが跳とぶ！
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　しかし！


　──ぺし。


　べぢゃっ！


　着地の瞬間を狙った、あたしの足払い一発で、いともあっさり地に伏ふすナーガ。


　もはやそのまま動かない。


　ふっ。たあいもない。


　こちらに向かってオーガがかけ寄って来るが、すでに呪文は唱となえ終えている。


「火炎球フアイアー・ボール！」





　[image: ]どぉぉぉぉぉん！





　赤しやつ光こうが閃ひらめき、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが炸さく裂れつする。


　あたしの放はなった一撃は、オーガたちをあっさり吹っ飛ばした。


　爆風に圧おされたか、はたまた腰でも抜ぬけたのか、魔道士は、ぺたりっ、とその場に尻しりもちをつく。


　こっちもやっぱしたあいない。


「……ば……ばかなっ!?　こんな術じゆつ者しやがいるなどとっ……


　……はっ！　リナ……!?　とか呼ばれていたが……まさかきさま！　あのリナ＝インバースなのか!?」


「たぶん、そのリナ＝インバースよ」


　あたしの答えに、魔道士の顔からまともに血の気けが引いた。


　……どーせいろいろ、あたしに関かんするロクでもない噂うわさを聞いてるのだろう。盗賊殺しロパーズ・キラーとか倫りん理りの破は壊かい者しやとか……


「『大魔王の便所のフタ』の二つ名で親したしまれている……!?」


「そんな名前で親しむなぁぁぁっ！」


　げしゃぁぁぁっ！


　あたしのぶん投げた、赤ん坊の頭ほどの大きさの石が、魔道士のどたまを直ちよく撃げきした。


「ま……待ってくれっ！　誤ご解かいだ！　ほんとうの悪党はそっちの動く鎧リビング・メイルの方なんだ！


　たしかにわしは目つきは悪いが、こう見えてもけっこう善ぜん人にん……」


「『ついで』で他人にオーガけしかける善人がいるかぁぁぁぁっ！」


　めりっ！


　投とう石せき攻撃第二弾。


　……ったく……ウソをつくにしても、もーちょっと、もっともらしいことを言ってもらいたいもんである。


　ともあれ、こいつを問いつめて、ことの次し第だいをはっきりさせるべし。


　思ってあたしが、魔道士の方に足を踏み出したその時。


「石霊呪ヴ・レイワー！」


　後ろで聞こえたのはナーガの声！


　しまった！　もう復ふつ活かつして呪文を唱えたのかっ!?


　くぉぉぉぉぉん！


　ナーガの呪文に大地がきしむ。寄より集まった石が、土が、ナタリーのすぐそばに巨大な人の形をつくり上げた！


　土人形ゴーレム！


　見た目は少々ぶさいくだが、身長は、一階建ての家の屋根を越こえるだろう。パワーのほどは推おして知るべし。


「…………!?　いやぁぁぁぁぁぁっ！」


　おどろいたナタリーが、黄色い悲ひ鳴めいを上げながら、片手を口もとに当て、もう片方の手で土人形ゴーレムをつき飛ばす！





　どごがめきめきっ！





　土人形ゴーレムの巨体はいともあっさり吹っ飛んで、無数の木々をなぎ倒し、あえなくもとの土へと帰る。


　……し……しょぇぇぇぇぇぇぇっ!?


　ナタリーの、あまりといえばあまりのパワーに、思わず硬こう直ちよくするあたし。


　たしかに、動く鎧リビング・メイルとゆー奴は、並の戦士では対たい抗こうできないほどのパワーがある。


　しかし──


　逆の言い方をすれば、並以上の戦士なら、なんとか対抗できなくもない、といった程度のパワーでしかないのだ。


　その程度のパワーで、巨大な土人形ゴーレムを片手で吹っ飛ばす、などというまねができるだろうか？


　それに、ンな力で土人形ゴーレムぶん殴ったりしようものなら、ふつーは鎧よろいの腕がひしゃげる。


　しかしナタリーの腕は、傷ついているようにすら見えない。


　早い話、ナタリーの能力は、ふつーの動く鎧リビング・メイルのそれを、ぶっちぎりまくって凌りよう駕がしているのだ。


　と、いうことはひょっとすると──


　連中が狙っているのは、ナタリーの製造法か!?


　たしかに、これほどの力を持った動く鎧リビング・メイルが数あれば、少々の軍隊なんぞ敵ではない。


　……集団で少女趣味なしゃべりかたされたらすごくヤだけど……


　ま、何はともあれ、そのあたりのことは聞けばわかること。


　だが──


　思ってあたしがふり向いた時、そこにはすでに、あの貧相な魔道士の姿はなかった。


　──まさか!?


　あわてて視し線せんを巡めぐらせれば、やはりそこにナーガの姿はなく、ナタリーが、おとめちっくなポーズでへたり込んだまま、ふるふるふるえているばかり。


　ちちぃっ！　ぼーぜんとしてる間に逃げられたかっ！


　しかしまだ、そう遠くには行ってないはず


　オーガたちが通った跡も、たぶん残っているだろう。


　となれば追つい撃げき・逆ぎやく襲しゆうあるのみっ！


「ナタリー！　あたし、今からあいつらを追いかけてくるわ！」


「待って！」


　言ってマントをひるがえしたあたしの背に、ナタリーは声をかける。


「私も──行くわ！」


「行くわ……って、だいじょーぶなの？」


「そりゃあ……ちょっぴりこわいけど……」


　もじもじしながら答えるナタリー。


　……いや……あたしは、『この場所を離はなれられるのか』とゆー意味で聞いたのだが……


　ふつー動く鎧リビング・メイルは、たとえば『ここを守れ』と命じられた場合、その場所から離れることはできない。


　いくらナタリーが規き格かく以上と言ったところで、その基本までない、とは考えられない。


　まあ、実際にためしてみれば、わかることではあるのだが……


　ナタリーは、なおももじもじとことばを続ける。


「……そりゃあわたし……戦いなんてしたこともない、ふつーの女の子だし……」


　うそつけ。


　戦いうんぬんはさておき、ふつーの女の子とゆーのは、どう聞いても納なつ得とくいかんぞ。


「けど……けど！　やっぱりこれって、わたしの問題だと思うの！　それを、リナだけにまかせて、ここで待ってるだけなんて、わたしできない！


　何の力にもなれないかもしれないけど、やっぱりわたし、見み届とどけなくちゃあいけないと思うの！」


　うーむ。動く鎧リビング・メイルながら、なかなか立りつ派ぱな心がけである。


「──わかったわ。ナタリー」


　あたしはこっくりとうなずいた。


「行きましょう。いっしょに」


「ほんとう[image: ]　ありがとうリナ！　ナタリーうれしい！」


　背景にバラの花でも舞まい散ちりそうなポーズで、ナタリーは、がちゃがちゃと身をふるわせる。


　そして──


　追撃ははじまった。







（歌姫の伝説：つづくっ！）
























　次回予告





　謎なぞの一団のアジトへと向かうリナとナタリー、二人のゆく手に待ち受ける、罠わなとナーガの高笑い！


　どーでもいいが、こんな二人がペア組めば、ピンチになんぞなるわけはない！　このまま二人がまっすぐ進めば、後編わずか１ページで終わるぞ！　どうする作者!?　ピンチだ作者！（注：このへん予告になってない）


　次回、歌姫の伝説：後編。


　意外でも何でもない結末がきみを待つ！









歌姫の伝説［後編］
















　あらすじ





　山で聞こえる女の歌──失しつ踪そうをとげる村人たち。


　謎なぞを追うあたしが、山の中の遺い跡せきで出会った歌の主ぬしは、少女の心を持つ動く鎧リビング・メイル（おいおい）ナタリーだった。


　しかしそこに、ナタリーを狙ねらう謎の一団と、トチ狂ったナーガが現われる！


　激はげしくもない戦いのあと、逃げた一団とナーガを追って、あたしとナタリーの進しん撃げきがはじまった！


　はたして連れん中ちゆうの目的は!?　村人失踪はどーなった!?


　とにかく今は行くだけ行くべしっ！















　ざわりっ。


　森がざわめく。殺さつ気きが疾はしる。


　同時だった。


　あたしとナタリーが足を止めたのと、襲しゆう撃げき者しやが姿を現わしたのとは。


「やだ！　何これぇ!?」


　ナタリーが、鋼はがねのこぶしを口もとでがちゃがちゃふるわせつつ、おびえた声を上げる。


　たしかに、刺し客かくたちの姿はかなり異い様ようなものだった。


　合キ成メ獣ラ──


　それも、オーガの体の上半身にレッサー・デーモンの頭がいくつもついている、などという、神経の細ほそい人間なら、二、三日は夢に見そうなシロモノである。
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　そんな合キ成メ獣ラが合計五体。


　むろんこんなものが自然にあたりをうろついているはずもない。あたしたちより一歩早くアジトに戻もどった魔ま道どう士したちが、送り出して来た刺客だろう。


　見た目から判はん断だんするならば、『オーガの体力とパワーに呪じゆ文もん詠えい唱しよう能のう力りよくをプラス、複ふく数すうの呪文を同時詠唱可能』といったつもりでつくられた合キ成メ獣ラといったところか。


　たしかに、ナタリーを力押しだけでどーにかできるわけはない。呪文戦力を送りつけて来るのも当然だろう。


　となれば今も、ひょっとしたら、さっきやって来た魔道士が、そのあたりに隠かくれている可能性もある。


「ナタリー！　敵の術じゆつに気をつけて！」


　言ってあたしは呪文を唱となえはじめた。


　そして、予想した通り、合キ成メ獣ラにはりついたレッサー・デーモンの顔が、口々に呪文を唱えはじめる。


　見てるとけっこー気色悪いが、今はゆーちょーに気味悪がっている場合ではない。


　そして、あたしの呪文より早く、合キ成メ獣ラたちの術が完成した！


　うぉん！


　獣けものの吠ほえるような声が唱しよう和わして、無数のかがやく光の槍やりが、合キ成メ獣ラたちのまわりの空間に出現した！


　──まさか──烈閃槍エルメキア・ランス!?


　相手の精神のみにダメージを与える術である。受けた相手がふつーの生き物なら、失神する程てい度どですむが、これがアンデッドや魔族など、精神力そのものを生きる力にしている存も在のが受ければ話は別。


　動く鎧リビング・メイルのナタリーにとっても、地ち水すい火か風ふうのちょっとした術ならばともかく、この術は致ち命めい傷しようになりうる。


　──ナタリー、ちゃんとよけるのよっ！


　心の中で言いながら、呪文の詠唱を続けたままで、あたしは大きく横に跳とぶ。


　ゅんっ！


　ほとんど同時に空を裂さき、無数の光が飛ひ来らいした！


　なんとかかわした──つもりだったが、やはり完全には見切れなかったか、うち一いち条じようが、わずかに頭の横をかすめてゆく。


　同時にけだるい脱だつ力りよく感かんが、あたしの全身を襲った。


　──やはり、烈閃槍エルメキア・ランス。


　となれば戦いが長びけばこちらが不利。


　一気に決めるしかないっ！


「魔竜烈火咆ガーヴ・フレア！」





　ぐごぉうっ！





　あたしの放はなった魔ま力りよく炎えんは、合キ成メ獣ラのうち一体を、瞬しゆん時じに黒い灰と化かす。


　後ろのほうで、ナタリーの悲ひ鳴めいとがちゃつく足音が聞こえていたりするが、とりあえず、目の前の敵を倒すのが先せん決けつである。


　おし行くぞっ！


　あたしはふたたび呪文を唱えはじめる。


　ぐおおおっ！


　ふたたび残った合キ成メ獣ラたちが吠え、またまた無数の烈閃槍エルメキア・ランスがあたりに出現した。


　飛び来る無数の光の矢から、しかし今度は、あたしは身をかわさなかった。


　かわす必要はないのだ。


　光の矢は、あたしに触ふれるその直前、ひたりっ、と虚こ空くうに留とどまると、一瞬ブレてからかき消える。


　あたしの唱えている術の、呪文詠唱中に発生する魔力障しよう壁へきに防ふせがれているのだ。


　そして呪文が完成する。


「竜破斬ドラグ・スレイブ！」





　ぶどごぉぉぉん！





　この世界の魔ま王おうの力を借りた呪しゆは、一瞬にして合キ成メ獣ラたちを吹ふっ飛とばした。


「わー、すごぉぉい[image: ]」


　ふり向けば、ナタリーが、胸の前でにぎりこぶしをふるふるさせながら、


「リナって、こぉんなすごい術使えるんだぁ。かっこいーなー[image: ]」


「ふふん[image: ]　まーね[image: ]


　……って、それよりナタリー、だいじょーぶだった？」


「うん。今の化け物たちの変な光、二、三発受けちゃったけど、だいじょーぶ。なんともないわ」


「二、三発受けた!?」


　ナタリーのことばに、思わずあたしは声を上げた。


　今の烈閃槍エルメキア・ランス、かすったあの感かん触しよくからすると、オーガの体をベースにしていたせいか、ふつうの人間が放つものより威い力りよくは落ちていたようである。


　が──


　ふつーの動く鎧リビング・メイルなら、人間の放つ烈閃槍エルメキア・ランスを一発受ければおしまいである。


　それを、多少パワーの劣おとるものだったとはいえ、二、三発受けて、ほとんどダメージを受けないとは……


「……ほ……ほんっとーにだいじょーぶなの!?　ナタリー!?」


「だいじょーぶだってばぁ。


　……まあ、なんかすこぉし疲つかれたような感じはするけど……


　だいじょーぶ。あたし女の子だもん、こんなことでくじけないもん[image: ]」


　……いや……女の子かどーかとゆーのは、とりあえず関係ないよーな気はするが……


「それにぃ、あたし、こんなところでやられちゃうわけにはいかないのよ。


　初恋だってまだしてないのにぃ」


「……初恋……？」


「そーよ。言ったでしょ？　いつか王子様が迎むかえに来てくれるんだ、って[image: ]」


　ナタリーは、気はずかしげに、もじもじと、人さし指で近くの木の幹みきをえぐりつつ、


「ある日あたしのもとにすてきな王子様が現われて[image: ]　そして二人は……[image: ]　それでもって、あぁんなことやこぉんなことをしたりして[image: ]


　きゃっ[image: ]


　ナタリーはずかしぃ[image: ]」
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　……どんなことをする気だ……？　おまいは……？


「──けど、まずはとにかく」


　リアクションに困こまって立ちつくすあたしに向かって、ナタリーは、一いつ転てんしてまじめな口く調ちようでふりかえり、


「あの魔道士たちをやっつけるのが先よね。


　さ。リナ、急ごう」


「………………あ──そ……そーね」


　あたしはよーやく我われにかえり、ふたたび歩あゆみを進めはじめた。





「──どうやらここのようね……」


　あたしとナタリーが足を止めたのは、それからほどなくのことだった。


　二人の目の前──切り立った崖がけには、ぽっかりと、洞どう窟くつが口を開けていた。


「え？　でもこれってぇ、ふつーの洞窟じゃあないの？


　見はりとかもいないし」


「たしかに一いつ見けん、そう見えるけどね。


　出入り口のあたりとか、あまり草が生えてないでしょ。


　つまり、この洞窟に何者かが、しょっちゅう出入りしてるってことよ。


　それに──」


　あたしは、つかつかつかっ、と洞窟の入り口に近寄った。


　そばの岩の裂さけ目の奥に、小さく光るものがある。あたしは指を突つっ込こんで、それを──コインをひと回り大きくしたような、銀色のチップを取り出した。


「ただの動物のほら穴とかだったら、こんなものはしかけてないはずだし」


「……何……？　それ？」


「レグルス盤ばんって魔法の道具マジツク・アイテムよ。二枚ひと組みの道具で、ほんとうは、離はなれた相あい手てと話をするための道具なんだけど──


　たぶんあたしたちがこうやって話してるのも、これで、洞窟の奥にいる奴やつにつつぬけになってるはずよ。


　だから当然、ここに何かある、って言わんばかりに見み張はりを置おく必要もないわけよ」


　ナタリーにそう説明し、今度は、手にしたレグルス盤に──そして、これを聞いているはずの敵に向かって、


「──とまあ、そーゆーわけだから。


　今から行くわ。首を洗って待ってなさい」


　堂どう々どうとそう宣せん言げんすると、あたしは魔法の明りを生み出して、洞窟の奥に向かって足を踏ふみ出した。


　その後ろに、すこし離れてナタリーが続く。


　洞窟には、かなりの高さと幅はばがあった。


　これならば、オーガが出入りすることも十分できるだろう。


　そして、壁をびっしりと覆おおう苔こけ。


「……なんか……やっぱり違ちがうんじゃあないかなぁ。苔とか生えてるし」


「いーえ。まちがいなくここよ」


　不安げな声で問とうナタリーに、しかしあたしはきっぱり断だん言げんした。


　彼女にはわからないかもしれないが──においが違うのである。


　天然の洞窟特とく有ゆうの、あの、よどんでしめったにおいがここにはない。


　壁の苔は、おそらく人工的に植うえつけられたものだろう。


　それに何よりの証しよう拠こは、壁の苔が、ところどころ、削けずり取られているのだ。


　おそらくここからの出入りをする時、何か硬かたいものでこすったのだろう。


　そして、それほど歩きもしないうちに──


　あたしとナタリーは、洞窟のつき当たりにたどり着いていた。


「……ほらぁ。やっぱりここじゃあなかったでしょ？」


　あたしは無む言ごんで、右の手袋グローブを外はずして、つき当たりの壁を指先でなでてみる。


　──やっぱり。


　色あい、触しよつ感かん、ともに本物の苔とよく似にせてあるが、本物の苔の持つ、ひんやりとした感かん触しよくがない。


　つまり、この部分だけ、本物の苔ではなく、苔に見せかけた何かでカムフラージュがしてある、というわけである。


　気づいたのは、この一面だけ、苔の生えかたにムラがなかったからである。


　あたしはふたたび手袋グローブをつけ、呪文を唱え──


「振動弾ダム・ブラス！」


　だがぁぁぁぁん！


　けっこーやかましい音が洞窟の中にこだまして、目の前に、ぽっかり大きな穴があく。


　その奥には、魔法の明りで照てらし出された、白い通路がまっすぐ奥へと延のびていた。


「やっぱし──隠かくし扉とびらよ」


「すっごぉぉぃ！　よくそんなのわかったわね、リナ！」


「まーね。カンと経けい験けんって奴よ。


　けど気をつけてね、ナタリー。こーやって乗のり込こんだ以上、敵さんももう、死んだふりなんてしてないで、正面きって攻撃しかけてくるはずよ」


　言ってあたしは、通路を奥へと向かって歩いてゆく。


　そして。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　あたしがいきなし呪文を唱え、奥に向かってぶっ放ぱなしたのは、二人がちょうど通路のまん中あたりにさしかかった時のことだった。





　づごぉぉんっ！





『をうぐぁぁっ!?』


　爆ばく音おんに、いくつもの悲鳴が重かさなった。


　ふっ。予想通り。


　まっすぐ延のびる通路で、いきなり端はしに刺客が現あらわれ、飛び道具を放つ。狙ねらわれた方は、隠かくれる場所もよける暇ひまもない。


　よくある迎げい撃げきパターンである。


　そう読んで、ころあいを見て先せん手てを打うったのが正せい解かいだったようだ。


「一気に行くわよ！　ナタリー！」


　一いつ方ぽう的てきにそう言うと、あたしは答えも待またずにかけ出した。


　つき当たりのＴ字じ路ろで左右を確認。さっきの火炎球フアイアー・ボールでコゲて倒たおれてる数人以外に、敵の姿はない。


　武器を持っていた様よう子すはない。たぶん魔道士だったのだろう。


　ともあれ、次の敵がこの場所に出てくる前に、別の、戦いやすい場所へと移い動どうする必要はある。


　カンだけで通路を右に折おれ、しばらく行ったつき当たり、通路の左がわに一枚のドア。


　これまたドアを開けたとたんの攻撃があることを予よ測そくして、あたしは呪文を唱えてからドアを開いて一撃を放つ。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　っどぉぉぉぉぉん！


　くそやかましい爆音とともに、赫あかい炎がはじけて散ちった。


　この火炎球フアイアー・ボールという奴、見た目と音が派は手でなせいで、先手を打って敵をビビらせるには最適だったりする。


　しかし今度は、近くに敵はいなかったらしく、一撃は単なるムダ撃ちに終わった。


　──扉をくぐったそこは、やたらとだだっ広い空間だった。


　奥行きは、ちょっとした広ひろ間ま程てい度どのものなのだが、左右にやたらと長く延のびている。


　そして、手前と反対がわとの壁ぎわには、ずらりと並んだ。それこそ無数の全身鎧よろい。


「気をつけて。ナタリー。


　たぶんこの中に何体か、動く鎧リビング・メイルがまじってるわ。


　いきなし鎧が動き出してもあわてないようにね」


「えぇぇっ!?　そんなぁっ!?　そんなのに襲おそわれたら、あたし、どうしたら!?」


　……いや……ふつーに戦えばじゅーぶん勝てると思うぞ。あんたなら。


　ナタリーの能力ちからをもってすれば、そこいらの動く鎧リビング・メイルなんぞただのザコである。あたしがおそれたのはむしろ、いきなし動き出した鎧におどろいて、ナタリーがパニックに陥おちいり、暴あばれ出すことだった。


「だいじょーぶよ。落ち着いて行動すれば、絶対なんとかなるから。


　──さ。行くわよ」


　言ってあたしが歩きはじめたそのとたん。





　がぢゃりっ。





　いきなり全部の鎧が動きはじめた！


「どぇぇぇぇぇっ!?」


　これにはさすがにあたしも驚きの声を上げる。


　まさか──ここに並んだのがみんな動く鎧リビング・メイルとは!?　百やそこらの数じゃあないぞっ！


　まずいっ！　これが屋おく外がいでなら、竜破斬ドラグ・スレイブあたりでまとめて吹ふっ飛とばすこともできるが、こんなところでンな術を使えば、壁や天てん井じようが吹っ飛んで、こっちまで生き埋うめになる。


　となればここは一いつ旦たん退しりぞくか、あるいは──


　あたしが迷まよいを見せたその一瞬。


　事態は最悪の状態に陥った！


「いやぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　動く鎧リビング・メイルかあたしの声か、あるいはその両方のせいか、おどろいたナタリーが、いきなしパニックに陥り、暴れはじめたのだ！


　どっがんがっぎょんげごんっ！　めしっ！


　彼女が手足をぶん回すそのたび、動く鎧リビング・メイルがへしゃげ、吹っ飛び、壁がえぐれてあたりにガレキをまき散ちらす！


　どひぃぃぃぃぃっ！　いかんっ！　こんなもんのとばっちりなんぞ食らおうもんなら本気で死ぬっ！


「翔封界レイ・ウイング！」


　あたしはあわてて高こう速そく飛ひ行こうの術をとなえ、全力でその場を退たい散さんしたのだった。





　どこをどう飛び回ったのか──


　てきとーにドアをぶち破やぶり、そこいらの通路を通り抜ぬけ、ふと気がつくと、あたしは一人、別の部屋へとたどり着いていた。


　ほぼ正方形で天井も高く、ちょっとした家なら丸々おさまりそうなほどの広さがある。


　壁に灯ともされた、無数の魔法の明りが、皓こう々こうと部屋のなかを照てらし出していた。


　……しかし、この基き地ちの規き模ぼといい、あれだけの数の動く鎧リビング・メイルをそろえていたことといい、相手はどーやら、そこいらのはぐれ魔道士とかとはわけが違うようである。


　部屋の反対がわには、ぽっかりと、黒い通路が口を開け──


「ほーっほっほっほ！　よく来たわね、リナ＝インバース！」


　聞きなれたバカ笑いが、静せい寂じやくをぶち破ったのはその時だった。


　やがて、反対がわの通路の奥から、靴くつ音おとを響ひびかせ、ひとつの人ひと影かげが歩あゆみ出す。


　黒いマントに黒い髪かみ、非ひ常じよう識しききわまるそのコスチュームを見るまでもない。
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　自じ称しようあたしの永遠のライバル、言わずと知れた白蛇サーベントのナーガ！


　彼女はびしぃっ！　とあたしの方を指さして、


「狂くるった動く鎧リビング・メイルのことばを真まに受けて、この研究所へ乗り込んでくるとは、あなたもずいぶんとヤキがまわったようねっ！


　この白蛇サーペントのナーガが、あなたのその目、覚さまさせてあげるからありがたく思うことねっ！　ほーっほっほっほ！」


「あんたの方が目を覚ましたら？」


　ナーガのことばにあたしが言い返す。


「倒れてるところを拾ひろってもらった、ってだけで、あの貧ひん相そうな魔道士信用してるみたいだけど……どーやったらあの男が善ぜん人にんに見えるわけ？」


　あたしの問といに、しかしナーガは動どうじる様子もなく、


「ふっ！　笑わせてくれるわね！　それじゃああなたには、女ことば使う動く鎧リビング・メイルが善人に見えるわけ!?」


「……いや……まあ……それは……


　けど少なくともっ！　ナタリーは噓うそをつくような相手には思えないわっ！


　どーせナーガ、あんただってほんとーのところは、あいつらを信じたってゆーより、お金もらって目がくらんだ、とか、そんなところなんでしょっ！」


「ふっ！　目がくらんだとは失しつ礼れいね！　いきなり金貨百枚もくれる人に悪い人はいない、そう思っただけのことよっ！」


「……っなっ……!?」


　いきなり金貨百枚!?


　……そ……それはまあ、目がくらんでもしかたないよーな気も……


　はっ。いかんいかん。ここであたしまでつられてどーする。


「そっちこそ考えが浅あさいわね！　ナーガ！


　その連中がもし悪人なら、成せい敗ばいすれば、金貨百枚どころか、おたからぶん取りほうだいよっ！」


　…………


　あたしのことばに、ナーガはしばし沈ちん黙もくし──


　やがて、ぽんっ、とひとつ手をうった。





　──かくてナーガは、あたしの味方についたのだった。





　あたしとナーガの進しん撃げきがはじまった。


　敵はオーガや動く鎧リビング・メイル、はたまた変な合キ成メ獣ラやらを、次から次へとくり出してくるが、おたからに目がくらんだ──もとい、正せい義ぎに燃もえたあたしとナーガの敵ではなかった。


　くわえてナーガは、この基地の中をある程てい度ど知っている。


　さしたる時間もかからずに、あたしとナーガの二人は、ひとつの大きな扉の前にたどり着いた。


　だむっ！


　あたしの蹴けりに、ド派は手でな音を立て、扉が開く。


　そしてその向こう──


　まるで城の謁えつ見けんの間まを想おもわせるような、豪ごう奢しやなつくりの部屋の中、赤いじゅうたんの延のびる先には、なんとぜーたくな黄金の玉ぎよく座ざ。


　そしてその玉座には、一人の男が深ふか々ぶかと身を沈しずめていた。


　としの頃ころなら二は十た歳ちすぎ。ゆるやかにウェイブのかかったかがやく金髪ブロンド。文もん句くなしの美形ではあったが、蒼あおく深いその瞳ひとみの奥には、ひとを見下したかのような光がひそんでいる。


　服ふく装そうは魔道士のそれなのだが、違うのは、ローブもマントも、純じゆん白ぱくのシルクに金きん糸しの縫ぬい取り、というかなり気き取どったシロモノだということである。


　それにくわえて、胸に一いち輪りんの赤いバラなんぞさしていたりするのだ。ここまでくれば、もはやイヤミ以外のなにものでもない。


　そして、そばに控ひかえる十人ほどの魔道士たち。


　その中には、例の人にん相そうの悪い魔道士の顔もあった。


「ようこそ、お嬢じようさんがた」


　白ずくめの魔道士は、言って、気取ったしぐさで立ち上がる。


「そちらのナーガさんはご存ぞん知じだと思いますが──私がこの研究所の責せき任にん者しや、名をウェイザックと申します」


　言って、なめ切ったしぐさでこちらに一いち礼れいを送る。


「研究所？」


　そーいえば、さっきナーガもンなこと言ってたみたいだけど……


「そう。私の研究所です。


　──聞けばあなたは、噂うわさに名高いあのリナ＝インバース殿どのとか。


　そのようなかたと、わざわざことを交まじえるほど、私は馬ば鹿かではないつもりです」


「……そのわりには、けっこーいろいろと歓かん迎げいしてくれたみたいだけど？」


「あれは本ほん来らい、ナタリーのために用よう意いしたものでしたからね。


　私のもともとの狙ねらいは、ナタリーの方だったのですから」


　あたしの皮ひ肉にくを、ウェイザックはすずしい顔で受うけ流ながす。


「その口ぶりだと、ナタリーのことをよく知ってるみたいね」


「もちろんですとも」


　ウェイザックは、右ななめ四十五度の角度でキザにうなずいて、


「なにしろナタリーは、ここのスタッフに命じて、私がつくらせたんですから」


「……な……!?」


　さらりと言ったウェイザックのことばに、あたしは思わず声を上げていた。


「けど……そこのそいつ！」


　あたしは例の、貧ひん相そうな魔道士を指さして、


「ナタリーはそいつを見て、『自分をつくった奴じゃあない』って言ってたわよ」


「……ふっ……それには少々の計算違いがありましてね……」


　彼は、ふぁさぁっ、と髪をかき上げて言った。


「魔道の研究というのは、いろいろと先立つものが必要になります。しかし、一個人や一スポンサーに出しゆつ資しできる額がくなどたかが知れています。


　──そこで──


　私が考え出したシステムがこれです。


　複ふく数すうのスポンサーに出資していただき、そのかわり、こちらはスポンサーの希望に沿そった、合キ成メ獣ラや魔法の道具マジツク・アイテム、あるいは動く鎧リビング・メイルなどを研究・製せい作さくして、スポンサーのかたがたに提てい供きようしている──というわけです」


「……なるほど……いわば死の商人、ってわけね……」


　それならばたしかに資金も潤じゆん沢たく。こんな大がかりな地下施し設せつをつくったり、むやみな数の動く鎧リビング・メイルをつくったりすることも可能だろう。


「これはまた人聞きの悪い。


　タイアップと言っていただきたいですね。


　──ここからすこし離れたところにある、別べつ棟むねの研究所では、しばらく前、動く鎧リビング・メイルの強きよう化か版ばんの研究・製作にとり組んでいました。


　そう。ナタリーがいる、あの遺い跡せきにカムフラージュした場所です。


　動く鎧リビング・メイルの強化に関かんして、私は『心』というものに目をつけました。


　人間は、心がたかぶった時、思いもよらぬ能力ちからを発はつ揮きすることができます。


　ならば、動く鎧リビング・メイルにも心を──人じん格かくを与あたえてやることによって、通常以上の力を発揮することができるのではないか──そう考えたわけです」


「……かっこうつけて言ってるわりには、けっこーおーざっぱな計画ね……」


　ぴくっ。


　あたしのツッコミに、ウェイザックの頰ほおが一瞬引きつるが、彼はつとめて変わらぬ表ひよう情じようで、


「計画は成功しました」


　でも声が裏うら返がえってたりする。


「むろんナタリーには、『心』を植え付けるのと同時に、考えうるかぎりの魔道的強化をほどこしました。


　そして、完成したナタリーは、そこから予想される性能をはるかに上うわ回まわっていました。


　一いつ見けん大おお雑ざつ把ぱに見えるこの計画も、しかし、私の予想通り──いえ、予想以上の成せい果かを上げたのです」


　おー。おーざっぱ呼ばわりしたこと気にしとる気にしとる。


「──けど誤ご算さんがあった。でしょ？


　ナタリーは、心を持ったがゆえに、あんたたちに従したがわなくなった。違う？」


「お察さつしの通りです。さすがリナさん」


　みえみえのおせじは無む視しして、あたしはつめたい口く調ちようで、


「……ンじゃあやっぱし立りつ派ぱに計画失敗してるじゃない」


　ぴぴくぴくっ！


　ウェイザックの顔がまたまたひきゆがむ。


「……そ……それはまあ……解かい釈しやくの違いというものですね。


　──ともかく。


　一体何がどういうふうに作さ用ようしたのか、ナタリーはいきなり暴あばれ出し、私たちはあわててあちらの研究所から退たい避ひしました。


　そして次に、部下たちが様子を見に行った時、あろうことか、ナタリーはすでに私たちのことを忘わすれ去さっており、私たちを近づけようとはしませんでした。


　しかし研究所には、ナタリーに関かんする研究資し料りようの数々が残ったままです。


　こうなったら、ナタリーを破は壊かいしてでも、研究所の資料を回かい収しゆうする必要があります。


　そこで部下に、オーガをつけて向かわせたこともありましたが……結局、ナタリーの性能が予想以上だと確かく信しんするだけの結けつ末まつに終わりました。


　次に、そこのナーガさんにお手伝い願ねがったわけですが──


　いつの間にかナタリーのそばに、リナさん、あなたがいらっしゃった。


　そういうわけです。


　──さ。これで、ナタリーも、そしてあの研究所も、本来私たちのものだ、ということがおわかりいただけたかと思います。


　つまり、これであなたは、ナタリーの肩かたを持つ理由はなくなった。


　──そこで、どうです？　リナさん。そして、あらためて、ナーガさん。


　ナタリーの捕ほ獲かく、もしくは破壊に、ご助じよ力りよく願えませんか？


　むろんそのぶん、お礼れいはさし上げます」


「……なるほど……そーゆー事じ情じようなわけね」


　ウェイザックのくそ長い説せつ明めいを聞き終え、あたしはつぶやいた。


　たしかにそういうことならば、ナタリーも、そしてあの遺い跡せきも、ウェイザックたちの所しよ有ゆう物ぶつということになる。


　死の商人、というのは、感心しない話ではあるが、ぶっそーなモノを研究して資し金きんを得えている魔道士なんぞ、それこそ掃はいて捨すてるほどいる。ンなものをいちいち正せい義ぎづらして成せい敗ばいする気はさらさらない。


　しかし──


「返事の前に二つ、質問があるわ」


「何かな？」


「一つ。動く鎧リビング・メイルに心を持たせ、通常以上の能力ちからを持たせる──


　それはいーとして、なんだって女の子の心なわけ？」


「……ふっ……簡かん単たんなこと」


　ウェイザックは、ふぁさりっ、とふたたび髪をかき上げ、


「私は男より女が好きだからですッ！」


　……自分に正直な奴……


「私は、男よりは女が好きです。そして、弱い者より強い者が。


　となれば女性の愛あいらしさを兼かね備そなえた、強力無比な動く鎧リビング・メイルこそまさに理想の存在！


　そう考えてつくり出したのがあのナタリーなのです。


　……ふっ。正直言って、でき上がってから、ちょっとイメージと違うかな、とか思いましたけどね」


　つくる前にわかりそーなもんだろーが。それくらいは……


　さてはこいつ……実はあんましなんにも考えてないな……


「……まあいいわ。


　それじゃあ、もうひとつの質問。


　最近、ふもとの村で、この山に入った村人が何人か、行方ゆくえ不ふ明めいになってるらしいわ。


　……心当たりは？」


「……さぁて……」


　あいまいな答えとともにウェイザックの浮うかべた笑えみが、すべてを物もの語がたっていた。


　偶ぐう然ぜんこの研究所を見つけたか、ウェイザックたちと出会うかしたのを──たぶん、口を封ふうじた。


「……なるほど。よーくわかったわ」


「それで──答えは？」


「もちろん。ノーよ」


　……ふっ……


　あたしの答えにウェイザックは、鼻はなの先で小さく笑い、


「やれやれ……まさかリナさん、あなたがそんなに人道主義者だったとは……噂うわさとはずいぶん違いますね」


　どーゆー噂を聞いてた。おまいは。


「ならば、私たちとあなたは敵同士！


　戦い、決着をつけるのみ！」


　ぱちんっ！


　ウェイザックが、右手を高たか々だかとさし上げ、指をうち鳴ならす。


　それに応こたえて、柱はしらの陰かげから、一体の、赤い動く鎧リビング・メイルが姿を現わす。


　しかしンなもの一体出したところで、あたしとナーガの敵ではないっ！


　……って、そーいえば、ふつーならこーゆー場面で、高笑いのひとつも上げるはずのナーガの声が、さきほどから聞こえない。


　視し線せんを移うつせば、あたしのすこし後ろの方、ころんっ、と床に横になり、すぴょすぴょ眠るナーガの姿！


　……さてはこいつ……ウェイザックの長なが話ばなしにたいくつして居眠りこいたな……


　……ま、いーか。ここはなんとかあたしひとりで片かたをつけて、あとでおたから分ける時に、このことをネタに分け前多くぶん取ればすむことっ！


「言っておきますが、あまり甘く見ない方がいいですよ。


　これは、心こそ持ってはいないものの、ほかの製せい法ほうは、できうるかぎりナタリーを再さい現げんした、いわばナタリーの二号機。


　普通の動く鎧リビング・メイルとはケタが──」


　言いかけたウェイザックの動きがそこで凍こおりつく。


　その視線は、あたしの後ろの方へと注そそがれていた。


　──ひょっとして──


　思ってふり向いたその先──扉の外には、予想通り──


「ナタリー！　無事だったのね！」


　……まあ、あんまし心配はしてなかったけど。


　しかしあたしの呼びかけにも、ナタリーは、何の反応も示しめさない。


　その視線の向く先には、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美形にーちゃん、ウェイザックの姿があった。


　……って、ひょっとして……？


「……王子様[image: ]」


「……へ……？」


　ナタリーのつぶやきに、ウェイザックは、思わず間の抜ぬけた声を漏もらす。


「そーよ！　ナタリー！」


　この機きを逃のがさず、あたしは声を上げる。


　びしぃっ！　とウェイザックを指さして、


「もうひとつ言うなら、このひとこそが、あなたの『おとーさま』なのよっ！」


「まあっ[image: ]」


　ナタリーは、背景バツクにバラの花はな束たばなんぞ背せ負おいつつ、がっきょんっ、と両のこぶしを口もとでふるふるがちゃがちゃさせて、


「おとうさまぁぁぁぁ[image: ]」


　感きわまった声を上げ、床を蹴けえぐり、駆かけだした。


　ふみっ！　がっちゃんがっちゃんがっちゃん！　どげごっ！　がっちゃんがっちゃん！


　寝たままのナーガを踏みつけ、ナタリー二号機をいともあっさりはね飛ばし、向かうその先は『おとーさま』にして理想の王子様、ウェイザック。


　となればこのあとの展開は予想がつこうとゆーもんである。


　すなわち──感動の再会をよろこぶ抱ほう擁よう。





　ウェイザックの絶ぜつ叫きようが広間にこだました。





　そして、事件は終わりをつげた。


　あたしの知らせを受けた役人たちの調ちよう査さの結果、ウェイザックたちは、村人失しつ踪そう事件のほかにも、いろいろと、非ひ合ごう法ほうなことをやらかしていたらしい。


　ナタリーに抱だきしめられて寝ね込こんでいるウェイザックも、ケガがなおったら、即そく、牢ろう屋やへ直ちよつ行こう、ということになるだろう。


　あたしとナーガも、ウェイザックたちのおたからをぶん取って、ふところはかなり暖あたたかくなった。


　ただ──


　ちょっぴしかわいそうだったのがナタリーである。


　再会と同時にウェイザックを失うしない、もはや身みよりもない（動く鎧リビング・メイルにもともとンなものないけど）孤こ独どくな身。


　そこで結局──


　あたしの発はつ案あんで、彼女は、ふもとの村で、歌姫として、第二の人生を送ることになったのだった。


　後ご日じつの噂うわさに聞けば、もの珍めずらしさも手伝って、けっこう評ひよう判ばんになっているらしい。


　もしあなたが、旅の途と中ちゆうで、動く鎧リビング・メイルの歌姫に出会ったなら、おそれずに、友だちとしてつきあってあげるといいだろう。


　ただし──


　くれぐれも、気に入られすぎて抱きしめられたりしないよーに。







（歌姫の伝説：おわり）










白い暗殺者［前編］










　づどぉぉぉん！





　前ぶれなしの爆ばく発はつ音おんが、夜の静けさと、あたしの眠りをうち破った。


　──近い！


　枕まくらもとのショート・ソードを手に取って、あたしはベッドから飛び下りる。


　一見、ごく平和そーな、名もない町の名もない宿屋。


　何の事件もなさそうなこんな場所にさえ、トラブルの種たねは転がっている。


　そして──トラブルといえば、金のもと！


　さっそく現場へ向かうべく、マントをはおったまさにその時！


「リナ＝インバース！　そこにいるのはわかっているのよ！　顔を見せなさい！」


　よく通る女の声は、窓まどの外から聞こえた。


　……って……あたしがらみのトラブルか……これは……


　あたしのよーに、魔ま道どう士しとしての名前もそこそこある上に、常つね日ひ頃ごろ、悪を倒たおして上うわ前まえハネる、などという善ぜん行こうをしていると、いろいろとねたみ、逆さか恨うらみも受けやすい。


　しかし、あたしがらみのトラブルとなると、どうやらお金になりそうにない。


　……タダ働きか……ヤだなぁ……


　……とはいえお呼びがかかった以上、無視するというわけにもいかない。


　声に応こたえてあたしは窓を開け放ち──


　そのままのポーズで思わず硬こう直ちよくした。


　今泊とまっているのは宿の二階。


　その目の前の空中に──彼女はいた。


　としの頃なら二は十た歳ち前後、といったところだろうか。


　長く伸のばした銀色の髪かみが、身に纏まとう、ゆったりとした白い衣ころもが、月の光に照てり映はえて、夜風に流れ、闇やみに舞まう。


　それに加えてその美び貌ぼう。すべてが見事に相あいまって、幻げん想そう的てきとすら言える美しさをかもし出していた。


　──むろん、浮遊レビテーシヨンが何かの術で宙ちゆうに浮いているのだろうが、それがわかっていても、妖よう精せいか美しい幽霊かと見まごうほどだった。


　しかしその見かけとはうらはらに、彼女はつめたい口く調ちようとまなざしで、


「──聞けば、少々魔法が使えるくらいで、あちこちで盗賊倒したりして、いい気になっているようね」


　彼女は右手を上げて、あたしを──いや、あたしのそばを指さした。


　見れば、あたしの隣となりの部屋の壁が、まともにコゲて吹っ飛んでいる。


　おそらくは、火炎球フアイアー・ボールあたりをぶっ放したのだろう。


「それはほんのあいさつがわりよ。


　今日はゆっくり眠りなさい。


　明日は──たぶん、あなたの最期の日になるから。


　あなたはこの私──ローザ＝ライマンが、必ずしとめてあげるわ！」


　ローザ＝ライマン？


　……はて……どこかで聞いたことのある名前のよーな気はするが……


　しかし実際の話、よくいるのだ。こーゆー奴やつは。


　ほんのちょいと地方で有名になっただけで、自信まんまん天てん狗ぐになって、よくも悪くも有名な、あたしを倒して名を上げようと、無む謀ぼうな挑戦してくる奴。


　一度なんぞ、一体何をトチ狂ったか、ツエツエバエの魔道的考こう察さつとかのレポートで有名になった魔道士が挑戦してきたことさえあった。


　むろん瞬しゆん時じに蹴けり倒したけど。


　目の前の彼女もおそらくそのたぐい。となれば何も明日からと言わず、今すぐとっとと決着つけるべしっ！


　そーゆーことで、さっそくあたしが呪じゆ文もんを唱となえようとした、まさにその時。


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね！　ローザ＝ライマン！　あなたがリナ＝インバースを倒すですって!?」


　聞きおぼえのあるバカ笑いが、いきなり横から乱らん入にゆうした！


　近くの民家の屋根の上、すっくと立った黒い影！　言うまでもない、あたしのフロクこと白蛇サーペントのナーガ！


　……同じ宿屋に泊まっていたはずだが、おそらくことが起きるとともに、演えん出しゆつ効こう果かを考えて、わざわざ宿を出て、近くの屋根に上のぼったのだろう。


　ナーガは、ローザをびしぃっ！　と指さして、


「リナ＝インバースは、その宿命のライバルたるこのあたし、白蛇サーペントのナーガが倒すことになっているのよ！　横からの割り込みはやめてほしいものね」











[image: ]








　………………


　ナーガのことばにあたしはしばし眉まゆをひそめ、


「……おー！　そーだそーだ！」


　ぽんっ、とひとつ手を打って、


「そーいえばナーガ、あんたって、遠い昔は挑戦者チヤレンジヤー、自じ称しようあたしのライバルだったわね。いやー、すっかり忘れてたけど……」


「遠い目をして言わないでよっ！　それにっ！　今でもこのわたしはあなたのライバルなんだからっ！」


「……そーゆーわりには、へーきであたしに宿代や食事代たかりまくってるよーな気がするんだけど……」


「……ま……まあ……それはともかくっ！」


　ナーガは、またまたローザを指さして、


「何にしても、あなたがリナを倒すなんて、とうてい無理な相談ね！　おとなしくあきらめて、家にでも帰って寝ている方が……」


「爆炎舞バースト・ロンド」





　づどむ。





　ふり向きもせずにローザの放った一撃が、まともにナーガを直撃した。


　ずるずりずり……ぽてむ。


　ひとたまりもなく、コゲたまま、屋根からずり落ちるナーガ。


　……まあ、攻撃力弱い術だし、ナーガだから、死にはしないだろう。


「リナ＝インバース。もう少し、友達は選んだほうがいいんじゃない？──と、いっても、私に狙ねらわれた以上、あなたの人生も先が見えてるけど……」


　むかっ！


「一つだけ──あなたに言っておくわ」


　瞳ひとみの奥に怒りをたたえ、あたしはローザを見つめて言った。


「あなたがあたしの命を狙うのは勝手よ。けど──」


　あたしは、地面に倒れたナーガを指さし、


「あれを友だち呼ばわりするのだけは絶対やめて！」


　あたしの気き迫はくに圧おされてか、思わずわずかに身を引くローザ。


「……わ……わかったわ……


　いずれにしても──明日──」


　それだけ言うと、術を解といて大地に降おり立ち、そのまま身をひるがえす。


　……あ。いきなし攻撃するの忘れてた。


　ま、いーか……


　明日出て来たら返り討うちにして、あり金全部奪うばいまくるっ！


　夜空にかかる月に向かって、あたしはかたく心に誓ちかったのだった。





「へ？　あんた、あの人知ってるの？」


「ふっ。もちろんよ」


　その翌よく朝あさ。


　宿の一階の食堂で朝食をとりながら話題にのぼったのは、やはりきのうの彼女、ローザのことだった。


　なんでもナーガが言うのには、彼女が誰だれだかを知っているとか。


「ローザ＝ライマンっていえば、ライゼール帝国の宮きゆう廷てい魔道士よ。──もと、だけど」


　朝っぱらから、ブランデーを満たしたカップをぱこぱこ空けながら、ナーガはこともなげに言った。


「かなり有名だったけど、なんでも、二年ほど前に元げん老ろう院いんのメンバーが変わって、ソリが合わなくなって国を出た、って話よ」


「ふーん」


　朝食メニューの、ヘルシー・サラダセットの五つ目を食べながら、あたしはてきとーにあいづちを打った。


　このナーガ、姿形は怪あやしい上に、やることなすことすべては発ほつ作さ的てきではあるが、一体全体どーいうわけか、おかしな情報網もうを持っていたりする。


　話の出どころはよくわからないが、それが結構正確だったりするのだ。


　となればおそらく、あのローザとやらが、ライゼールの元宮廷魔道士だった、というのも、その通りなのだろう。


「……けど問題は、どれくらいのウデか、ってことね」


　もと宮廷魔道士──と、いうと、スゴい攻撃魔法とか使えるのでは、というイメージが世間さま一般ではあるようだが、実のところはさにあらず。


　宮廷魔道士とゆーのは、見けん聞ぶんの広さを見込まれて、知恵袋、ご意見係として雇やとわれている者が圧倒的に多い。実際に使える魔法といえば明りライテイングか治癒リカバリイくらい──というのもザラにいる。


　しかしやはり、攻撃魔法の能力を見込まれて宮廷魔道士になった者もいる。


　もしもローザが後者なら、当然そこそこのウデはあると考えておいた方がいいだろう。


　すくなくとも、爆炎舞バースト・ロンドとか浮遊レビテーシヨンくらいは使えるようだが……


「ま、いずれにしても、あの口ぶりからすると、今日にでもしかけてくるわね。


　こんな戦い長びかせてもしかたないし……とっとと決着つけるわよ」


　言ってあたしは、食後の香こう茶ちやを、くいっ、とひと息に飲み干ほした。





「──待ってたわよ。リナ＝インバース」


　待ちぶせにもってこいの、森の中ゆく街かい道どうで、声と同時に、あたりに無数の気け配はいが生まれた。


「『待ってたわよ』ぢゃないッ！」


　けこぉぉんっ！


「をきょっ!?」


　叫さけぶと同時にあたしの投げた小さな石は、しげみに隠かくれたローザのどたまを、もののみごとに直撃した。


「明日にでもすぐ攻せめてくる、みたいなこと言っといて、あれから五日！　一体今日までなにやってたのよあんたはっ!?」


　──そう。


　彼女があたしに宣せん戦せん布ふ告こくしてから今日まで丸五日。最初の一日は、いつ襲って来るかと緊きん張ちようもしていたが、さすがに二日、三日と経たつうちに、気持ちもだんだんダレてきて、今さらのこのこ出て来られても、闘争心が起こるより先に腹が立つ。


「ふっ。知れたこと……」


　あたしのことばに、彼女はふぁさぁっ、と銀色の髪をかき上げ、


「やっぱり一人で戦うのがこわくなったんで、金で人集めてたのよっ！」


　……実は気が弱いな……こいつ……


　ローザは右手を高々と上げ、ぱちんっ、とひとつ打ち鳴らす。


　それを合図に、木々の陰かげから、しげみの奥から、わらわらと出て来る人影、その数ざっと十数人。


　全員が、ダーク・グリーンの服に、同じ色の布で顔を隠していた。典型的な暗殺者アサツシンスタイル、という奴である。


「ほーっほっほっほ！　全く、笑わせてくれるわね！」


　しかしそれにも全く動じることなく、ナーガはずずいっ、と前に出て、お得意の高笑いを上げる。


「ただ人数を集めただけで、この……」


「やれ」


　ナーガの前まえ口こう上じようをまるっきし無視して、ローザの発した号令に、暗殺者アサツシンたちが一いつ斉せいに動く。


　あるいは突っ込み、あるいはその場で呪文を唱え──


　彼らの目標は、ただひとり、あたしのみ！


　しかしこの時、すでにあたしは呪文を唱え終えている。


「炸弾陣デイル・ブランド！」


　ごぅっ！


　あたしを中心にした、ドーナツ状の地面の土ど砂しやが、天に向かってふき上がる。


　殺さつ傷しよう能力のとぼしい術だが、当たればむろん無傷ではすまない。ふき上がる土砂のせいで見えないが、おそらく突っ込んで来ていた暗殺者アサツシンたちは、土砂の外で足を止めているはず。


　ほどなく、土砂がおさまりかけた頃ころを見計らい、ふたたびダッシュをかける暗殺者アサツシンたち。


　しかし──


　こちらがいつまでも、同じ場所でうろうろしているわけはない。


　この時すでにあたしは、翔封界レイ・ウイング──高速飛行の術を唱え、風の結けつ界かいを身に纏まとい、上空へと舞い上がっていた。


　そしてそのまま急降下！　目標を見失ってうろたえる暗殺者アサツシンたちをかすめて牽けん制せいし、軌道を変えて、呪文を唱えていた暗殺者アサツシンのひとりに体当たりをかけた！


　敵のひとりをはね跳とばし、術を解除し、大地に降り立つ。ふり向きざまに腰のショート・ソードを引き抜いて、そのままローザの方にダッシュ！


　あわててローザが、暗殺者アサツシンたちが、唱えた術を、あたしの方に向かって放つ。


「火炎球フアイアー・ボール！」


「氷フリーズの・矢アロー！」


「炎の矢フレア・アロー！」


　思った通り、術の種類がてんでんばらばら！　まるで連れん携けいがなっていない！


「魔風デイム・ウイン！」


　飛び来る術を引きつけておいて、あたしは唱えておいた術を発動させる。


　強風を生むだけの術だが効果は十分。風は、連中がばらばらに放った術をまともにまき込んだ。





　づごぅんっ！





　火炎球フアイアー・ボールが、炎の矢フレア・アローとぶつかって、あたしの生んだ風に乗って爆発を起こす。


　爆炎は、飛び来る氷の矢フリーズ・アローを蒸じよう発はつさせ、炎の槍フレア・ランスを[image: ]のみ込み、荒れ狂う。


　そのどさくさにまぎれ、あたしはローザに向かって突っ込む！


　暗殺者アサツシンを雇やとっているのは彼女。となれば、彼女をおさえれば、暗殺者アサツシンたちも手出しはできなくなる。


「くっ!?」


　迫り来るあたしを迎えうつべく、あわてて腰の後ろから、大ぶりのナイフを抜き放つローザ。


　甘い。あたしのショート・ソードは気をひくための単なるおとり。主役はこっち！


「炎の矢フレア・アロー！」


　呪文には、あたしなりのアレンジを加えてある。あたしが普通にこの術を使えば、十本以上の炎の矢が出現するが、このアレンジ版はわずかに一本。そのかわり、呪文の詠えい唱しよう時間は、なんと普通に唱えた時のおよそ半分という大幅短縮！


　今の状況ならこれで十分！　目の前で出現した一本の炎の矢は、彼女を直撃、戦闘不能に追い込むはず！


　しかしこの時！


「すこしはひとの話聞きなさいよっ！」





　どがしっ。





　前口上を無視されて、怒ったナーガが、横からローザに蹴りを入れる！


　あああああっ！　なんつーことをっ！


　ばひ。


　あたしの放った炎の矢フレア・アローは、蹴りでローザを吹っ飛ばしたナーガの方を直撃した。


「──くっ！　撤てつ退たいする！」


　コゲて倒れたナーガのそばで、ローザはすぐさま身を起こし、言うと、森のしげみの奥へと身を隠す。


　間を置かず、それに続く暗殺者アサツシンたち。


　──退ひきぎわがいい。


　追撃したいところだが、森の中では、機動性に頼ってひっかき回すのはむずかしい。


　見れば、あたしのぶちかましを食らったはずの暗殺者アサツシンも、すでに姿を消している。復活して自じ力りきで逃げたか、あるいは仲間が連れて行ったか……


　いずれにしても、このぶんだと、そう遠くないうちに、またまたしかけて来るだろう。


　それも、もう少し戦法を練ねって。


「……早めに倒しとかないと……やっかいな相手かもしれないわね……」


　復活して、何やら抗こう議ぎの声を上げるナーガを無視し、あたしは、あさっての方に目をやりながら、ぽつりとそうつぶやいた。





「──へぇ……？」


　あたしとナーガが足を止めたのは、それから二日後──やはり、人通りの少ない街道を進んでいる時のことだった。


　待ち伏せ──と、いうのとは、少し違うようである。


　まるであたしたちが来るのを待っていたかのように、道ばたに佇たたずんでいるのは、暗殺者アサツシン姿が一人だけ。


　あたりには、ほかに人の気配もない。


「待っていたぞ」


　言って暗殺者アサツシンは、ゆっくりとこちらに向きなおる。敵意はあるが、殺気は全く感じられない。


「功こうを焦あせった先走り──と、いうのでもなさそうね……一体何の用？」


「受け取れ」


　言って暗殺者アサツシンは、ふところから、小さな何かを取り出すと、あたしに向かってかるくほうり投げる。


　──思わず手でキャッチしそうになったが、毒針でも仕込まれていたらことである。あたしはそれを、マントで地面にはたき落とした。


　それはちょうど、コインをひと回り大きくしたようなシロモノだった。


「レグルス盤ばんじゃない。これって」


　横からナーガが口をはさんだ。


　そう。


　二枚ひと組みの魔法の道具マジツク・アイテムで、かんたんな呪文を唱えてから、もう片方に向かって話しかけると、もう片方にその声が届とどく、という道具である。


「ローザ様からのメッセージだ」


『聞こえるわね。リナ＝インバース』


　すでに呪文は唱えてあったのか、大地に落ちたレグルス盤から、ローザの声が流れ出す。


「聞こえるわ。──で、何なの？


　まさか、あたしの前に顔出すのがコワくなった、ってわけでもないでしょ？」


『ふっ。


　あなたの実力は、この前の戦いで、ある程度は見切ったつもりよ。


　私があなたを恐れる理由はないわ。


　……とは言っても、まだあなたの手のうち全部を見たわけじゃあないし、私は『完璧パーフエクト』って言葉が好きなのよ。


　そこで──あなたのために、すてきな舞台を用意してあげたわ』


「ふっ！　ずいぶんともってまわった言い方が好きなようね！　けれど……」


『そのままもう少し行くと、ラノークの町に着くわ』


　横から何やら言いかけたナーガのことばをまるっきし無視して、ローザはかまわずことばを続ける。


　……ちっとはかまってやれよ……ナーガ、さみしそーにしてるぞ……


『そこから、北に延びる細い道をしばらく行くと、ゴドアっていう小さな村があるわ。


　村人全員合わせても、五十人もいるかいないか、っていう小さな村よ』


「はいはい。つまり、そこで待ってる、って言いたいんでしょ？　早い話が」


　めんどくさそーに言ったあたしのことばに、ローザは変わらぬ口調で、


『その通りよ。そこで待ってるわ。


　村人全員を人質に取ってね』


「……っなっ……!?」


　あたしとナーガは、思わず同時に声を上げていた。


「村人全員を人質、って、……冗談でしょ!?」


『いいえ。本気よ』


　あたしのことばに、ローザはいともへーぜんと言う。


「正気なの!?　ゴドアなんて村、知りあいもいなければ行ったこともないわよ！」


『でしょうね。──けど、そんなことはどうでもいいのよ。あなたが来なければ、村の人たちがどうなるか……』


「……くっ……！」


　今になってようやく。


　あたしは、二日前に、ローザを倒しておかなかったことを後悔した。


　いろいろやってくるだろう、とは思っていたものの、まさかいきなしこんな手で来るとは……


　むろん、あたしが行かなければ村人全員をどうこうする、というのはハッタリかもしれないが、だからといってほうっておくわけにもいかない。


「……わかったわ……」


　あたしは、もう片方のレグルス盤のところにいるはずのローザに向かって、


「行ってやろーじゃないの！　その村に！


　けど、ここまでやってくれた以上、今度はきっちし決け着りつけさせてもらうわよ！」


　言ってあたしはレグルス盤をひろい上げ、佇む暗殺者アサツシンにほうり投げた。


「せーぜー罠わな張って待ってて。あたしも今度は、ちょっぴし本気で行くから。ローザにはそう伝えておいて」


　あたしのことばに暗殺者アサツシンは、小さく首を縦たてに振り、こちらに背を向け、去って行く。


　あとにはあたしと、ナーガの二人が残るのみ。


　暗殺者アサツシンの姿が見えなくなってから、あたしはおもむろに口を開いた。


「──ナーガ、あたしが連中引きつけるから、その間に、人質の方、お願い」


「ちょっと。なんでわたしが……」


「あなたが適役なのよ。なにしろローザは、あなたのことなんて全然気にしてないみたいだし」


「……その言い方……何か腹立つわね……」


「だからこそ、よ。ひとあわ吹かせてやりたいなー、とかって思わない？」


「そりゃあまあ……たしかにそうは思うけど……」


「……ヤだって言うなら、これまでオゴったぶんの宿代と食事代請せい求きゆうするわよ……」
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　ぼそりっ、と、あたしの言ったひとことに、ナーガは頰ほおにひとすじの汗流し、あさっての方を向きながら、


「ふっ！　わかったわ！　あなたがそこまで頼むのなら、人質のほうは私がなんとかしてあげるわっ！


　見てなさい、ローザ＝ライマン！　このわたし、白蛇サーペントのナーガを無視したことの愚おろかさを、たっぷりと思い知らせてあげるわ！　ほーっほっほっほっほ！」





　ラノーク。


　大きな街道からも外はずれた、これといった特色もない小さな町である。


　そこからさらに約半日。山あいの、道とも言えないような細い道をえんえんと行ったそのつきあたり。


　ゴドアの村があるのはそんな場所だった。


　……どこか近くに、警けい備び兵へいの詰つめ所でもあれば、ローザたちのことを『国王暗殺を狙うテロリスト』とか、でたらめに吹ふい聴ちようして、大兵力で包ほう囲いさせる、というテも使えるが、こんな場所ではせいぜいが、ラノークに、警備兵が五、六人、配備されているかどうか──といったところだろう。


　遠くから、兵を呼んでいる時間もない。


　となればやはりここは当初の計画通り、あたしとナーガだけでなんとかするしかない。


　敵の数は、それほど圧倒的ではない。ならば人質さえなんとかすれば、あとはどうにでもなるはずである。


「──よく来たわね。リナ＝インバース」


　ゴドアの村に着いたあたしを出迎えたのは、ローザと、二人の暗殺者アサツシンだった。


　あたりには、ほかに人の姿はない。


　おそらくほかの暗殺者アサツシンたちは、捕つかまえた村人たちの見張りをやっているのだろう。


「村のひとたちは？」


「無事よ。もちろん。──あなたの態度次し第だいで、どうなるかはわからないけど」


　あたしはあたりに視線を巡めぐらせ、村の中で一番大きな建物で視線を止めた。


「──あそこの中ね」


　あたしの指し摘てきに、ローザは、全く動じることなく首を縦に振った。


「そう。全員を収容できるのは、あそこしかなかったから。


　──あ。もしもあなたが妙なまねをしたら……って、今さら言わなくてもわかってるわね？」


「まあね。……けどローザ、あなたも考え浅いわね」


「考えが浅い？」


　あたしのことばに、ローザの眉が、ぴくりっ、と動く。


　──おーしっ！　乗ってきた！


　あたしの目的は、ナーガが人質を助け出すまでの時間かせぎ。自分が絶対的優位に立っていると信じている、そこに油ゆ断だんが生まれるのだ。


　──むろんローザとて、あたしといっしょにいたナーガのことを、きれいさっぱり忘れているわけではないだろう。


　たぶん──単に相手にしていないだけで。


　……まあ……実際の話、あんなかっこうしてバカ笑い上げてるねーちゃんが、実は強い、なんぞとは思わんわな。ふつー。


「へぇ……面白い。何がどういうふうに考えが浅いのか、聞かせてもらえるかしら？」


「考えればわかるでしょ。


　手段を選ばない、っていうのは、まあたしかに合理的って言えば合理的だけど……


　──あたしを倒して名を上げよう、ってつもりなら、それは逆効果ね。


『リナ＝インバースを倒したという事実は変わらない』って言いたいところでしょーけど、他人は、『手段を選ばないのなら誰にでもできる。あんたが強かったわけじゃあない』って思うでしょうね」


　──これでローザが、ムキになって、一対一の戦いでも申し込んで来れば、ずいぶんと話は簡単になるのだが……
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「……ふっ……いきなり何を言い出すかと思ったら……」


　しかし彼女は、あたしのことばを鼻先で笑い飛ばし、


「どうやら考え違いをしているのはあなたの方みたいね。


　──私は別に、あなたを倒して名を上げる、なんて言っていないわよ。


　私の目的は、単にあなたを倒すこと。


　だからこそ、手段は選ばない。そういうことよ」


　売ばい名めいのための挑戦じゃあない？──となると──


「……なるほど……そうすると、ライゼールから飛び出したはいいけど、しごとにあぶれて悪党たちの手先になってる──ってところね？」


　今度はあたしのことばが気にさわったか、ローザは眉をつり上げて、


「失礼ね！　誰が悪党の手先になど！　こう見えても曲がったことは嫌いなのよ！」


「うそつけぇぇぇっ！　宿に攻撃魔法ぶち込んだり村人人質に取ってるよーな人間が何言ってんのよっ!?」


「あれは単なる手段だからいいのよっ！」


「よくないっ！」


　二人はしばしにらみ合い──


「……ふっ……」


　やがて、小さなため息とともに、視線をそらしたのはローザの方だった。


　ふぁさりっ、と髪をかき上げて、


「……どうやらあなたにはわかってないようね。私たちの崇すう高こうな目的が。


　──いいわ。はっきりと教えてあげる。


　私はこう言ったはずよ。あなたは調子に乗って、盗賊を倒していい気になっている、と。


　つまりそれが、あなたの狙われた理由なのよ」


「……？　つまり、盗賊に雇われて……」


「違うって言ってるでしょ！


　言ってあげるわ。


　私にあなたの処分を依い頼らいしてきたのは『真実の未来トウルー・フユーチヤー』──


　この国に本部を持つ人権擁よう護ご団体よ！」


　…………


「……は……？」


　ローザのことばに、あたしの目は点になった。





「どんな人間にも人権はある！　たとえそれが悪人であろうと！　にもかかわらず、あなたは『悪人に人権はない』などと言い放ち、盗賊狩りをしているらしいわね！」


　目が点になったままのあたしに向かって、ローザは朗ろう々ろうと言い放つ。


　その後ろでは、彼女の雇った暗殺者アサツシン二人が、やっぱし目を点にしていたりする。


　そーすると、こいつらは知らなかったわけか……ローザの目的を……


「……それが、人権擁護団体としては面白くない──そういうわけよ。


　それで私が雇われて、人権と正義の名のもとに、あなたを成せい敗ばいしにやって来た、というわけよっ！


　どうっ！　これでわかった!?　自らの犯おかした罪の大きさが!?」


「あほかぁぁぁぁぁっ！」





　ずげしぃっ！





　怒りの叫びと同時に、あたしの放った跳とび蹴げりが、ローザのどたまをどつき倒した。


　そばに控ひかえる暗殺者アサツシン二人も、あまりのことのなりゆきに、とっさに彼女をガードすることを忘れたようである。


「人権擁護団体の使者が、暗殺だの無関係の村人人質に取るだのするなぁぁぁぁっ！


　あたしや村人の人権はどーなるのよっ!?」


「愚かな！」


　しかしあたしの抗こう議ぎに動じることなく、ローザはその場に身を起こし、


「私は今、『悪人の人権』について論ろん議ぎしてるのよっ！　つまり、それはそれ、これはこれ、って奴ね！」


　うあああああああっ！　だめだっ！　こいつはぁぁぁぁっ！


　目的のためには手段を選ばない──と自認する人間の中に、よくこーゆータイプがいたりする。


　あまりに突っ走りすぎて、ふと気がつくと、手段のために目的をないがしろにしてる奴がっ！


　ローザはまさにその典型。……ひょっとしたら、雇い主の、そのなんとか言う人権擁護団体もそうなのかもしれないが……


　しかし、こーゆー相手なら、ひょっとしたら、ある種の説得は効きく可能性がある。


「待って！　そういうことなら話は別よ！」


　あたしは神しん妙みようなそぶりで彼女にかたりかけた。


「あたしが人権をないがしろにしてるなんて……そんなの、とんでもない誤ご解かいよ！」


「……誤解……？」


　眉をひそめる彼女に向かって、あたしはうるうる瞳のぶりっこポーズで、


「そう──


　あたしは信じてるわ。人間っていうものを。


　世の中、悪い人なんていないし、みんな話せばわかってくれるのよ！


　そう思わない!?　ローザ！」


「……それは……まあ……」


「つまり──よ」


　あたしは、びっ！　と人さし指を一本立てて、


「悪人や、話してもわっかんないよーな奴は人間じゃないからいーのよ」


「そんな理り屈くつがあるわけないでしょっ！」


　ああっ！　やっぱし説得できんかった！


「あんたに『そんな理屈』呼ばわりされるいわれはないっ！」


「何にしても、これ以上話したところで無駄のようね！」


　言ってローザは大きく後ろに跳び退すさり、あたしとの間合いを取った。


　ローザが呪文を唱えるまでの時間かせぎか、暗殺者アサツシンたちが、あたしの前に立ちふさがる。


　なるほど。動機はどうあれ、依頼主は依頼主、というわけか。


「わかってるでしょうけど、反撃は許さないわよ！　リナ＝インバース！」


　言ってローザは呪文を唱えはじめる。


　この術は──烈火球バースト・フレア！


　火炎系最強の呪文で、その一撃は城じよう壁へきさえも溶とかし去る！


　一撃で決めるつもりか!?


　ナーガは──まだ!?


　あたしの内心の焦りをよそに、やがてほどなくローザの呪文が完成し──





　っごぉぉぉん！





　爆音が、ゴドアの村をゆるがした！







（白い暗殺者：つづくっ！）
























　次回予告





　ついに明らかになる敵の正体！


　ローザの魔の手がリナへと迫る！


　リナの、ナーガの、ついでに村人たちの運命は!?


　はたしてリナは、この敵にどうたちむかうのか!?


　次回、白い暗殺者：後編。


　ちょいとの間待っててぷりーず！









白い暗殺者［後編］
















　あらすじ





　リナの前に立ちはだかった、手段を選ばぬ非情の刺し客かく、もと宮きゆう廷てい魔ま道どう士しローザ＝ライマン！


　そして、無関係な村人を人ひと質じちに取った彼女の口から語られる、意外な黒くろ幕まくの正体は、なんと、リナの存在をうとましく感じる人権擁よう護ご団体だという！


　この敵を前に、はたしてどう出る、リナ＝インバース！















『──なっ……!?』


　響ひびき渡った轟ごう音おんに、あたしは思わず声を上げていた。


　いや。あたしだけではない。


　ローザと、二人の暗殺者アサツシンたちもまた。


　彼女は完成していた呪じゆ文もんを放つことさえ忘れ、音のした方へと視線を移す。


　村の奥──一番大きな建物が、あとかたもなく吹っ飛んで、もうもうと爆ばく煙えんを上げていた。


　──そう。


　人質たちがいるはずの場所が。


　しかし、このタイミングでローザが人質に危害をくわえるわけはない。第一彼女がやらせたならば、爆音に彼女自身が驚おどろくわけもない。


　……と……ゆーことは……ひょっとしてこれって……？


　考えたくもない可能性が、あたしの頭を一瞬よぎった、まさにその時！


「ほーっほっほっほ！」


「ああああああっ！　やっぱしぃぃぃっ！」


　予想通りわき起こったバカ笑いに、あたしは思わず頭を抱えてしゃがみ込む。


　そして！


　まだ止やまぬ爆煙の中から、ゆったりとした足どりで、あたしたちの前に姿を現わしたのは、言わずとしれた白蛇サーベントのナーガ！


　両手を腰の横にあて、ローザをひたりっ、と見すえたままで、


「ローザ＝ライマン！　あなたの野や望ぼうもここまでねっ！　このわたし、白蛇サーペントのナーガの存在を無視したのがあなたの運の尽つきよっ！」


　ナーガは、ふぁさぁっ、と髪をかき上げ、あたしの方に視線を移し、


「ふっ！　リナ！　あなたの言ったその通り、人質たちは、見はりの暗殺者アサツシンともどもちゃんと片づけたわよっ！」


『片づけるなぁぁぁぁぁっ！』





　ぼりごぎっ！





　声さえハモらせたあたしとローザのダッシュ蹴げりが、ナーガのどたまにめり込んだ。











[image: ]








「何するのよっ!?　いきなりっ!?」


　その攻撃をものともせずに、抗こう議ぎの声を上げるナーガ。


「『何するのよ』ぢゃないッ！　人質倒してどーすんのよあんたはっ!?」


「何よリナ！『人質の方をたのむ』って言ったの、あなたじゃないっ！


　だからはりきって人質倒したのにっ！」


「だからぁぁっ！　なんで倒すのよ!?　なんで!?」


「あの時の会話の流れからすると、当然そう思うじゃあないっ！」


「思うかぁぁぁっ！」


　……そーだった。こいつは、一から十まで説明しないといけないとゆー、ゾンビかスケルトン並みの判断力しか持ってないんだっけ……


　しかしナーガは、あたしの非難もどこふく風で、


「けどまあ、とにかくこれで人質を心配する必要はなくなったからいいじゃない」


「よくないでしょーがっ！」


「ふっ。さてはリナ、あなた『結果オーライ』ってことば、知らないわね？」


「どぉこが結果オーライなのよっ!?　第一、あとで村人たちが気がついた時、どーゆーふーに言い訳すんのよっ!?」


　あたしの問いに、ナーガはいともあっさりと、


「ローザのせいにすればいーじゃない」


「ををっ！　なるほどっ！」


　こりはなかなかナイス・アイデア！　すでにローザは、村人を人質に取る、などとゆー外げ道どうな手段を取っているのだ。これに罪の一つや二つ、加わったところで、悠ゆう久きゆうの歴史の流れから見れば、さしたる問題はない。


　あたしはローザに目をやると、爆煙たなびく家を指さし、


「そーゆーことで、これ、あなたのしわざ、ってことになったんで、よろしく」


「こらこらこらっ！」


　しかし一体どーゆーわけか、ローザは何やら不満顔で、


「おのれリナ＝インバース！　人質を見捨てた上に、他人に罪をなすりつけるとはっ！　あなたには良心がないの!?」


「だぁぁぁっ！　あんただって、ひとに向かって良心がどーこー言える立場じゃないでしょーがっ!?」


「問もん答どう無む用ようっ！　こうなると、ますます生かしてはおけないわねっ！」


「上等よっ！　ならこっちも本気で行かせてもらうわっ！　行くわよナーガ！」


「ふっ！　まかせて！」


　あたしとナーガは同時に呪文を唱となえはじめる。


　それを合図に、ローザが大きく後ろに退さがり、暗殺者アサツシン二人が、短剣を手に前に出る。


　こちらの呪文の妨ぼう害がいと、ローザの詠えい唱しようの時間かせぎか。


　あたしは呪文を唱えつつ、一歩、ずいっ、と前に出て、腰のショート・ソードを引き抜き構かまえる。


　ペースを落とさず突っ込んで来る暗殺者アサツシンたち。


　おそらく、以ま前えにあたしが、剣をフェイントに使ったのを見て、あたしの剣は単なるこけおどしの道具だとでも思ったのだろう。


　だがあたしとて、ダテにこんなものぶら下げているわけではない！


　ぎんっ！


　むぞうさに斬きりかかってきた暗殺者アサツシンその一の斬ざん撃げきを、あたしはあっさり受けはじく。


「!?」


　受けられるとは思ってもいなかったのだろう。暗殺者アサツシン二人は、動どう揺ようの色を浮かべてわずかに後ろに退った。


　一瞬のにらみ合い。


　そして今度はあたしの方から、剣を構えて、暗殺者アサツシンたちに向かって疾はしる！


　迎え討うつべく剣を構える暗殺者アサツシン二人。


　しかぁしっ！


　あたしとて、プロの暗殺者アサツシン二人とまっ向こうから斬り結ぶ気などさらさらない！


　さっきにらみ合った一瞬で、あたしの呪文は完成している！


「炎の矢フレア・アロー！」


　ひゅごごごごぅっ！


『がぐわっ!?』


　至し近きん距きよ離りから放たれた、十数本の炎の矢を受け、暗殺者アサツシン二人はあっさり倒れ伏ふした。


　フェイントではないと見せかけて、実はやっぱりフェイント攻撃、という奴やつである。


　暗殺者アサツシン二人を倒すと同時にあたしは横に蹴とぶ。


　そして後ろでナーガの呪文が完成した！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　解き放たれた十数本の冷気の矢は、まっすぐローザへと向かう。


　だがしかし！


　この時、ローザの呪文が完成した！


　倒れるようにかがみ込み、右手のひらを大地に当てる。


「地撃衝雷ダグ・ハウト！」


　──なっ!?





　ごがぁっ！





　ローザの放った『力ある』ことばに応こたえ、大地がうねる。


　土が、石が寄り集まって、無数の錐きりとなり天を突く！


『うぉひっ!?』


　あわてて身をかわすあたしとナーガ。


　なんとか串くし刺ざしにされるのだけはまぬがれたが、ナーガの氷の矢も、ローザに届くその前に、大地の錐に阻はばまれ空むなしく砕くだけ散る。


　あたしはあわてて、次の呪文を唱えはじめた。


　地撃衝雷ダグ・ハウトの生み出した錐が邪魔で、ローザの姿は見えないが、彼女が次にどう出るかは、だいたい察さつしがついた。


　すなわち──退却。


　退ひきぎわのいいローザのことである。人質と、暗殺者アサツシンたちとを失った以上、それでもこの場に留とどまって、あたしたち二人と戦おうとは考えないだろう。


　しかし今度は逃がさないっ！　ここでなんとかしておかなければ、今回以上に手段を選ばずしかけて来るだろう。


　となれば、地撃衝雷ダグ・ハウトで障害物だらけになった場所をまわり込んでいる時間は惜おしい。


　通路がないなら造つくるのみっ！


「地精道ベフイス・ブリング！」


　あたしの唱えた術は、大地の精ベフイモスに干かん渉しようし、土の錐を貫つらぬくトンネルを造り出した。


　その中に走り込みながら、あたしは呪文を唱えはじめる。


　トンネルの先にローザの姿は見えないが、まだそう遠くへは行ってないはず。


　高速飛行の術で追いついてみせるっ！


　あたしがトンネルの、ちょうど半なかばあたりまで来たその時。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　思ったよりはるかにま近から聞こえたのはローザの声！


　──しまった！


　あたしの追撃を予想して、逃げずに近くに身を潜ひそめ、術を唱えておいたか。


　思ったときにはもう遅い！





　ゴゥンッ！





　ま近で爆音が響いた。


　あたりに立ち並ぶ大地の錐は、爆発でつき崩くずされて、一いつ斉せいに、あたしに向かって崩れ落ちて来る！


　こちらの術は──間に合わないっ！


　生き埋うめを半なかば覚悟したその瞬間！


「石霊呪ヴ・レイワー！」


　ナーガの声は後ろから聞こえた。


　崩れかかった土ど砂しやが、あらぬ方向へとうねりねじれて、十数体の、竜人形ドラゴン・ゴーレムをつくり出した！


　ぐーぜんとはいえ、ナーガ、ナイス・タイミング！


　これであと、この術のコントロールさえできれば何も文句ないけど……


「……な……!?」


　視界がひらけたその先には、石竜のいきなりの出現に、驚き佇たたずむローザの姿！


　しょぎょぉぉぉぉぉん！


　石竜たちは天高く吠ほえると、一斉に、ローザの方へと向かって走り出す！


「ちょ……!?　ちょっとぉぉぉっ!?」


　あわてて逃げ出すローザの背に向かい、ナーガの高笑いがこだまする。


「ほーっほっほっほ！　思い知ったかしら!?　ローザ＝ライマン！　この白蛇サーペントのナーガの実力を！」


「ナーガ！　やったじゃない！　あんた、あの石竜モドキ制せい御ぎよできるよーになったの!?」


「ふっ」


　あたしのことばに、ナーガは、ふぁさっ、と髪をかき上げ、


「自慢じゃないけど──石竜あのこたち、ぐーぜんあっちに向かって走ってるだけよ」


　……なるほど。


　などと話しているそのうちに。


　ごがぁっ！


　石竜の一体がいきなり砕け散る！


　さらに続いてまた一体！


　そして聞こえるローザの声。


「ふっ！　サーペントだか何だか知らないけど、友達いない露ろ出しゆつ狂きよう女に倒されるほど、私は甘くないわよっ！」


「誰だれがトモダチいない露出狂よっ！」
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「落ち着いて！　ナーガ！」


　図ず星ぼしを突かれて怒るナーガを手で制し、あたしは、ひたりっ、とローザを見すえ、


「きっと彼女も友だちいないのよっ！」


「い……いるわよ！　失礼ね！　こう見えても宮廷魔道士やってた頃ころには、お給金もらうそのたびに『友達じゃないの』って言って来る連中は結構多かったのよ！」


「……それ……単にタカられてるだけなんじゃあ……？」


　……けっこー寂さびしい人生送ってる奴……


「そんなことどーでもいーのよっ！」


　ごがぁっ！


　ローザの声に呼こ応おうするかのように、石竜の、最後の一体が砕け散る。


　その後ろから姿を現わしたのは、オーガほどの大きさの影ひとつ。


　──あれは──


　ブラス・デーモン!?


　なるほど。石竜をひとつひとつ呪文で潰つぶすのはむずかしいと悟さとって、こいつを召しよう喚かんして戦わせたか。


「ふっ！　ともかく、私の喚よび出したこいつとでも遊んでなさい！　リナ＝インバース！


　日を改めてまた来てあげるわ！


　もっとも、あなたがこいつに倒されたらそれで終わりだけれど！　それじゃあ……」


「冥王降魔陣ラグナ・ブラスト」


　ばちょん。


　ローザのたわごとが終わるより早く。


　あたしの放った攻撃呪文の一撃が、ローザの召喚したデーモンを、いともあっさり無に帰きした。


「……あ……？」


　ミもフタもないやられっぷりに、一瞬硬こう直ちよくするローザ。


　あたしの目の前で、うだうだしゃべってたりするから、こーゆーことになるのである。


　同時にあたしは、次の呪文を唱えつつ、ローザに向かってダッシュをかけた！


　逃げるか、それとも迎え討つか。一瞬の迷いを見せたのち、ローザはその場で呪文を唱えはじめる。


　先に呪文を放ったのはあたし！


「炎の矢フレア・アロー！」


　ローザに向かう足は止めぬまま、あたしは、生み出した十数本の炎の矢を放つ。


　それを迎え撃つローザの呪文！


「魔風デイム・ウイン！」


　彼女が生んだ強風は、あたしの放った術をあらぬ方向へと吹き流した。


　まだまだっ！


　風がおさまるのを待って、ふたたびあたしはローザに向かってダッシュをかけながら、腰のショート・ソードを引き抜く。


　ふたたび迎撃用に呪文を唱えるローザ。


　その彼女に向かって、あたしは手にした剣を投げ放つ！


「!?」


　動揺の色は見せながらも、なんとかそれをかわす彼女。


　──防ぎ切った！


　おそらく、彼女はそう思っただろう。


　しかし、呪文も剣も両方フェイント！





　めりっ。





　狙ねらったその通り。


　あたしの放った飛び蹴りは、もののみごとにローザの顔面にめり込んでいた。





「──これで勝ったとは思わないでね、リナ＝インバース」


　あたしにしばり倒されてなお、ローザは、不敵な笑みを浮かべて言った。


「私がたとえ、こうして捕つかまったとしても、世に人権擁護団体ある限り、第二、第三の刺客は必ずやって来るわ！」


「たしかに──その通りかもしれないわね」


　ローザのことばにうなずくあたし。


「だからこそ、こうしてあなたを捕まえたのよ」


「……どういう意味……？」


　眉まゆをひそめるローザに、ぐぐいっ、と顔を近づけて、


「教えてもらいましょーか。その、なんとかっていう人権擁護団体のある場所を」


「知ってどうするつもり？」


「まずは話し合いね。それでだめなら──」


「だめなら？」


　ローザの問いに、あたしは、ぐぐっ、とにぎりこぶしをかためてきっぱりと、


「もちろん──つぶすっ！」


「なんですってぇぇぇぇっ!?」


「これもあたしの人権守るためよっ！　そーゆーことなら、人権擁護団体の方だって、つぶされても文句ないはずよっ！」


「そんな無茶な理屈があるわけないでしょ！


　全然話のスジ通ってないじゃない！」


「だからぁっ！　あんたに言われるすじあいないってばっ！」


　第一、悪人の人権を守るため、罪もない一般市民（念のためいちおー言っておくが、あたしのことである。あたしの）に刺客送りつけるよーな団体なんぞ、野放しにしておいたら、あとあと何をしでかすかわからない。


　あたしは、ローザの肩に、ぽんっ、と手を置き、


「で？　その団体の場所は？」


「ふっ……潰つぶすかもしれないと聞かされて、場所を教えると思う？」


「教えない、って言うのなら、あたしにも考えがあるわよ」


「へぇぇ。どんな考えか、聞かせてもらおうじゃない？」


　問われてあたしは、村の奥へとちらりと目をやった。


　そこでは、術で吹っ飛ばした村人たちに、ナーガが回復呪文をかけて回っている。


「言わないなら、あなたを村のひとたちに引き渡すわ」


「ふっ！　やってみなさいよ！　それが一体どうしたと!?　第一、実際に村の人たち吹っ飛ばしたのは、あんたの連れの変な女じゃない！」


「……あんたがそう言ったところで、村のひとたちが信じると思う？」


「信じてくれるに決まってるじゃない！　それに、人質にしたいきさつだって、事情を話せば、きっとわかってくれるわ！」





　むろん、わかってくれなかった。





「……と……となり町から東に二日ほど行ったところが団体本部よ……」


　村人たちに、めきょめきょにどつき倒されまくったそのあと。


　ローザは、瞳ひとみにおびえの色を浮かべつつ、素直にあたしの問いに答えた。


　といっても別に、あたしにおびえているわけではない。


　彼女が見ているのは、あたしの後ろ──殺気と敵意をみなぎらせ、ローザをにらみつけている村人たちの方である。


「うんうん、すなおでけっこー」


「ねーちゃん、それでもうそのアマには用ないんだろ!?」


　あたしの後ろから、村人その一の声がかかる。


「用が済んだら、その女、俺おれたちに渡してくんねーか？


　まだまだどつき足りねーんだ」


　そーだそーだ、の大合唱が、一斉に、村人たちの間からわき起こる。


「いやーっ！　お願いーっ！　たすけてぷりーず！」


　頭をぶんぶか左右に振り振り、わめくローザの耳もとに、あたしはそっと口を寄せ、小さな声で、


「──ちゃんと協力してくれるなら、助けてあげてもいいわよ。


　いやなら──


　もう一度、村のひとたちに引き渡すわ」


「しますします協力します」


　あたしのことばに、ローザは迷わずささやき返す。


「おーし。すなおでけっこー。これからあたしが何言っても、横から口はさんじゃあだめよ」











[image: ]








　言ってあたしは、今度は村人たちの方へと向きなおる。


「待って！　みんな！


　これ以上彼女をどつき倒すのは簡単だけど──そんなことすると、あとあとやっかいなことになるわよ！」


「……どういうことだ!?」


「きちんと説明しろ！」


「考えてもみて！


　彼女は『人権擁護団体に頼まれて、あたしを倒すために』あなたたちを人質にした、なんて言ってるけど──そんな噓うそっぽい話、本当だと思う？」


　……ざわざわざわ……


「……たしかにそう言われてみれば……」


「いくらなんでもなぁ……」


　あたしのことばに、村人たちは口々にざわめきはじめた。


　謎なぞを投げかけることによって、怒りを好奇心へと転てん化かさせる、とゆー方法である。


「実はあたしもそう思って、彼女のことを調べてみたのよ。そしたら──」


「そしたら？」


　村人その一の問いに、あたしは、しばし沈ちん黙もくしてから、深刻な表情で視線をそらし、


「──ある──大きな組織が関かかわってることがわかったのよ」


　事情をよく知らないナーガも、横のほうで、あたしのことばにふむふむうなずいていたりする。


「その組織ってぇのは？」


　問いかけた村人その二に、あたしは意味ありげな視線を送って、


「──いいの？　言っても？」


「……え……？」


　面くらう村人たちに、あたしはシリアス顔でことばを続ける。


「敵の組織は強大よ。もし、ここであたしが相手の正体を話せば──


　連中は、口封じにこの村を全滅させかねない。


　そーゆー連中なのよ。


　それでも──聞きたい？　敵の正体」


「じょっ！　じょーだんじゃねー！」


「そんなのに巻き込まれるなぁごめんだ！」


　あわてて首を左右に振りまくる村人たち。


　相手を強大なものと思わせて、それ以上のツッコミをシャットアウトする。秘ひ奥おう義ぎ、舌先三寸はったり攻撃！


「心配しないで。あなたたちが何も知らなければ、『組織』はこの村には、もう手を出して来ないはずよ。


　ただ──」


　ちらりっ、と視線をローザの方へと送り、


「このひとをこの村に置いてったら、やっぱし結果は同じよ。


　自分たちの送りつけた刺客が、この村で消息を絶った──ってことになったら、おそらく何かの行動を起こすでしょうね」


「……なら……どうすれば……？」


　また別の村人の問いに、あたしはぽりぽり頭を搔かきながら、


「方法は一つだけ。彼女をあたしたちが連れて行くのよ。


　そうすれば『組織』の連中も、この村にむやみな手出しはして来ないわ。


　……たしかにこいつを連れて行くのは気が進まないけど……これ以上、この村にめーわくかけるわけにはいかないわ」


「……な……なるほど……」


「と、そーゆーことですから。とりあえず彼女は、あたしたちが連れて行きます。もし知らない人間がやって来て、彼女のことを聞いたなら、正直に、あたしが連れて行った、って言ってください。


　いいですね。


　それしか、この村を守る方法はないんですから」


　あたしの口から出まかせに、村人たちは、ただただこくこくうなずくだけだった。





「ここよ。人権擁護団体『真実の未来トウルー・フユーチヤー』の本部は」


　言ってローザが足を止めたのは、町や村から離れた、とある山奥でのことだった。


　彼女の視線のその先には、しげみを通して、いかにもうさんくさげな、遺い跡せきとおぼしき古びた建物が見えていた。


　ローザを捕まえ、村を出てから約二日。


　彼女はその間、どういうわけか、逃げるそぶりも抵抗する気け配はいも見せず、おとなしくあたしたちを、ここまで案内したのだった。


　──あきらめたのか、はたまた何かたくらんでるのか……？


　建物の前には、見るからにガラの悪い見はりが二人、所在なげに立っていたりする。


　……なるほど。そーゆーことか。


　思ったその時。


「風牙斬プラム・フアング！」


　一体いつの間に呪文を唱えていたのか、ローザがいきなり術を放つと、縛しばられていた縄なわを断ち切り走り出す！


　山の斜面をかけ降りて、木々をかき分け、向かうその先は、言うまでもなく連中のアジト！


「ナーガ！　追うわよっ！」


「ふっ！　言われなくても！」


　言って二人はローザのあとを追う。


　あたしの想像が正しければ、おそらくローザのほんとうの依頼人は、あたしに逆さか恨うらみを抱く、どこぞの野盗連中、といったところだろう。


　第一、山奥に本拠をかまえて、山さん賊ぞくルックに身をかためたメンバーが見はりに立っているよーな人権擁護団体なんぞあるわけがない。


　ローザが『人権擁護団体』なんぞと言ったのは、たとえ噓っぽい話でも、そう言えば、あたしは事実を確かめるために動くと読んでのことだろう。


　実際彼女が、もし正直に『どこぞの野盗に頼まれた』と言っていたなら、その時点であたしは、ローザを役人につき出していただろうし。


　たぶん彼女は、一人ではあたしたちには勝てないと知って、味方の多い本拠地へと誘い込み、数にモノを言わせて倒すつもりだったのだろう。


　それゆえにこそ、抵抗もせず逃げもせず、あたしたちをここまで連れて来たのだ。


　しかし──数さえ揃そろえれば勝てると思っているならおーきなまちがいである。


「あなたたちっ！　みんなを呼んで！」


「なんだ!?」


「あんたは確か……！」


　ローザの声に、見はりの二人が視線をこちらに向け──


『──どげげげっ!?』


　全く同時に悲鳴を上げて、あわてて建物の中へとかけ込んでゆく。


　やがてほどなく。


　建物の中からわらわらと、出てくる野盗ふうの連中、総計およそ二、三十人。


「いろいろあってね。連れてきたわよ。リナ＝インバースを」


　その男たちの前に立ち、ローザは堂々と言い放つ。


「ちょっと待て！　どーいうつもりだ!?」


　中のひとり──ロング・ソードを手にしたひげづらが、あわてた声をはり上げるが、ローザはそちらをふり向きもせず、


「簡単なこと。この場にいる全員で、一斉にかかって、リナ＝インバースを倒す。


　それだけのことよ！」


「……か……軽く言いやがって……！」


　ひげづらは、脂あぶら汗あせなどしたたらせつつ、しばし沈黙していたが、やがて覚悟を決めたのか、大きくひとつうなずくと、


「──えぇいっ！　こうなったらやるしかねえっ！　かかるぞっ！　やろうども！」


『おうっ！』


　ほとんどヤケのその声に、やはりヤケで応えるほかの男たち。


「覚悟しやがれ！　リナ＝インバース！　オレたちが本気になったら……」


「ほい。竜破斬ドラグ・スレイブ」





　っくごぉぉぉぉん！





　あたしの竜破斬ドラグ・スレイブの一撃に、すぐそばの山が吹っ飛び、形を変える。


　──まあ、いきなしアジトを吹っ飛ばしてもよかったのだが、そーすると、あとでおたからぶん取れなくなる。


　……しぃぃぃぃぃぃぃん……


　あたしの竜破斬ドラグ・スレイブ一発に、完全に沈黙するご一同。


　その硬直が解けるより早く。


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　ぼばぉぉぉぉん！





　ナーガの術が、ローザをふくむ、相手全員を吹っ飛ばしていた。





「……あ……あの……当方にお越しになられたのは、一体どういったご用件で……？」


　ミもフタもない敗北に、あっさり戦意を失ったか、もみ手さえしながらそう問いかけたのは、例の、リーダー格とおぼしきひげづら男だった。


　ほかの連中は、まだナーガの術でやられて倒れたままである。事情と、おたからのありかを聞き出すために、とりあえずこいつだけ回復させたのだ。


「『どーいったご用件で？』じゃないわよ。


　聞かせてもらおーじゃないの。なんだって、ローザにあたしの暗殺なんて頼んだのか」


「ささささささささぁぁてああああ暗殺とはいいい一体何のことやら。とと当方はあくまでもごくふつーの人権擁護団体ですから」


　冷や汗をでろでろ流しつつ、なおかつシラを切ろうとする。


「──ははあ。さてはあなた、わかってないわね」


　にっこりと笑みを浮かべつつ、あたしは男に言った。


「たぶんあなたは、『ほんとうのことを言ったらヒドい目にあわされる』とか思ってるんでしょう？」


「……ち……違うんですか……？」


「違わない。


　──け・ど[image: ]


　言わなきゃもっとヒドい目にあわせる[image: ]」


「おひぃぃぃぃぃぃっ！　わかりましたわかりましたっ！　お察しの通り、オレたち、今まであなたに潰された盗賊団の生き残りなんですっ！


　みんなでこうして集まって、いつかあなたに復ふく讐しゆうしよう、って！」


　なるほど。見はりがダッシュで逃げ出したのは、あたしの顔に見覚えがあったからか。


「……けど、やっぱり野盗をやってると、またまたあなたに襲われるおそれがあったんで、名前だけでも、と、人権擁護団体名乗ってるんですぅっ！」


　あたしのささやかな脅おどしが効いたか、男はぺらぺらしゃべりまくる。


「なんですってぇぇぇぇぇっ!?」


　そのことばに反応し、大きな声をはり上げたのは、いつの間にやら復活していたローザだった。


「それじゃあ。人権擁護団体っていうのは噓だったの!?」


「当たり前だっ！　ふつーオレたちの格好見れば気づくだろーがっ!?」


　……気づいてなかったのか……ローザ……


「……何はともあれ……」


　言ってナーガがそばに来る。


「早い話が……」


　つめたい口調で言うローザ。


　あたしも、にこにこ笑顔で男のそばへと歩み寄り、


『みぃぃんなお前が悪いんかっ!?」





　どげめがしぃっ！





　三人のトリプル・キックは、モロにひげづらをなぎ倒した。


　ローザは、ふぁさっ、と髪をかき上げ、


「……世間ズレしてないこの私を騙だましていいように利用するとは……全くもって許しがたいわっ！」


「……まあ……ンなうそでだまされる方も悪いって言えば悪いけど……


　にしても、いきなり宿に攻撃呪文叩たたき込んだり、無関係な村人人質にとったり……あそこまでやらせると、いくらなんでもシャレにはなんないわね……」


「……ちょ……ちょっと待ってくださいっ！」


　じわりっ、と近づくあたしに向かって、男はあわててぱたぱた手を振りながら、


「その女が何をやったか知りませんけどっ！


　オレはただ『リナ＝インバースを倒してくれ』と頼んだだけですっ！　方法までは指示してませんっ！」


　……………………


「……ふぅぅぅん……」


　あたしとナーガは、ぎぎぎぃっ、とローザの方に視線を移す。


「……え……？」


「と、いうことは……」


『やっぱりお前も悪いんかぁぁぁっ！』





　どごぼっ！





　あたしとナーガのダブル・パンチは、もののみごとにローザの顔面にめり込んだ。
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　かくて。


　盗賊の残党たちとローザを役人に引き渡し、ひとつの事件は幕を閉じた。


　アジトにあったお宝は、それほどたいしたものではなかったが、まあ、タダ働きよりはずいぶんましである。


　今度の事件をふりかえって、あたしは、ふと、こんなふうに考えることがある。


　──ローザって、国を出しゆつ奔ぽんしたんじゃあなくって、単に宮廷魔道士クビになっただけだったんじゃあ……？


　と。


　真実を知る者は、今は、牢ろうの中にいる。







（白い暗殺者：おわり）










破は壊かい神しんはつらいよ［前編］










「旅の魔ま道どう士しさん、ですね」


　その男があたしに声をかけてきたのは、とある町の小さなメシ屋で、あたしが一人、昼ちゆう食しよくをとっている時のことだった。


　としの頃ころなら五十ほど。おせじにも善ぜん人にん顔には見えない──というよりも、かなりロコツに悪人ヅラのおっさんである。


　はっきし言って、うさんくさいことこの上ない。


　──などと思った内ない心しんが、どーやら顔に出ていたらしく、おっさんは、あわててぱたぱた手を振ふりながら、


「あ……ご心配なく。怪あやしいもんじゃあありませんから。


　私、この店のオーナーをやっている者でして……」


「ふーん」


　気のない返事をひとつして、あたしはかまわず、料理をぱくつき続けた。


「実は……最近この近所で、困こまったことがありまして……それで、ちょっとお力をお借りできないか、と思いましてね」


　自じ称しようオーナーも、やはりかまわず話を続ける。
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「いや、最近この町で、変な宗しゆう教きようはじめた奴やつがいましてね……そいつがしつっこい宗教勧かん誘ゆうとかして……まわりの人間、迷めい惑わくしてるんですよ。うちも含ふくめて。


　そこでその……少々、こらしめてやる必要があるんじゃないか、と……」


「いやがらせしたいんなら、そこいらのごろつき連中雇やとったら？」


　ぴくっ。


　ずばっ、と言ったあたしのことばに、オーナーは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくするが、


「……あ……いや……その……


　いやがらせ、というのは人聞きの悪い……


　それに、ごろつき連中を雇うなどと……


　……その宗教の教きよう祖そとかいうのが、実は女でして……


　いくらこちらが迷惑こうむってるといっても、ごつい男たちを何人も送りつけたりしたら、こっちが悪者みたいじゃないですか」


　……いや……かりにあたし一人でいやがらせやっても、それはそれでじゅーぶん悪者だと思うが……


　いずれにしても、ンなヤなしごと、受けるつもりはさらさらない。


「……話し合いででも解かい決けつすれば？」


　つめたくあたしは言いい放はなち、カップのウィルアップルジュースをひと口。


「話し合いでなんとかできる相手ならこんなお願いしませんよぉ。


　……まあ、実じつ状じようをご存ぞんじないからそうおっしゃるのかもしれませんけど……


　なにしろ、町の空き地に勝手に掘ほっ建たて小屋建てて、『リナ＝インバース神しん教きよう』とかって看かん板ばん出して……」





　ばぶぴゅるいっ。





「……ちょっ……ちょっと待てぃっ!?」


　いきなり出てきたいきなりな名前に、思わずジュースをふき出して、あたしはオーナーに食ってかかる。


「……な……何か……？」


「今……その……看板に書かれてる名前って……？」


「『リナ＝インバース神教』ですか？」


　うあああああああッ！　やっぱし聞きまちがいじゃあなかったぁぁぁぁぁっ！


　思わず頭を抱かかえてうずくまるあたし。


　リナ＝インバース……


　もちろん今さら言うまでもなく、あたし自身の名前である。


　ひ……ひとの名前を勝手に、怪しいシューキョーの名に使うとはっ！


「おにょれ許ゆるせんっ！」


　言ってあたしは、左手のフォークの動きは止めぬまま、右手でぐぐいっ！　とにぎりこぶしをつくる。


「……？　そ……そうでしょう？　ですからこそ……」


「その依い頼らい、受けるかどーかはさておいてっ！」


　こっちがなんで怒おこりだしたかわからぬままに、話を合わせようとするオーナーのことばを遮さえぎって、あたしは言った。


「……教えてもらいましょーか。その掘っ建て小屋の場所とやらを……」





　町のほとんど外はずれに位置する、その建物のまん前で、あたしは一人、ぼーぜんと佇たたずんでいた。


　掘っ建て小屋、と、メシ屋のオーナーは言っていたが、なかなかどうして、小さいながらもちゃんとしたつくりの建物である。


　そして、玄げん関かん先さきには話の通り、デカデカと、『リナ＝インバース神教』の看板がかかっていたりする。


　……話に聞いてはいても、いざ実じつ際さい目まの当あたりにすると…………


　………………うあ…………どーしよー……


　……なんか……問もん答どう無む用ようで竜破斬ドラグ・スレイブあたりぶちかまし、あとかたもなく消し去って、なかったことにしたい気もするが……


　しかしいちおー、こんな看板出されてる以上、ことの次し第だいを確たしかめておく必要があるよーな気はするし……


　けど一方で、やっぱしかかわりあいになんない方がいいよーな気も……


　などと、あれこれ悩なやんで佇むうち──


「──あのー……」


　声は、後ろからした。


　ふり向いて見れば、おそらく買い物帰りだろう。食料品の詰つまったバスケット片手に、こちらを見つめて佇む女のひと一人。


「ひょっとして……入にゆう信しん希望者のかたですか？」


　入信希望者!?


　……ってことはこのひと……関係者!?


　あたしはあらためて、まじまじと彼女の姿を眺ながめまわす。


　としの頃なら二は十た歳ち過ぎ、長い銀髪プラチナ・ブロンドの美人で、着ているものは、いたって簡かん素そな貫かん頭とう衣い。


　見た目には、怪しいシューキョーのひとには思えないが……


「……えっと……あなたは……」


「あ。わたし、ウィレーネって言って、この『リナ＝インバース神教』の教祖をやってるんです。よろしく」


　言って右手をさし出す彼女。つられてあたしが伸ばした右手を、彼女はしっかりにぎりしめ。


「実はわたし、昔は『赤の竜神スイーフイード』を祀まつる協会で、巫み女こやってたりしたんですけど……


　教きよう義ぎを深く勉強すればするほどに、その内うちに含ふくまれる矛む盾じゆんに気がついて……


　巫女をやめ、いろいろな宗しゆう派はの研究をしてみたんですけど……結局どれも、どこかに矛盾を含んでいたんです……」


　当たり前の話である。


　世の中にはびこってるのは、しょせん人間のためのシューキョーなのだから。


　世の中には、人間以外の生き物もいっぱいいるのだが、それを無視して『世の中で人間が一番エラい』などと寝ね言ごとを言ってる以上、何をどー言ったところで矛盾が出てくるのは当たり前。


「……そこでわたしは思ったんです。


　完全な教えがこの世にないのなら、わたしのこの手でそれをつくろう、と！」


　あたしの右手をにぎったまま、彼女は熱い口く調ちようで語かたる。


「真理とは矛盾しないこと！　しかし、いろいろ理り論ろん構こう築ちくしてはみたんですけれど、どうしてもどこかに矛盾が出る！


　しかしその時っ！　思い当たったのが破は壊かい神しん信しん仰こう！」


「ちょっと待てぃっ！」


「へたに誰だれかを助けようとするから理論に矛盾が出るわけで、見み境さかいなしに壊こわしまくるなら、そこにはなんの矛盾もなしっ！


　見境なしに壊しまくる、と言えば、世せ間けんで噂うわさのリナ＝インバース！


　と、ゆーわけで、ご神しん体たいは、破壊神リナ＝インバースに決定っ！」


「さらに待てぃっ！」


「──と、ゆーことであなた、ここは一発、死んだ気になって入信してみませんか？」


「するかぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　叫さけんであたしは、彼女の右手をもぎ離はなす。


「第一っ！　目的と手段がすりかわってるでしょーがっ！　すでにっ！


　もともとは、ひとを救うのが目的だったんでしょーがっ!?」


「……それはさておき……」


「さておくなぁぁぁぁぁっ！


　それに何よりっ！


　ンな怪しげなモンに、勝手にひとの名前使わないでもらいたいわねっ！」


「……へ……？　ひとの名前……って……」


　ぽかんっ、とした顔をする彼女に、あたしは、くいっ、と胸を張り、


「あたしがそのリナ＝インバースよ」


　……とさっ。


　ウィレーネは、手にしたバスケットを取り落とし、


「……えぇぇぇぇぇぇぇえっ!?」


　おーげさな動どう作さで身を引いて、


「……そんな……!?　イメージと違うじゃないですかっ！」


「知るかぁぁぁぁぁっ！」


「『知るか』とはなんですかっ!?　本当ならもっと肌はだの色が赤黒くて大おお柄がらで、できれば角つのの二、三本も生えてて……でなければせめて、顔に意味ありげなペインティングしてるとか、そうでなければ困こまりますっ！」


「なぁぁぁにが『困ります』よっ!?　大体、『本当なら』って、こっちが本当のあたしなんだからっ！」


「そんなっ……！　大体、そんな普通の格かつ好こうで、立りつ派ぱな破壊神になれると思ってるんですかっ!?」


「なるかぁぁぁっ！　そんなもんっ！」


「そんなわがまま言われても困りますっ！」


「困ってるのはこっちだぁぁぁっ！」


　力いっぱい絶ぜつ叫きようするあたし。


　……ったく……たしかに世の中にはいっぱいいるけど……自分で勝手にものごと決めて、他人がそれに従したがわないと、怒おこりはじめるワガママな奴……


「とにかくっ！　もう信者だっているんですからっ！　破壊神としての責せき任にんは果はたしてもらいますっ！」


「えぇぇぇぇっ!?　ンなスカなシューキョーに入る奴いたのっ!?」


「スカとはなんですかスカとはっ!?


　……とにかくっ！


　どうやら話し合う必要があるみたいですけど、こんな所で立ち話しているわけにもいきません。


　とりあえず──中に入りませんか？」


　言われて一瞬、あたしは返答に詰つまる。


　ンな変な建物になんぞ、もちろん誰も入りたくないし、変なちょっかいとかかけられそうである。


　しかし──逆に考えてみれば、相手が妙みようなマネをするようならかえって好こう都つ合ごう。攻こう撃げき呪じゆ文もんでふっ飛ばし、役人にでもつき出せば、それで万ばん事じは丸くおさまる。


「……いいわ。行きましょう」


　決けつ意いを込こめてうなずいて。あたしはウィレーネといっしょに、建物に向かって歩きはじめた。





　玄関を入ったそこは、小さいながらも、一応礼れい拝はい堂どうのようになっていた。


　敷しき石いしの床に、いかにも安物の木の長なが椅い子すが、六脚きやくばかり並んでいる。


　そしてその正しよう面めんには……





　だがしゃぁっ！





　思わずその場にひっくりこけたあたしに、ウィレーネはしずかなまなざしを向けて、


「足あし下もとには気をつけてくださいね。リナさん」


「……い……いや……つまずいてコケたんじゃなくって……あれって……？」


　あたしが目で指さすその先──正面の祭さい壇だんには、ツリ目胸デカ角三本、おまけに手の数六本の、あやしさ爆発の石せき像ぞうひとつ。


「ご神しん体たいのリナ＝インバース像に決まってるじゃあありませんか」


「うあああああっ！　やっぱしぃっ！」


　きっぱりさらりと言い放たれて、思わず頭を抱かかえるあたし。


「あなたも早く、こういうふうになってくださいね[image: ]」


「いやぢゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　あたしは、びっ！　とその神像を指さして、


「聞くけどっ！


　もしかりに、ほかの誰かがこんな神像に『ウィレーネ』って名前勝手につけておがんでたら、あんたどーゆー気分になるのよっ!?」


「誰かにあがめられるというのは、それだけで素す敵てきなことです[image: ]」


「うくあああああああああああっ！」


　あっさり答えた彼女のことばに、あたしは思わず頭をかきむしる。


　だめだぁぁぁぁっ！　こいつはぁぁぁっ！


「とにかくっ！　あんたが怪しい神サマ信仰しよーとおかしな神像おがもーと、あたしの知ったこっちゃあないけれど、あたしの名前勝手に使うのはやめてもらうわよっ！」


「そんな、今さら……！　それじゃあわたしの立場というものが……」


「やかまひぃぃぃっ！　そもそも最初にあんたの方が、あたしの立場っつーのを無視したのが悪いんでしょーがっ！」


「そう言わずに……『やっぱりやめた』じゃあ、信者さんに申もうし訳わけ立たないじゃあありませんか」


　ふたたび歩きはじめた彼女につられて、あたしも歩あゆみを進めつつ、


「あたしが責任取るいわれはないっ！」


「まあまあ。そう感情的にならずに……」


　彼女は、礼拝堂の奥にある扉とびらをくぐり、中を指し、


「とりあえず──ご紹介しますわ。うちの信者の白蛇サーベントのナーガさん」


「ほーっほっほっほ！　ずいぶん遅かったわね！　リナ！……って、かなり盛せい大だいにコケたわね……今」


「……い……いや……ここでさらっと出てくるとは思ってなかったんで……心の準備っつーもんが、ちょっと……」


　壁かべに手をかけ、よろよろしながら、それでもあたしはなんとか身を起こす。


　ウィレーネに案内された部へ屋やの奥、トゲトゲつきのショルダー・ガードにドクロのネックレスつけて、いつも通りのコスチュームで佇んでいるのは、まぎれもない、自称あたしのライバルこと、トラブルの素もとの代だい名めい詞し、言わずと知れた白蛇サーベントのナーガ！


「お知り合いなんですか？」


「……ま……まあね……」


　ウィレーネの問といに力なく答え、視し線せんを、きっ！　とナーガに向けて、


「……あ……あんたねえっ！　なんだっていきなし、こぉぉんなくそ怪しいシューキョーに入ってんのよっ!?」


「ふっ。この町で路ろ銀ぎんが尽つきたんだけど、そこでここを見つけたのよ。


　ここにいれば、いつか絶対あなたが立ち寄る、と読んだんだけど……どうやら大当たりだったようね。ほーっほっほっほ！」
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「……いやあの……うちって迷まい子ご預あずかりセンターじゃないんですけど……」


　グッドなツッコミ入れるウィレーネ。


「……聞くけど……ウィレーネ、ひょっとして、ここの信者、って、そこのナーガひとりっきり、とか……？」


「……いや……まあ……それは……たしかに……」


　あたしの問いに、目をそらし、ことばを濁にごす彼女。


「……ふっ。これで話は決まったわね……」


　あたしは真まっ向こうから、びしぃっ！　とウィレーネを指さして、


「しょせんナーガはエセ信者！　となれば、実じつ質しつ信者はゼロ！


　……これで、改かい名めいするのにもご神体変えるのにも、何の不ふ都つ合ごうもなくなったわねっ！」


「……っくっ！　け……けどっ……」


　あたしのことばにひるむウィレーネ。


　おしっ！　これであともうひと押しっ！


　次のことばを放とうと、あたしが口を開いたその時。


「ほーっほっほっほ！　気にすることなんてないわよっ！　ウィレーネ！」


　横から口をはさんだのは、言うまでもなく白蛇サーベントのナーガ！


「リナはあんなこと言ってるけど、どうせ単にテレてるだけなのよっ！」


「テレるかぁぁぁぁっ！」


「そ……そうですよねっ！　破壊神扱あつかいされて、気を悪くする人なんて、普通いませんからねっ！」


「ふつー気ィ悪くするわよっ！」


「となればナーガさんっ！　わたしたちのやるべきことはただ一つ！　リナさんを、一人前の立派な破壊神に育そだて上げるのみっ！」


「聞けぇっ！　ひとの話をっ！」


「ほーっほっほっほ！　そーいうことなら、この白蛇サーベントのナーガも、力を貸して……」


　………………ぷちむ。


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン」





　ぼごもわぁぁぁん！





　──かくて。


『リナ＝インバース神教』本部の建物は、あたしの怒いかりの呪文一発で、ウィレーネの野や望ぼうとともに消え去った──


　──と、あたしは思っていたのだ。


　まだ、この時は。





「リナ＝インバースさんですね」


「……そうだけぶぅぅぅぅっ！」


　横からかけられた声に答えてふり向いて。


　同時にあたしは、盛大に、口にふくんだ香こう茶ちやをふき出していた。


　ウィレーネの一件から、二、三日経たった、とある村のあるメシ屋。


　あたしが、ちょいと遅めの昼食をしていた時のことである。


　あたしのふり向いたその先、ふき出した香茶にまみれたままで、無む言ごんでじっと佇んでるのは一人の女性。


　たぶん変へん装そうのつもりなのだろう。デカい帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、口もとをマフラーなんぞで隠かくしているが、正体モロバレ。言わずと知れた、本ほん末まつ転てん倒とうシューキョー娘、ウィレーネである。


　思わずナイフとフォークを止めて、硬こう直ちよくしまくるあたしにかまわず、彼女はことばを続ける。


「実は、ぜひともリナさんにお願いしたいしごとがあるんです。


　お礼は……金貨二十枚ほどで」


「金貨二十枚？」


　ウィレーネのことだから、銅貨三枚で破壊神のバイトやれ、とか、そーゆー目め茶ちやなこと言ってくるのだと思っていたのだが……ちょいとしたしごとの依い頼らい料りようとしては、金貨二十枚というのは、まあ、わりとまともな額がくである。


　おうむ返しのあたしのことばに、彼女はこっくりうなずいて、


「ええ。この近くに、クルアサル・シティっていうのがあるんですけど、とりあえずそこの町で、名な乗のり上げてから、攻撃呪文で町の半分ほど吹き飛ばしてもらえれば、と……」


「するかぁぁぁぁぁっ！」


　叫んであたしは立ち上がり、びしぃっ！　と彼女を指さして、


「まだあのアホな計画あきらめてないとは！


　往おう生じようぎわ悪いわよっ！　ウィレーネ！」


「[image: ]っ!?」


　彼女は一瞬硬直し──


「……ふっ……ふっふっふっ……


　──よく見み破やぶりましたね！　リナ＝インバースさんっ！　さすがわたしが、破壊神と見込んだ人だけのことはありますっ！」


　帽子とマフラー脱ぬぎ捨すてて、逆にこちらを指さしかえし、


「普通の依頼人、普通の依頼と見せかけて、さりげなく破壊活動をさせ、破壊神として目め覚ざめさせようとした、わたしの緻ち密みつな計画を、いともあっさり見破るとはっ！」


「金貨二十枚で町半はん壊かいさせろ、なんつー依頼のどこがさりげないのよっ!?


　……第一っ！　どーしても破壊神ってセンで行きたかったとしてもっ！　別にあたしじゃなくてもいーでしょーがっ！


　たとえば……前にあんたのところでエセ信者やってたナーガあたりで間に合わせるとかっ！　見た目もなんとなくソレっぽいし！」


　ナイスな提てい案あんするあたしに、しかしウィレーネは間かん髪はつ入れず、


「何言ってるんですか!?　礼拝堂の奥にあんな像立てたら、破壊神崇すう拝はいなんだか、変な趣しゆ味みのひとの集団なんだか、わからなくなっちゃうじゃあありませんかっ！」


「……いや……まあ……そー言やたしかにそーだけど……」


「ともかく……結局リナさんは、がんばって一人前の破壊神になろう、という意い志しはない、というわけですね……」


「結局も何も、最初からないって」


「ふっ……ならしかたありませんね……」


　言ってウィレーネは、指を口もとに持ってゆき──


　ぴゅいぃぃぃぃぃぃぃっ！


　指笛の高い音があたりに響ひびいた。


　ぱたんっ！　どかどかどかっ！


　同時に店の扉が開き、ずかずかと入ってきたのは、十人ほどの老ろう若にやく男なん女によ。


「何のつもりよっ!?」


「発動させたんですよ！　わたしの立てた『リナ＝インバース破壊神化計画』をっ！」


「は……破壊神化計画!?」


「その通りっ！　この計画が一いつ旦たん発動した以上、もはやあなた自身の意思には関かかわりなく、あなたは立派な破壊神へと変わっていくことになるんですっ！」


「ふっ！　笑わせてくれるわねっ！　一体何をどーやったら、そんなことができるってぇのよっ!?」


「いいでしょうっ！　教えてあげますっ！」


　彼女は、後ろの連中を指して、


「まず、わたしの後ろに控ひかえているのが第一チーム！　わたしがお金を払はらって信者になってもらったのよっ！」


「……それって……単なるサクラ……」


「人聞きの悪い呼び方しないでっ！


　とにかくっ！　この信者さんたちが、あちこちで集会や勧かん誘ゆうをはじめるっ！


　さらにっ！　この場にはいないけど、やはりわたしのスカウトした第二チームのみなさんが、各地で『リナ＝インバース』の名を名乗って、破壊活動を行うのよっ！」


「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」


　彼女のことばに、あたしは思わず声を上げた。


　お……おにょれっ！　世間での評判落としてあたしを追いこむつもりかっ!?


　今でもじゅーぶん評判低いじゃねーか、とか思ってしまったそこのきみ。あなたはあたしを誤ご解かいしているっ！


　ウィレーネのもくろんでいるのは無目的な破壊。しかしあたしは決して、理由のない破壊などはしない。


　オークの群むれやっつけるのに山吹っ飛ばすとか、ストレス解かい消しように森吹っ飛ばすとか、せいぜいやってもその程度である。


　しかし、もし万が一、ウィレーネの思惑おもわく通り、あたしの名を名乗る連中が、無差別な破壊活動なんぞ開始しようもんなら……！


　いわれのない悪あく名みようは、またたく間に世間にひろまり、仕事の依頼もふっつり途と絶だえ、へたすりゃ魔道士協会から除じよ名めい！


　そして……万一……その噂が流れ流れて……ゼフィーリアにいる郷く里にの姉ねえちゃんの耳にでも入ろうもんならっ！


　来るっ！　絶対にっ！　たとえ世界のどこにいようとも、郷里の姉ちゃんが、あたしをおしおきにやって来るっ！


　それだけはっ！　それだけは、なんとしてでも避さけなければっ！


　あたしは、ウィレーネを、きっ！　とにらみつけ、


「そうはさせないわよっ！　あんたのその、くだんない野や望ぼう、なんとしてでも止めてみせるわっ！」


　高らかにそう宣せん言げんすると、問答無用で呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　しかしウィレーネは余よ裕ゆうの表情で、


「ふっ！　力ずくで阻そ止ししようとしても無む駄だなことっ！　信者のみなさんっ！　わたしを守って！」


　ウィレーネの命令に、後ろに控えた連中が一いつ斉せいに動く！


　くるりとその場できびすを返し、ダッシュで店の戸口へと！


「………………あれ…………？」


　あとはただ、ぼーぜんと佇むウィレーネ一人を残すのみ。


　……ま、ただのバイトのサクラたちが、危険冒おかしてまでウィレーネ守るわけはないわな。


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」





　こかきぃぃぃぃん。





　あたしの放った一いち撃げきは、狙ねらい違たがわず、ウィレーネの腰こしから下だけを氷づけにしたのだった。





「──さーて。それじゃあ話してもらいましょーか。


　あなたが雇やとった自称リナ＝インバースたちが、いつ、どこで、どんなことをやらかすことになってるのか」


　村の食堂から場所を変え、近くにあった小さな空き地で、あたしはウィレーネへの尋じん問もんを開始したのだった。


　……本当は、店の中でやろうとしたのだが、食堂のおっちゃんにクレームつけられて、しかたなく、外でやることになったのだ。


「ふっ。そう言われて、あっさり答えると思ってるんですか？」


　強がる彼女を、あたしはしばし無言でにらみ続け、やがて、やはり無言のままで、口の端を小さくゆがめて、にっ、と笑ってみせる。


「……な……何……？　一体どーするつもりですっ!?」


　不安にかられて、声を上げる彼女。


　──どうするつもり、と聞かれても、正しよう直じき言うと実のところ、とりたてて何も考えてなかったりするのだが。


　しかし、こーゆー状じよう況きようでの、この無言の圧力とゆー奴は、場合によっては、これからこんなことをするのだ、と、べらべらしゃべるより、よほど効こう果かがあったりするのだ。


　あたしはやはり、無言のままで、ゆっくりと、ゆっくりと、彼女の方へ歩み寄る。


「ち……ちょっと!?　何とか言ってくださいよっ！」


　かまわずあたしは、さらに歩みを進め──


　──ひゅんっ！


　まさに、その瞬間だった。


　風が鳴り、殺さつ気きがほとばしったのは。


「────！」


　とっさにその場を飛とび退のくあたしの足もとに、数条の炎ほのおが刺ささり、はじけ散ちる！


　炎の矢フレア・アロー!?


　攻撃の飛んできた方──殺気の源みなもとに目をやれば、すぐそばの、廃はい屋おくとおぼしき、かたむきかけたボロ家の屋根の上、青空に染しみる烏からすのごとく、佇む黒い影ひとつ！


　黒いマントを身に纏まとった、目つきの悪い中年ハゲ。


「──あんたは──!?」


「……くっくっくっ……大体想そう像ぞうはつくだろう……


　ウィレーネ様に雇われた、『リナ＝インバース』の一人……


　作戦名コードネーム『紅蓮の破壊者クリムゾン・デストロイヤー』よ！」


「……をいこら……」


　こめかみのあたりがひくついてるのが、自分でもわかる。


　可か憐れんで奥ゆかしい、ほどよい胸の大きさの美少女があたしの名をかたるのならばまだしも……よりによって……男！　しかも中年ハゲ！　なおかつおーげさな作戦名コードネーム！
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　おにょれ許ゆるさんっ！


　あたしの内心の、そんな怒りにも気づかずに、男は、くそえらそーにことばを続ける。


「本来は、本物の『リナ＝インバース』の、破壊神としての名を高めるための作戦行動だが……なんなら私が今ここで、破壊神としてのその役目、代わってやってもよいのだぞ。


　……本物のお前を倒たおしてな！」


「どやかましいわっ！　地精道ベフイス・ブリングっ！」


　たむっ！　と地面に右手をついて、あたしは術を解とき放つ。


　地面にトンネルを掘る術である。むろん、屋根の上に立っている中年ハゲには、全まつたく何の影えい響きようをおよぼすこともできはしない。


　──ただし──直接的には、だが。





　めきめきめぎめきっ！





「どをうわっ!?」


　なかなか盛大な破は砕さい音おんに、中年ハゲの悲ひ鳴めいがまじる。


　おそらく男にはわからなかっただろう。


　あたしの放った地精道ベフイス・ブリングが、傾かたむきかけたボロ家の土台を崩くずし、崩ほう壊かいに導みちびいたのだ、ということが。


　そしてほどなく──





　ずおおおおおおん！





　ド派は手でな音を立てながら、家は完全に倒とう壊かいしたのだった。


　……うーん……まさか、こーも完全にぶち壊れるとは思ってなかったけど……


　さては、かなり土台弱ってたな。


　ま、そんなことはさておいて。


　もうもうと舞まい上がる土つち煙けむりが、すこしおさまるのを待ってから、あたしはガレキを乗り越こえて、ぶち倒れた中年ハゲのそばへと歩み寄る。


　あたしの近づく気け配はいを察さつしてか、中年ハゲは、ぴくぴくしながら顔起こし、


「……くっ……や……やるな……


　不ふ意いを討うったとはいえ、この私を、こうもあっさり倒すとは……


　しかし……いい気になるなよ……


　かりに私を倒したとて……第二、第三の『リナ＝インバース』は、各地で破壊神化計画を推おし進すすめている……


　それに私とて……これで負けを認みとめたわけではない……」


「認めろ」


　めしっ。


　あたしの靴くつの裏が、男のどたまを踏ふみつけて──


　中年ハゲは、めでたく動かなくなった。


　ふっ。たあいもない。


　──さてと。


　よけーな邪じや魔まは入ったけど、そいじゃあウィレーネの尋問続けるべし。


　あたしはくるりときびすを返し、ふたたびゆっくりとした足取りで、下半身氷づけのままの、ウィレーネの方に歩み寄る。


　ひたりっ、と、彼女の前で足を止め──


「霊縛符ラフアスシード」


「……な……!?」


　思わず声を上げた時にはもう遅い。


　あたしの全身は、ぴくりとも動かなくなっていた。


　霊縛符ラフアスシード──


　神官や、巫女などがよく使う術で、相手の体を、一時的に動かなくする呪文である。かけられても、しばらくほっぽっておけば勝手に治なおるシロモノだが、戦せん闘とう中などにこれをかけられ、行動不能に陥おちいれば、一体どういう末まつ路ろが待っているか──説明する必要はないだろう。


　……今さらながら、あたしはようやく思い出していた。ウィレーネが、かつては赤の竜神スイーフイードに仕つかえる巫女をやっていたのだ、ということを。


　彼女はあたしの目の前で呪文を唱え──


「爆煙舞バースト・ロンド」」


　ぼばぼばぼぉぉん！


　殺さつ傷しよう力りよくのない炎の術で、自分の下半身を包む氷をぶち砕くだく。


「……ふっ。わたしを甘く見てましたね。リナさん」


　あたしの後ろにまわり込み、勝ちほこった声を上げる彼女。


「……ウィレーネ……まさか……こんな隠かくし玉だまが……あったとは……ね……」


　後ろのウィレーネに向かって、あたしはなんとかことばをしぼり出す。


　口にも多少の麻ま痺ひ感はあるものの、しゃべれないほどではない。


　簡単な呪文程度なら、唱えられないこともないだろうが、まず間ま違ちがいなく、呪文が完成するより早く、ウィレーネは、逃げ出すか、あたしをどつき倒すかするだろう。


　彼女は勝ちほこった口く調ちようで、


「まあ、あの状態のまま、リナさんの目の前で呪文詠えい唱しようするわけにはいきませんでしたからね。


　彼があなたの気をそらしてくれたおかげで助かりましたよ。


　あ。心配しないでください。今ここで、あなたをどうこうするつもりはありません。


　なにしろあなたには、うちの破壊神として立派に成長してもらわなければなりませんからね。


　その術も、時間が経たてば、勝手に解けますので。


　それでは──


　わたしは帰って、引き続き、計画を推すい進しんしなくちゃあいけませんから」


　ウィレーネの声がとぎれ、気配が後ろに遠ざかる。


　──お……おにょれっ！　ウィレーネっ！


　ただのスカ娘と思って油ゆ断だんして、今回は不ふ覚かくをとったが、その野望、絶対つぶすっ！


　空き地のまん中に、ひとり硬直したままで、あたしは、かたく心に誓ちかったのだった！







（破壊神はつらいよ：つづくっ！）
























　次回予告





　ついに発動した、ウィレーネの、リナ＝インバース破壊神化計画！


　果たしてリナは、ウィレーネのこの計画を、阻そ止しすることができるのかっ!?


　それともこのまま、破壊神の道をつき進むことになってしまうのだろうかっ!?（進まん進まん）


　次回、「破壊神はつらいよ」後編！









破は壊かい神しんはつらいよ［後編］
















　あらすじ





　世の中に、怪あやしいシューキョー数あれど、今回リナが遭そう遇ぐうしたのは、ウィレーネと名な乗のる女性が教祖をつとめる破は壊かい神しん信しん仰こう団体、なんとその名も『リナ＝インバース神教』！


　リナを立派な破壊神にしようともくろむウィレーネは、リナの合ごう意いが得られぬことを悟さとって、ついに、リナ＝インバース破壊神化計画を発動させたのだった！


　各地でニセのリナの名をかたる者たちに、破壊活かつ動どうを展開させ、リナの名を、今以上に地に落としめる、おそるべき計画！


　はたしてリナは、この計画を阻そ止しできるのか!?















「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　ずごぉぉぉぉんっ！





「がのをををわぁっ!?」


　あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もん一発で、『リナ＝インバース』は、悲ひ鳴めいひとつを残のこして吹ふっ飛とんだのだった。


　おーし。とりあえずこれで四人目。


　……とはいえ……


　あたしは、吹っ飛ばされてぴくぴくしている、見るからにひ弱そーなにーちゃんの、えり首つかんで引きずり起おこす。


「な……何をするんですかぁっ!?　いきなりっ!?」


　問といかけるのを無視して、


「……あんた……


　ウィレーネが、一体何人『リナ＝インバース』雇やとったか、知らない？」


「……し……知りませんよぅ……」


　尋たずねるあたしに、にーちゃんは、完全におびえきったまなざしで、左右にぷるぷる首を振ふり、


「僕ぼくはただ……ちょっと好このみの女の子に声かけられて……『リナ＝インバースを名乗って破壊活動したら、デートしてあげる[image: ]』なんて言われて……ごく純じゆん粋すいな気持ちから……」


「……壁かべにらくがきしてた、と……？」


「はい。ですから……」


「炸弾陣デイル・ブランドっ！」


　どぉぉぉぉんっ！


　あたしの怒りの攻撃呪文第二弾を受うけ、にーちゃんは、今度こそ動かなくなった。


　……ったく……


　小さくため息ひとつつき、あたしはそばの壁に目をやった。


　まっ白い壁には、赤い色いろ絵えの具ぐででかでかと書かれた、『リナ＝インバース参さん上じよう』の文字があった。


　──そう。あたしはたまたま、男がこんならくがきしているところにたまたま出くわして、その正体を、ウィレーネの雇ったニセ・リナ＝インバースと悟り、とりあえず、攻撃呪文をぶちかました、というわけである。


　ごく純粋なすけべ心で、デートのエサで釣つられたあげく、人の名前をかたって壁にらくがきなんぞする、という時点で、すでにじゅーぶん許ゆるしがたいものはあるのだが……


　何よりも許しがたいのは、壁に書かれた『参上』の字が間ま違ちがっているということ！


　これではまるで、あたしがアホみたいではないかっ！


　気が短いだの破壊魔だのと、根こん拠きよも根も葉もなくもないことを言われるのももちろんヤだが、この上『リナ＝インバースはロクに字も書けない』なんぞと噂うわさを立てられた日には、それこそ本気でグレるぞ。あたしは。


「……しっかし……本気で手段も相手も選んでないわね……ウィレーネ……」


　とりあえず、壁のらくがき洗い流して、あたしは小さくつぶやいた。
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　そもそも彼女の計画は、雇った人間にあたしの名前をかたらせて、各地で破壊活動を展開、あたしの悪名をはびこらせる一方、やはり雇ったサクラの信者に、あちこちで布教活動をさせようというもの。


　……なのだが……


　最初に出会ったニセモノは、中年ハゲという、外見上の不満はおおいにあるものの、一応攻撃魔術なんぞも使っていた。


　しかし……


　二人目は、ゴツいつらしたゴロツキ男で、三人目はメシの食い逃げ娘。


　そして今日出会った四人目が、らくがきにーちゃん、とゆーわけである。


　……そのうちきっと、『ゴミの日以外にゴミを出すニセ・リナ＝インバース』なんぞとゆーのも出て来たりするんじゃないだろーか……？


　資金が足りなくなったのか、はたまた人材の見つけかたを知んないのか、スケール小さい連中ばかりである。


　……まあ、むろん、あたしの名前かたって、スケールの大きい破壊活動してもらったら、それはそれで困こまるのだが……


　ともあれ、なんとかウィレーネ当人を捜さがし出し、ぶち倒さなければ、このあとも、あたしのニセモノの人数は、どんどん増ふえてゆくことになる。


　今でも、一体何人のニセモノがいるのかわからないとゆーのに……


　などとあれこれ思いつつ、通りを歩むそのうちにも……


「よーよー、ねーちゃん、オレ、リナ＝インバースっていうんだけどよ、どーだい？　一緒にお茶を……」


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　どごがぁぁぁぁんっ！





　道の向こうでナンパこいてるニセリナ五号を、あたしの攻撃呪文が吹っ飛ばした。





「ほーっほっほっほっほ！」


　聞きまちがえようはずもない、近所めーわくな高笑いを、あたしの耳がとらえたのは、その町に入ってすぐのことだった。


　声のする方に足を向け、ほどなくたどり着いたのは、一軒の小さなメシ屋だった。


　ばたむっ！


　音を立て、扉とびらを開け放ったその瞬間。


　ひたりっ、と笑い声が止やむ。


　──さして広くもない店のまん中、丸テーブルのその上に、すっくと立った人物は、まぎれもなく、捜さがし求めた相手だった。


　あたしは、びしぃっ！　と相手を指さし、


「とーとー見つけたわよっ！　ナーガっ！」


　──そう。


　あたしの前に、無意味に大きく胸を張り、佇たたずんでいるのは、自称あたしのライバルこと、金魚のうんち、白蛇のサーペントナーガ！


　……むろんあたしが、本当に捜しているのはウィレーネの方なのだが、このナーガ、以前ウィレーネと知り合って、『リナ＝インバース破壊神化計画』に力を貸そうとしていたのだ。


　……その時は、あたしの攻撃呪文でナーガを吹っ飛ばしたのだが……


　おそらくナーガの性格からして、面おも白しろ半分、そしてあたしへの恨うらみ半分で、ウィレーネの計画に、今も手を貸しているのではないか、と踏ふんだわけである。


「ほーっほっほっほ！　とりあえず、よく見つけた、と、ほめてあげるわっ！　リナ＝インバース！」


　胸を張り、無意味にいばって言い放つ。


　……しかし……よく見つけたも何も、ナーガを捜し出すことなんぞとことん簡単。『バカ笑い上げた、変なかっこうした女』知らないか、と誰だれかに聞けば、すぐさま答えが返ってくる。


「けど……少し勘かん違ちがいしているようね、リナ！


　今のわたしは『白蛇のサーペントナーガ』じゃなくて『リナ＝インバース』よっ！」


「なるほど……！　やっぱしウィレーネの計画に一枚かんでたってわけねっ！


　──あんたなら知ってるでしょ？　ウィレーネが、今、一体どこにいるのかってことをっ！


　おとなしくその場所を教えてもらいましょーかっ！」


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね！


　この白蛇のサーペント……じゃない、『リナ＝インバース』が、そんなことをペらぺらしゃべるとでも思っているのかしら!?」


　くそえらそーに言い放つのに、あたしも、にまりっ、と笑みを浮かべて、


「思ってなんかいないわよ。……ってことはやっぱり……」


「ふっ。力ずくで、ということね……


　のぞむところよっ！　表に出るわよっ！」


　言うなりマントをはためかせ、テーブルから飛び降りるナーガ！


　今だっ！


　あたしは、着地寸前のナーガに向かって、むぞうさに足払いをかけた。


「とう。」


　ぐびたっ！


　いともあっさりバランスを崩くずし、うつぶせにひっくりこけるナーガ。


「……う……！」


　身を起こそうとするその背に、あたしは、とすんっ、と腰を下ろす。


「んぎゅっ!?


　……ち……ちょっとリナっ……！」


　あたしは、抗こう議ぎの声を上げる彼女を見下ろして、


「……んっふっふっふっ……悪いけど、つき合ってる気分じゃないのよ。あたしは。


　……何が言いたいかわかるわね……？」


「……あの……目が笑ってないんだけど……」


「当たり前よっ！


　あんたがいつ、ウィレーネの話に乗ったのか知んないけど、あたしが出会った『自称リナ＝インバース』、あんたで二十三人目なのよっ！　二十三人目っ！


　いーかげんぷち切れたくもなるわよっ！


　いきなし問答無用で火炎球フアイアー・ボールとかぶちかまされたりしなかっただけ、マシだと思うのね」


「……ふっ……わ……わかったわよ……


　教えてあげるわよ……ウィレーネの居場所を……


　……金貸二十枚くらいで……」


「火炎球フアイアー・ボール！」





　づどぉぉぉぉぉんっ！





　あたしのぶっ放した一撃に、ナーガは高々と宙に舞まったのだった。





「……ふっ。ここよ」


　ナーガがあたしを案内したのは、町からそれほど離はなれていない、とある山の中だった。


「ここ……って、この山の中？」


　うさんくさげに問うあたしに、しかしナーガは自信たっぷりに、


「ふっ。そうよ。


　なんでも、破壊神信仰の本部ともなれば、山の中の秘密集会がフォーマル・スタイルだ、って彼女は言ってたわ。


　なかなか見上げたポリシーの持ち主ね」


「……んーむ……まあ、たしかに相そう場ばかもしんないけど……


　ンで？　そーすると結けつ構こう山奥だったりするわけ？」


「ふっ。その心配は無用よ。


　本部をあんまり山奥にすると、食料とかの買い出しに不自由するから、ということで、近くにしたのよ」


「……なるほど……」


　ポリシーがあるんだかないんだか……


　ナーガの案内で、山道を分け入ることしばし。


　やがてあたしとナーガの二人の前に、木々の間に静かに佇たたずむ、古びた遺い跡せきの入り口が、その姿を見せたのだった。


　さしずめ、大昔の神殿、とでもいったところだろうか。ツタに覆おおわれた石造りのその遺跡には、そこはかとない風ふう格かくすら漂ただよっていた。


「へぇ……


　よくこんな、雰ふん囲い気きのあるところ見つけたわねー。ウィレーネも。


　……ま、とにかく、そいじゃあ入ってみましょーか。


　──って、言っとくけどナーガ、ここまで来て、またまたいきなし裏切ったりしないでしょーね？」


「ふっ。愚ぐ問もんね、リナ。


　この白蛇のサーペントナーガの気持ちを動かすことができるのは、正義と道理と真実と、現金と食べ物とその時の気分、あとはその日の気温と湿度くらいなものよっ！」


「いばるなぁぁぁぁっ！　ぐらつきっぱなしかっ!?　あんたの心はっ!?


　……とにかくっ！


　うまくいったら、ごはんの二、三回でもおごったげるから」


「ふっ。そういうことなら、絶対に裏切らないと約束してもいいわよ。


　──なんだったら、『心の友』とか呼んでもらってもかまわないわよ」


「それは絶対イヤ」


　などと言いつつあたしたちは、遺跡の入り口をくぐった。


　古びた外見と違って、内部はそれなりに、きちんと手入れされている。


　古い遺跡や洞どう窟くつ特有の、あのしめっぽいにおいもなく、延のびる通路のそこここには、魔法の明りがたいまつがわりに灯ともっている。


　あたりに人の気け配はいはないが、もともと人材のない組そ織しきである。おそらくはほぼ全員が、あたしの名前で『破壊活動』をしているか、でなければエセ信者として、布教活動をしていることだろう。


　……まあ……問題は、ひょっとしたら、当のウィレーネ自身が留る守すにしている、という可能性があることなのだが、その場合はここで待まち伏ぶせ、である。


　やがて──


　いくたびか角を曲がって通路を進むそのうちに、あたしたちは、礼れい拝はい堂どうのような場所に出た。


　左右に木の長イスが並び、正面の祭さい壇だんには怪しい神像。


「ふぅむ……」


　つぶやいて、ざっと四方を見渡すあたし。


　あたりには、人の姿も気配も全まつたくない。


「ふっ。どうやら留守のようね」


　ふぁさっ、と髪かみをかき上げて、ナーガが言った、まさにその時。


『ふっ。どうやらやっぱり、裏切ったみたいですね。ナーガさん』


　どこからともなく聞こえてきた声は、間違いなく、ウィレーネのものだった。


「ウィレーネ!?」


『ひさしぶりですね、リナさん。


　どうやらその様子ですと、まだ立りつ派ぱな破壊神としての自じ覚かくが足りないようですけど……』


「自覚するかぁぁぁっ！　そんなもんっ！


　それよりっ！　姿を見せてもらいましょーかっ！」


　どこにいるかもわからぬウィレーネに向かって、あたしは声をはり上げた。


　どうやら彼女、気配を殺してそのあたりに隠かくれている──というのではなさそうである。


　声がおかしな具合にくぐもっているところからして、おそらく、どこかに伝でん声せい管かんか何かがあるのだろう。


　ウィレーネがいるのは、その伝声管の向こうがわ、というわけである。
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『リナさんとナーガさんは、どうやらお知り合いのようでしたからね。ナーガさんの裏切りは、ある程度予想していました。


　……と、いうところで……』


　そこまで言って、ウィレーネの声は沈ちん黙もくした。


「ふっ。何が言いたいの？


　ひょっとして、単に気の利きいた脅おどし文もん句くが思いつかないだけなのかしら？」


　完全にバカにした口く調ちようで言うナーガ。


　しかしその一瞬。


　とある予感が、あたしの胸のうちをかすめた。


　刹せつ那な。





　づどぉぉぉぉぉぉん！





　あたしたちのいる遺跡は、爆ばく音おんとともに崩くずれ落ちたのだった！





「……うくっ……けほっ……！」


　全身についた埃ほこりをはたきつつ、あたしはガレキの中から身を起こした。


　あの瞬間。


　ウィレーネが、何かしようとしていることを予感して、とっさに『対たい処しよ』したおかげで、幸いどこにもケガはなし。


　そして一方、ナーガの方は……


「ほーっほっほっほ！」


　どがぁっ！　と、爆発的にガレキをはねのけて、すぐ近くから、無傷のナーガが立ち上がる。


　そのままあたしを、びしぃっ！　と指さし、


「よくも人をガレキよけの盾たてがわりにしてくれたわねっ！　リナ＝インバースっ！


　けれど、あの程度でこの白蛇のサーペントナーガを倒せると思っているなら甘いわねっ！」


　……いや……あの程度のことじゃナーガは絶対死なないと思ったからこそ、迷わず盾にしたのだが……


「遺跡を爆破したのはウィレーネよっ！


　あなたとあたしが来るのを見越して、伝声管しかけて罠わなまで張って！


　いいの!?


　このまま彼女を野放しにしといてっ!?」


「ふっ！　そう言われてみれば、なんとなく野放しにしておけないような気がするわっ！」


　あたしのことばにあっさりノせられ、怒いかりの矛ほこ先さきをウィレーネへと向けるナーガ。


　おっしゃあ！　これでナーガは完全に味方についたっ！


　……まあ……ナーガ味方につけたところで、いいことなんかひとつもない、という説もあるにはあるのだが……


　しかし、何かトラブルが起こった時に、全責任をナーガに押しつけ、とんずらこく、というふうな使い方もできるわけだし。（外げ道どうか。あたしは）


　ま、何はともあれ……


「そいじゃあ早さつ速そく、ウィレーネを捜しに行くわよっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


　言って、あたしとナーガの二人は、とりあえず、手近な村を目ざして駆かけ出したのだった。





「……で、リナ、いつまでこんな地道なことしなくちゃならないのよ……？」


　不満たらたら、ナーガがそうつぶやいたのは、それから二日ほど経たったある日。小さな町のメシ屋でのことだった。


　二人でウィレーネしばき倒すぞと、勢い込んだはいいものの、相手の居場所がわからなくては、どうすることもできはしない。


　これまでに、あたしのニセモノを見つけた場所から判断して、ウィレーネの活動範はん囲いは決してそう広いわけではない。このあたり近辺の、せいぜい三つか四つの村や町やらで活動しているだけである。


　──だけである──とはいうものの……


　しかしそれでも、あたしとナーガの、たった二人で捜し回るには、やや広すぎる範囲だった。


　そこであたしは、今までの、『ニセのあたしを見つけるなり、問答無用でぶち倒し、ウィレーネの居場所に心当たりがないか聞いてみる』というやり方も続ける一方、『リナ＝インバースの名を名乗る者はヒドい目に遭あう』という噂うわさを流し続けたのだ。


　……まあ、実際その通りなのだから、噂のひろまるのも早い。


　噂をひろめることにより、彼女への協力者を減へらし、その行動を狭せばめよう、というわけである。


「だいじょーぶよ。ナーガ。


　うまくいけば──」


　ばたむっ！


　音を立て、店の扉が大きく開く。


　そちらの方へ目をやれば、陽光を背に、佇む人影がひとつ。


「……なかなかやってくれますね……さすがリナさん、というところですか……」


　怒りにひきつった笑みを浮かべるウィレーネを横目で見たまま、あたしはことばを続けた。


「うまくいけば……


　相手の方から出てきてくれる、ってね……」





　ウィレーネに連れられて、あたしたち三人がやって来たのは、町のはずれにある空き地だった。


「……どーやら……


　あたしの流した噂が効きいたみたいね」


「たしかに。


　あの噂が流れて以来、『リナ＝インバース』を引き受けてくれるひとはいなくなる、信者は全然集まらない、サクラに雇った信者は金持っていなくなる……！」


「……いや、別に、あとの二つはあたしのせいじゃあ……」


「いーえっ！」


　彼女はあたしを、びしいっ！　と指さし、


「あなたが最初から、一人前の破壊神としての自覚を持っていれば、こんなことにはならなかったんですっ！」


「無責任な責任転てん嫁かするなぁぁぁっ！


　そもそもはあんたが、勝手にあたしの名前使ったのが悪いんでしょーがっ！」


「その件はひとまず置いといて！」


「ひとまず置くなぁぁぁっ！」


「最後にもう一度だけ聞きますっ！　破壊神としてうちにくる気があるかないか……」


「ないわよっ！　ンなもんっ！」


　きっぱりはっきり言い切るあたしに、ウィレーネは小さく笑みを浮かべ、


「……これだけ誠せい意いをもって説せつ得とくしても駄だ目めということは……


　どうやら、話し合いは無駄、ということのようですね」


　今の話の一体どこに誠意があった？


「ならばっ！　力であなたをねじ伏せてでも、破壊神として祭り上げられてもらいますっ！」


「おもしろいっ！　やれるもんならやってもらおーじゃないのっ！」


「むろんっ！」


　言って彼女は、ぱちんっ！　とひとつ、指を鳴らす！


　その刹せつ那な！


　足もとの地面が大きく揺ゆれてくずれ落ちた！


　落とし穴かっ!?


「なひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ」


　悲鳴を上げ、やたらと深い穴の底へと落ちてゆくナーガ。


　そして──


「……な……!?」


　驚きよう愕がくの悲鳴を上げたのは、あたしではなくウィレーネだった。


　──おそらく、どこかに仲間がいて、彼女の合図で、からくり仕じ掛かけか何かで、落とし穴を作動させたのだろうが……


　ぱっくりと口を開いた、その穴の上に、あたしは静かに佇んでいた。


「浮遊レビテーシヨン!?　いつの間に!?」


「決まってるでしょ。店からここに来るまでに、よ」


　あたしは術をコントロールし、ふわりっ、と穴のふちに降り立った。


「どーやらあんた、不意打ちのたぐいが得意みたいだったから、ね。


　前にいきなし呪文使って来た時とか、山の中のニセアジト爆破とか……


　そのあんたに、『いっしょに来い』って言われて、なんの備そなえもなしにほこほこついて行ったりしないわよ。あたしは」


　言いながらあたしは、じりじりと、穴の方から離れてゆく。


「さすがですね！　リナさんっ！


　ならば──正せい攻こう法ほうで戦うのみっ！


　みんなっ！」


　ウィレーネの呼びかけに、空き地の向こうの塀へいの陰かげから、あるいは小さな植木の陰から、ばらばらと、三人ほどの男が姿を現す。


　この状況で出てくるということは、おそらくは、そこそこ使える連中なのだろうが……


　あたしをなめてもらっては困る！　油ゆ断だんしていて不意を打うたれたならばともかく、まっ正面から戦やりあって、並の相手におくれを取るこのリナ＝インバースではないっ！


　それに何より、ウィレーネが、完全に失念していることがもう一つ！


　だっ！


　あたしはいきなりきびすを返すと、そのまま一気にダッシュをかけた！


「逃がし……！」


「ほーっほっほっほっほ！」


　ウィレーネの声をさえぎって、脳ミソゆさぶるバカ笑いが、いきなりあたりに響ひびき渡る！


「この声は……!?」


　叫さけんで硬こう直ちよくする、ウィレーネとその手下たち。


　そして──





　ごばぁぁぁぁっ！





　目の前の巨大な落とし穴から、いきなり顔をつき出したのは、一匹の大きな黒い竜！


『にぇがぁぇぇぇぇっ!?』


　絶ぜつ叫きようを上げる、ウィレーネあーんど男たち。


　ま、それも無理のない話である。


　カタート山脈にのみ棲せい息そくし、竜族最強といわれた黒の竜、魔王竜デイモス・ドラゴン。


　こんなシロモノが、いきなし目の前に出てきたなら、ふつーはとことんビビるわな。


　むろんこんなもんが、あちらこちらに転がってたり、地面に埋うまってたりするわけはない。


　竜を召しよう喚かんした張本人は、その魔王竜デイモス・ドラゴンの頭の上に、仁に王おう立だちになっていた。


「ほーっほっほっほ！　なかなかいろいろとやってくれるわねっ！　ウィレーネっ！


　けど、この白蛇のサーペントナーガを敵に回した以上、それなりの覚かく悟ごはできてるんでしょうねっ!?


　やっておしまいっ！　魔王竜デイモス・ドラゴン！」


　ぎおおおおおおおおおおんっ！


　天をあおいで、暗黒の竜が雄お叫たけびを上げる！


「あわわわわひやぁぁぁぁぁっ!?」


　その拍ひよう子しに、バランス崩して落っこちるナーガ！


　……あんなところに立ってるから……


　落とし穴の端はしに落っこちたナーガを、魔王竜デイモス・ドラゴンの前脚が、ぷち。とかいってふみつぶす。


　……まあ……ナーガだから、とーぜん死ぬわけないだろーけど……


　そして──


『わひゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?』


　落とし穴からはいずり出た魔王竜デイモス・ドラゴンは、ウィレーネとそのご一行様を、いともあっさりと蹴け散ちらしまくったのだった。


「……ふっ……ナーガのバカさ加か減げん甘く見てるからこーなるのよ……」


　一人だけ、空き地から離れた安全な場所に陣じん取どって、あたしは小さく笑みを──


「浮かべてる場合ぢゃないっ！」


　よく考えたら、召喚者のナーガがぺち倒れてる今、魔王竜デイモス・ドラゴンは、『やっておしまい！』なんぞとゆー、とことんアバウトな命令のもとで行動しているのである。このまま黙だまって見ていたら、どこまで暴あばれ倒すか見当もつかない。


　しかも魔王竜デイモス・ドラゴンが進みつつあるのは、町の中心の方向。


　さすがにこれは、止めた方がいいよーな気はするのだが……


　問題は、どーやって止めるか、である。


　竜破斬ドラグ・スレイブあたりをぶっ放せば、確実に倒すことはできるが、ンなまねすれば、町を巻き込むことは確実。


　かといって、ちまちました術なんぞぶっ放したところで、ほとんど効果はないだろう。


　……一見、一番手て堅がたそうな方法は、魔王竜デイモス・ドラゴンを召喚したナーガになんとかさせる、というところなのだが……さっきのことで、ナーガはどこかそこいらの地面にめり込んだままである。


　捜し出すのも大変そーだし、かりに見つけ出せたとしても、なにしろ相手はナーガである。失神しているその間に、コントロールを失ってる、という可能性はかなり高い。


　……と、なれば……


　あたしは、魔王竜デイモス・ドラゴンに蹴け散ちらされ、ぷち倒れているウィレーネの、えり首つかんでひきずり起こし、


「ウィレーネっ！　ちょっと！　しっかりしなさいっ！　ウィレーネっ！」


「……う……く……


　……うあっ!?」


　気がついて、あたしを見るなり、暴れだそうとするのをおさえつけ、町の中心へと向かいつつある魔王竜デイモス・ドラゴンの方に目をやって、


「あいつ止めるわよっ！　手ぇ貸してっ！」


「じ……冗談じゃありませんっ！　なんでわたしが……」


「……つべこべ言うと、あのドラゴンの前にほうり出す」


「……っ！」


「逆に、うまくいったら、あんたの活動の評ひよう判ばんもよくなるかもしんないわよ！」


「……な……なるほど……


　わ……わかりましたっ！　けど、あぶないことはいやですよっ！」


「だいじょーぶよ。


　──あんた、烈閃槍エルメキア・ランスくらい使えるでしょ？」


「ええ。それくらいなら……」


　彼女の答えに、あたしは、魔王竜デイモス・ドラゴンを指さして、


「もーちょっと近くに寄って、あいつに烈閃槍エルメキア・ランス一発ぶちかまして」


「じゅーぶんあぶないじゃないですかっ！


　それって！」


「絶対心配ないって。だいじょーぶ。


　ちゃんと考えがあるんだから。


　──で、呪文ぶっ放したら、ダッシュでこっちの方にまっすぐ逃げるのよっ！」


「……で……でも……」


「心配いらないって！　安全はあたしが保ほ証しようするからっ！


　いいわねっ！」


「……そ……そこまでおっしゃるなら……


　……けど本当に安全なんですねっ!?」


「だからそう言ってるでしょーが！　とにかく、急いでっ！」


「わ……わかりましたっ！


　行きますっ！」


　半ばヤケクソ気味に叫んで、魔王竜デイモス・ドラゴン目ざしてつっ走るウィレーネ。


　無目的に動いている魔王竜デイモス・ドラゴンへと近づき、呪文を唱えて──


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　しゅばぅっ！


　彼女の放った光の槍やりが、魔王竜デイモス・ドラゴンの体につき刺さる！


　相手の精神に直接ダメージを与える術で、人間に使えば、一発で気絶させることのできる程度の力を持っているのだが、相手は悪名高い魔王竜デイモス・ドラゴン。気絶させるには及およばない。


　──が──


　ぎんっ！


　魔王竜デイモス・ドラゴンの、敵意に満ちたまなざしがウィレーネをとらえた。


　いくら気絶させるには及ばないといっても、呪文攻撃されたことはわかるし、それでいい気分になろうはずもない。


　ごぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


　天に向かってひと声吠ほえると、魔王竜デイモス・ドラゴンは、ウィレーネを目ざして突っ込んでゆく！


「ひやぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　あわててダッシュで駆け出すウィレーネ。


　追って駆け出す魔王竜デイモス・ドラゴン。


　ウィレーネは最初の空き地を横切り──











[image: ]








「リナさんっ！　今ですっ！」


　彼女のことばに、むろんあたしは答えない。


　物陰にじっと身をひそめ、ただただ様子を見守るのみ。


「ちょっとぉぉぉぉっ！　リナさんっ！　どこですかぁぁぁっ!?


　約束と違いますぅぅぅっ！」


　抗こう議ぎの声を上げつつも、立ち止まることも許されず、そのまま町の外へとつっ走ってゆくウィレーネ。


　……ふっ。計算どーりっ！


　ここまでくれば、もはやわざわざ解説する必要もないだろう。


　そう。あたしの『考え』とは、ほかでもない。


　すなわち、ウィレーネをおとりに、魔王竜デイモス・ドラゴンを町の外へと引っぱり出して、一気に吹っ飛ばす！


　うそつき、などとは言うなかれ。


『だいじょーぶ』『安全は保証する』と、たしかにあたしはそう言ったが、その主語が『ウィレーネ』だと言ったおぼえはないっ！


　彼女と魔王竜デイモス・ドラゴンが、町の外に出るのを見計らい──


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　どぉぉぉぉぉんっ！





　あたしの放った一撃は、もののみごとに、魔王竜デイモス・ドラゴンと、その他一名を吹っ飛ばしたのだった。





　かくて、一つの事件は終わりをつげた。


　……ウィレーネの、リナ＝インバース破壊神化計画の野望が解決してない、などと思ったそこのきみ。まだまだ人生経験浅い。


　魔王竜デイモス・ドラゴンを、めでたく退たい治じしてあのあと。


　あたしは、竜破斬ドラグ・スレイブで吹っ飛ばされて、目を回していたウィレーネ（生きてた）にさるぐつわ嚙かませて、『魔王竜デイモス・ドラゴン出現事件の張本人』と称しようして役人につき出したのだ。


　むろん彼女が気がついて、いざ取り調べ、ということになれば、ほんとうのことを話すだろうが、その時にはすでに、あたしもナーガも旅の空、という寸法である。


　それに、ちょいと調べれば、ウィレーネが、破壊神信仰なんぞということをやろうとしていたことは一発でバレるはず。


　そうなれば役人たちが、彼女のことばを信じるかどうかは──むろん言うまでもない。





　教訓。


　人間、なんのかんの言ったところで、日ひ頃ごろの行いは大切である。







（破壊神はつらいよ：おわり）












スレイヤーズすぺりおぉる



　歌姫の出発たびだち














「ここに女が逃にげて来こなかったか！」


　店の扉とびらを開あけ放はなつなり──


　傲ごう然ぜんと男が放ったその声に、店の客たちは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。


　としの頃ころは、二十代の後半。やや瘦やせぎすの、目つきの鋭するどい男だった。


　店内を、奥の方へとずかずか歩あゆみ入いりつつ、


「誰も見なかったか!?　歳としの頃なら十五、六で……」


「知んないわよ。そんなの」


　男のことばをさえぎって、店の中に響ひびいたのは、ほかでもないこのあたし、リナ＝インバースの声だった。


「……む？」


　ひたりっ、とその場に足を止め、不ふ機き嫌げんなまなざしをこちらに向ける男に、あたしはひるむこともなく、


「ひとがごはん食べてるところに、いきなりずかずか入ってきて……


『知りませんか』とか、下手に出てくるなら、まぁだかわいげもあるもんを、くそえらそーに『知らないか』と来た。


　……ったく……ひとさまにモノ聞きたいのなら、とりあえず、先に常じよう識しき身につけてきなさいよ」


「……な……!?」


　あたしの誠せい意いあふれる忠ちゆう告こくに、しかし男はその顔を、まともに怒いかりの色に染そめ、やおら自分のふところに手を入れる。


　……って、おいおいっ!?


　あたしがいすから立ち上がるのと、全く同時に、男はふところから手を引き抜いた。


　そこにしっかり握にぎられているのは、数本の小ぶりなナイフ！


　い……いきなりそう来るかっ!?　たしかに世の中、気の短い奴多いけどっ！


「ひゅっ！」


　あたしが制せい止しのことばをかけるいとますらなく──


　男の右手が翻ひるがえる！


　しかしナイフの狙ねらいが甘いっ！　投げ放たれた一本は、あたしのかなり横を過ぎ──


　きぃんっ！


　金属同士がぶつかりあう硬かたい音は、あたしのすぐ後ろで聞こえた。


　同時に──


「どいてっ！」


　澄すんだ少女の声と同時に、つい今しがたまであたしがついていたテーブルが、急に持ち上がり、すっ飛んでゆく！


　ナイフを手にした男の方へ！


「──が……!?」


　悲ひ鳴めいを上げるいとますらなく。





　ぼぐどがしゃごがめきゃぁっ！





　直撃された男はまともに吹ふっ飛とんで、ほかのテーブルなぎ倒し、そのまま倒れて動かなくなる。


　……ざわっ……


　一いつ拍ぱくの間まを置いて、店に低いざわめきが起こった。


　客たちの視線は、すべてあたし──いや、あたしの後ろに注そそがれていた。


　理由は──なんとなくわかる。


　さきほど後ろで上がった声──それに、あたしは聞き覚えがあった。


　ゆっくりとふり向いた視線のその先には──


　てっきり店の飾りものだと思っていた全身鎧フル・プレートが、内うち股またポーズで佇たたずんでいた。


　……ということは、これってやっぱし……


「ナタリー!?」


「きゃっ[image: ]リナ、ひさしぶりぃ[image: ]」


　──そう──


　それはかつて、あたしが出会ったことのある、無敵の力と、をとめちっくな心を持った、歌ってしゃべれる動く鎧リビング・メイル、ナタリーだった。





「逃げ出した!?」


「……うん……実は……」


　おうむ返しのあたしのことばに、ナタリーは、テーブルの向こうで、がちゃりっ、と小さくうなずいた。


　投げナイフの男を縛しばり倒してさるぐつわかまし、別のテーブルに移って、の話である。


　本当なら、トラブルのあった店を出て、場所を変えて話をする、というのが、こーゆー時のセオリーなのだが……


　どうやら、投げナイフの男が探していたのは、ほかでもない、このナタリーのようなのである。


　あの時男が放ったナイフは、あたしではなく、後ろのナタリーを狙ったものだったのだ。


　男の言っていた、十五、六という特とく徴ちようも、自称十六歳のナタリーと一致する。


　……まあ‥…リビング・メイルのナタリーにナイフ投げてどーするのか、とか、あの特徴言ったところで、ナタリーのことだとわかる人間がこの世にいるのか、などといった問題はあるが……


　ともあれ、それに対して、ナタリーが迷まよわず反はん撃げきしたことからも、ナタリーと男との間に、追われる者と追う者との関係があるのはほぼ確実。


　ナタリーが何者かに追われているのなら、外出するのはリスクが高い。大柄な鎧よろい兜かぶと姿で、それにそぐわぬ女の子然とした口く調ちよう・しぐさのナタリーは、あまりといえばあまりにも目立ちすぎる。


　へたに店を出て通りを行けば、かえって『ここにいる』と宣せん伝でんしてまわるようなものである。


　そこで結局、ほかの客たちの注目を集めることも承しよう知ちの上で、この店にとどまることにした、というわけなのだ。


　……店のおっちゃん、めーわくそーにしてるけど……


「……逃げた……って……けどナタリー、あんたあの村、けっこー気に入ってたんじゃないの？」


　たしか彼女（？）は、以前の事件が解決したあと、近くの村で、歌うたって生活（？）していたはずだが……


「ううん……ちがうのよリナ」


　彼女はかちゃかちゃ左右に首を振り、


「あたしが逃げ出してきたのは……


　あの村からじゃなく、旅芸人の一座からなの……」


「旅芸人の？」


「そう……」


　彼女は、がちゃりっ、と、胸の前で腕うでを組み、遠いまなざしを──もとい。フルフェイスメットの正面を、どこかあさっての方に向け、


「あたしはしばらくは、村の酒場で歌を歌って過ごしてたわ……


　小さな村だったけど、いろんなこともあったわ……


　村のひとたちの熱いまなざし[image: ]　とんがり帽ぼう子しにギター抱かかえた吟ぎん遊ゆう詩し人じんさんとの、ひとときのラブ[image: ]ロマンス[image: ]


　中にはエッチなおじさんとかいて、いっつもあたしにお酒すすめるのよ。酔よわせて何するつもりだったのかしら？　やんっ[image: ]ナタリーあぶなかった[image: ]」


「……………………そぉ……」


　らぶらぶな口調で話すナタリーに、困こまった顔であいづち打つあたし。


　……ふつーの女の子がこーゆー話し方していたら、『うっとーしい話し方するなぁぁぁっ！』とか言ってどつき回せばすむことなのだが、黒くろ光びかりするリビング・メイルに、ふりふりポーズつきでこのしゃベりをやられた日には……一体どーゆーリアクションをすればいーものやら……？


　……しかし……実際そのおっさんは、どーゆー了りよう見けんで彼女に酒すすめたんだろーか……？　ま、それはそれでさておいて……


「……なーんて、いろいろなこともあったりして。


　──けど──


　りびんぐ[image: ]メイルって駄だ目めね。平和な暮くらしに慣なれちゃうと、刺し激げきがほしくなる、って言うのかなぁ。


　このままこの村で、一生過ごしていいんだろうか。あたしにはもっと、広い世界とまだ見ない素す敵てきな出会いが、待っているんじゃないだろうか、なんて思っちゃって……


　そんな時に──


　村に、旅芸人の一座がやって来たの」


　言って彼女はことばを切ると、疲つかれたかのように、イスの背に体をあずける。


　一見すると、かなり大きい体と、鎧姿のそのせいで、イスがこわれそうに思えるが、一応その心配は無用。動く鎧リビング・メイルだけあって、中身はからっぽ。体重はおそらく、大おお柄がらな男の人くらいのものだろう。


　小さなため息ひとつつき。


「その座長さんにスカウトされて……


　つい、『いっしょに行く』なんて言っちゃったの。


　──笑わないでね。リナ。だって、その時はすてきなことだと思ったんだもん。


　ライトに照てらされたステージの上で歌う、あたしの姿。ファンのひとたちとの交流。


　お給料は結婚資金にためておいて……


　すてきなひとと出会って、そのままゴール・イン[image: ]」


　……ゴールインって……どこへだ……？


　リアクションに困ったまま、心の中でツッコむあたし。


「……ところが……


　実際に旅をはじめてみると、ぜんぜん話が違うの。


　歌を歌わせてくれる、って聞いてたのに、実際にやることはグリズリーやオーガとの格闘なんだもん」


「……それは……たしかに話が違うわね」


「でしょ。でしょ。


　それだけじゃないのよ。


　座長ったら、あたしがそれで文もん句く言うと、『そっちの方が客が喜ぶんだ。文句言うなら罰ばつとして、給料払わんぞ』なんて言って、結局、お給料払ってくれないのよっ！」


「なにぃぃぃぃぃっ!?」


　給料未み払ばらいっ！


　おにょれっ！　ひとごとながら、なんとおぞましいことばの響ひびきっ！


「それで……たまらなくなって逃げ出したんだけど……


　怒った座長が、あたしを連れ戻そう、って、追っ手をさし向けて来たのよ」


　ナタリーは、視線（？）を、縛しばり倒した投げナイフ男の方に一瞬走らせて、


「彼もその追っ手の一人……


　一座のメンバーの『投げナイフのジャック』よ……」


「……な……なるほど……わかりやすい名前ねー……」


「そうやって逃げてきて──


　この店で、ウエイトレスのふりしてたんだけど……」


　……ウ……ウエイトレスのふりだったのか……あれ……？　あたしはてっきり、置おき物もののふりだと思ってたけど……


「そこにあいつがやって来て……見つかっちゃった、ってわけ。


　……でも、ここでリナと出会えた、っていうのは、ちょっとラッキーかな、なんて思っちゃったりして[image: ]


　──ということで、おねがいがあるの[image: ]リナ[image: ]あたしをもとの村まで送って[image: ]」


「……送って……って、帰りの道とかおぼえてないの？」


「それもあるけど、ほら、あたし、リナと違って、魔法のひとつも使えるわけじゃないし。


　女の子の一人旅なんて物ぶつ騒そうでしょ」


「……ま……まあ確かに、女の子の一人旅はぶっそーだけど……」


　おまいはへーきだろーが。


　コワくて口には出せないが、心の中でツッコむあたし。


　──だが──


　あたしは内心、迷っていた。


　ナタリーを、前の村まで連れてゆく。


　そのこと自体はかまわない。


　別に今、あたしは何かの用を抱えているわけでもないし、以ま前えに一いつ旦たん足を運んだ場所に行ってみるのもまた一いつ興きよう。


　しかし──である。


　タダ働き、とゆーのはポリシーが許ゆるさん。


　ナタリーの話だと、給料はもらっていなかった、との話。


　となればとーぜん、彼女があたしに払うべき依い頼らい料りようを持ち合わせているとは思えない。


　とはいえ、あっさり断ことわるのも、はくじょーな気がするし……


　ならば、ここはひとつ、セオリー通り……


「──それでいいの？　ナタリー」


　正面から、彼女の顔を、ひたっ、と見つめて言うあたし。


「……え？　それで……って……？」


「あなたは、村に戻ればそれでおしまい、って考えてるみたいだけど──


　ひょっとしたら、村にまで追っ手がかかるかもしれないわよ」


「そんなぁ!?」


「現に今も、こーして追っ手がかかってるじゃない。


　なら、たとえ村に帰っても、連中はまっ先にそこを探しに来るでしょうね」


「……そんな……それじゃあ、どうしたら……」


　全身をかちゃかちゃふるわせて、不必要におびえるナタリーに、あたしは右手の人さし指を、びっ！　と立てて、


「方法はひとつ──


　つまりっ！　こっちの方から攻撃しかけて、相手が反撃できなくなるまで、完全無比にどつき倒すのよっ！」


「……けどそれって……犯はん罪ざいなんじゃあ……？」


「なぁぁぁに言ってんのよ、ナタリーっ！


　考えてもみて。相手はあなたをだました上に、給料まで踏ふみ倒たおしてるのよっ！


　すなわちこれこそ立派な犯罪っ！


　となれば、それでこっちが少々のことしたって、要は一種の正当防衛。犯罪になんてなんないわよっ！」


「……そ……そうかなぁ……？」


「世の中そーゆーもんよっ！


　ついでに相手ぶち倒しがてら、未払いの給料ぶんのお金、慰い謝しや料りよう込みでぶん取ったり、あたしの協力手数料ぶん取ったりしてももちろん平気っ！」


「……それって強ごう盗とう……」


「いーことナタリーっ！　ここで泣き寝入りするのも、それで『わたしって温厚で寛かん大だい[image: ]』なんて自己満足にひたることも簡単よ。


　けどっ！　野放しになったままの連中は、もしもあなたを狙わなくても、別の誰かを狙うにちがいないわっ！


　そうなれば、第二、第三の被害者が続出することは確実っ！」


「……そう……かなぁ……」


「そうよっ！


　そんな被害者たちを出さなくするためにも、ここで誰かが、あたしたちがっ！　連中を止めなきゃなんないのよっ！」


「……………………」


　あたしの説得に、ナタリーは、しばし考え込むかのように沈黙していたが──


　やがて、ぎっ、と顔を上げ、


「──わかったわ！　リナ！　ちょっぴりこわいけど、ナタリーがんばるっ！」


　決然たる意志をことばの奥に秘め、彼女はきっぱりと言い放った。


　おっしゃぁっ！　これで収入源は確保っ！


「それじゃあナタリー、食事がすんだら、そこのジャックくん起こして、相手の本ほん拠きよ地ち白はく状じようさせて、早速攻撃開始よっ！」





　低くたれこめた厚い雲が、午後の空を、重い灰色に染めていた。


　だだっ広い草原のまっただ中に張られた、原色の、大きなテントは、あたりにひとけがないせいか、異い様ような違和感をあたりに撒き散らしている。


　街かい道どうからも少しはずれた、広い草原のそのまん中。


　追っ手のジャックくんが、いともあっさり白状した、一座のアジトは、そんなへんぴな場所にあった。


　ざっと見渡したかぎりでは、客はおろか、団員の姿さえあたりにはない。


　もし営業をしているのなら、入り口に、チケット売りの姿くらいはあるはずなのだが……それもないところからすると、やはり今は営業時間外か。


　おそらくは、ジャックくんのように、団員を、ナタリー捜そう索さくのために、あちこちに派は遣けんしているのだろう。


「……このテントよ。まちがいないわ」


　あたしの隣となりでナタリーが、言って、かちゃりっ、と小さく体をふるわせる。


「‥…けど……なんだってこんな場所に……？」


「わかんない。いつもは、もっと町や村の近くにテント張るんだけど……」


　……ふぅむ……？　とすると一体、何を考えて……？


　しかしともあれ、相手が何のつもりだろうと、こちらがやるべきことは同じっ！


「とにかく──行くわよ。ナタリー」


「……わ……わかったわ。リナ。


　でも、こわいから離れないでね」


　ナタリーは、こくりっ、とのどを鳴らすと（どーやって鳴らしたのかは知んないが）ゆっくりと、テントに向かって歩きはじめた。


「…‥みんなが寝泊まりしている馬車は、テントの裏うらにあるはずよ」


「オーケイ。それじゃあ……テントの中つっ切って行くわよ」


「テントの中を!?


　……でもふつう、外をまわり込むとか……」


「普通なら、ね。


　けど、奇き襲しゆうするなら、こんな見晴らしのいいところで、いちいちテントまわり込んでたら、見つかるおそれが大きいわ。


　──今日はお客呼んでないみたいだし……いきなし正面から突入して、中に誰かがいればとりあえず攻撃。混乱を誘さそってから裏口突破よ。


　かりに、途中で気づかれたとしても、それはそれで、裏からまわっても同じことだし」


「……わかったわ。まかせる。


　こーいうことは、リナの方がとくいだもんネ[image: ]」


「──そうと決まれば速そつ攻こうあるのみっ！


　行くわよっ！　ナタリーっ！」


「うんっ！」


　顔を見合わせ、うなずいて、二人は地を蹴けり、テントの入り口目ざして駆かけ出だした！


　ナタリーの走るその音が、がっちゃんがっちゃんやかましいが、それでもテントから、誰かが顔を出す様子はない。


　よほど人手がなくなっているのか、それとも──


　などとあれこれ考えつつも、やがて二人は、あっさりと、テントの入り口にたどり着いた。


　ここまで一切、抵抗どころか、様子を見に来る者もゼロ。どうにも罠わなくさいのだが……ここで迷っていてもしかたがない。


　あたしたちはそのままの勢いきおいで、テントの入り口をくぐって内部へと突入する。


　──そこには、がらん、とした空間がひろがっていた。


　むき出しの地面の上に、寝かせた丸太を削っただけの観客席が左右に並び、その前には、ちょっとした柵さくで仕切られた、何もないステージ部分がひろがっている。


　そしてさらにその向こうには、ハリボテの門がしつらえてある。


　その奥が楽がく屋や、そしてさらにそこを突破すれば裏口、というところだろう。


　あたりにはやはり人の姿はなく、もちろん明りも灯ともってなどいない。テントの布地を透すかして入る、とりどりの色のかすかな光が、内部を薄うす暗ぐらく照らしていた。


　それだけのことを見て取ると、あたしたちはやはり、速度をゆるめず、まっすぐに、楽屋口に続くハリボテの門を目ざした。


　──そして──


『お帰り。ナタリー』


　テントの中に、低い男の声が響きわたったのは、あたしたちが、ちょうどステージの部分にさしかかった時のことだった。


「その声は！　座長！」


　思わずその場に足を止め、あたりをきょろきょろ見回すナタリー。


　つられてあたしも見渡すが、やはりあたりに人の姿はない。


『ひょっとしたら、意表を突いたつもりで、ここへやって来るかもしれない、とは思っていたのだよ。


　予想が当たった上に、手間がはぶけて嬉うれしいよ。


　……一緒にいるそこのお嬢さんは、さしずめ助っ人、といったところかな？』


　あたしの存こ在とにも気づいている!?


　……と、いうことは、単に鎧ががちゃつく音で、ナタリーの接近を知ったのではなく、どこかでこちらの姿を見ていたわけか。


　いや、ひょっとしたら、今もどこかから、こちらを見つめているのかもしれない。


　実際、近くに人の気け配はいはあるのだが……


　ナタリーは、しばしあたりを見渡して──


「──そこっ！」


　足もとの小石を拾うなり、誰もいない、観客席に向かって投げつけた！


　とたん。


『うぐっ!?』


　小さな呻うめき声とともに、横たわっていた丸太の一本が、いきなりひょこりっ、と起きあがる！


　……って……おい……


「客席の丸太と思わせておいて、そこに隠れて観客をおどろかせる‥‥座長の十八番、


『客席変化』よ」


　ナタリーの解説とともに、丸太のつくりものが、縦たてに二つにぱっかり割れると、中からは、としの頃三十前後の、タキシードに身を包んだ、瘦やせ身の男が姿を現す。


「……くっくっくっ……さすが、ナタリーにこの技は通用せんか……」


「……いやあの……そんなチープな芸でいばられても……」


　横からぼそっ、とつぶやいたあたしのことばに、座長とやらは、くわっ！　とまなじりをつり上げて、


「チープとはなんだっ!?　チープとはっ!?


　これでも一いつ所しよ懸けん命めいやってるんだぞっ！」


　どーやら当人も気にしてたらしく、ムキになって言い返す。


　あたしは、ひょいっ、と小さく肩をすくめ、


「……ま、それはわかるけどね。


　どーせあんたも、それが本職、ってわけじゃあないんでしょ？」


「……どういう……意味だ？」


　あたしの指し摘てきに、座長の目が、すいっ、と細くなる。


「普通の旅芸人一座が、逃げ出したたった一人を探し出すために、公演休んだ上メンバー総がかりで探し回る──


　ふつー、そこまではしないだろーな、って思って」


「どういうこと!?　リナ!?」


　あたしのことばに座長は無言のまま、かわりに横から、ナタリーがあたしに問いかける。


「つまり……よ。


　この『座長さん』には、そこまでして、ナタリーを探し出し、連れて行かなくちゃなんない理由があった、ってことよ。


　──違う？」


　あたしの問いかけにも、しかし座長はやはり沈黙を守り続けている。


「──ひょっとして──!?」


　かわりに、驚きよう愕がくの声を上げたのはナタリーだった。


「あたしのカラダが目的!?」


『ちがうってちがうって』


　同時にぱたぱた手を振り、ツッコむあたしと座長。


「……まあ……


　ニュアンスは完全に間違いだけど……


　ある意味では、正解って言えるかもしんないわね。座長さん」


「……くっ……」


　あたしのことばに、座長は小さな呻うめきを漏もらした。


「……どういうことなの？　リナ？」


「つまり──


　あたしの想像が正しければ──」


　あたしは、座長を、びしぃっ！　と指さし、


「そいつの正体はおそらく、ナタリー、あんたを生み出した連中の残党よ」


「なっ……!?」


　ナタリーが、のどの奥（？）で小さな悲鳴を上げる。


「……連中は、死の商人として、あちこちの国や機関から、新しい武器やら兵器なんかの開発を依頼されていた。


　あの時、あのアジトにいた連中は、たしかにとっ捕つかまって、牢ろう屋や行きになったけど……


　それがメンバーの全員だとは限らないわ。


　もしも残党がいて、組織の再建を計るなら──


　まずやんなくちゃなんないのが、資金調達。


　けど、組織の主力が牢屋の中にいる今、それをするにはどうするか。


　……一番てっとり早い方法は、未発表の完成品を、どこかに売りつけること、ね」


「そんな!?　それじゃあ……！」


「そーゆーこと。


　にわかづくりで、旅芸人の一座を結成し、スカウトと称しようしてナタリーを連れてゆく。


　ゆく先々で、『芸』と称して、ナタリーを、熊やオーガと戦わせて実戦データを取る。


　──最後は取引相手のいる町に立ち寄って、話がまとまれば、そのままナタリーを引き取ってもらうことにすれば、手間はかからない──


　どーせそんなところじゃないの？」


「……ほぉう……」


　座長は、口の端に小さな笑みを浮かべ、


「組織のことを知っているか……？


　──組織に司法の手が入った時、ナタリーに手を貸した、女魔道士がいた、という話は聞いていたが……


　ひょっとすると、お前がそうか？」


「ま、そーゆーこと。


　つーことで、ここは一発、観かん念ねんして……」


　しかし、あたしのことばが終わるより早く。


　座長はいきなり、くるりっ、とその場できびすを返し、テントの出入り口の方に向かってダッシュする！


「あああっ！　いきなし逃げるかっ!?


　追うわよっ！　ナタリー！」


「うんっ！」


　言って座長のあとを追い、やはりかけ出すあたしたち。


　座長はテントの出入り口にたどり着くと──


　その場でぴたりっ、と足を止め、入り口のそばにぶら下がっていた、一本のヒモに手をかける。


　──って、まさかっ!?


　ぐいっ！　と座長が、ヒモを引っぱったそのとたん！


　ゆらりっ、とテント全体がゆらめくと、支柱がかしぎ、倒れはじめた！


『きゃわわわわわわわわわっ!?』


　叫ぶあたしとナタリーの頭上に、ばさり、と、テントの布が覆おおいかぶさる！


　ええいっ！　もごもごしてうっとーしーっ！


　ナタリーにとっては、単なる時間かせぎにしかならないが、あたしにとっては、今、上から攻撃されれば不利である。


　いそぎ、口の中で呪文を唱え──


「地精道ベフイス・ブリング！」


　地精ベフイモスに干かん渉しようする術で、あたしの足もとから、テントの出入り口だった方ヘと延びる、トンネルをつくる。


「ナタリー！　ここから外へ！」


　彼女に声をかけてから、あたしはトンネルにもぐり込み、しばし横穴を行ったのち、やがて地う上えへと顔を出した。


　あたりをざっと見渡せば、テントの裏のあたりに停まった馬車の群むれの方に向かってかけてゆく、座長の後ろ姿があった。


　ナタリーが穴からはい出すのを待ち、座長の逃げた方に向かって、走りだそうとしたその時！


　ざぁっ！


　突とつ如じよわき起こった激はげしい風が、草を、テントを波打たせる！


　原因は、馬車のあたりから、空中へと飛び立った影ひとつ！


「飛竜ワイバーン!?


　思わずあたしは声を上げていた。


　ワイバーンというのは、早い話がそのまんま、大きな翼を持った、飛行能力に長たけた竜ドラゴンのことである。……まあ、正確に言うと、知能が低かったり、ブレスが吐はけなかったりするのとで、純粋な竜族とは別の種類、ということになってはいるが。


　しかし、あたしたちの目の前にいるのは、ワイバーンにしてはかなり小ぶりなものである。


　そして、空にはばたくその背中には、まるで馬にでも乗るかのように、鞍くらをつけて座する座長の姿！


「ふはははははは！　これならば、いかにナタリーが剛ごう力りきといえど手は出せまいっ！」


「……けどそれって……そっちからもナタリーに手出しできないんじゃあ……？」


「甘いな！　こっちにはちゃんと……こういう手があるっ！」


　言って座長が、手た綱づなを操あやつるのに応こたえ、ワイバーンは、くわっ！　とその口を開く！


　──まさか──ブレス!?


　思ったその瞬間、しかしワイバーンの口から吐き出されたのは、白い粘ねん塊かいだった。


「わわわっ!?」


　あわてて飛び退のいたあたしとナタリーの間に、それは、べぢゃりっ、と着弾する。


　ひいいいいっ！　なんかきたないっ！


　白くにごった色のそれは、着弾するなり、みるみるうちに色を変え、やがてほどなく、溶とけかけた氷のように、ほとんど完全な透明となる。


　──これは──


　あたしは足もとの小石を拾い上げ、透明になったそれに、ぽんっ、とほうり投げてみる。


　かきんっ。


　あたしの想像した通り。


　小石はそれの表面で、いともあっさりはじかれた。


「どうやら気がついたらしいな！」


　羽ばたくワイバーンの上から、あたしとナタリーを見下ろしながら、傲然と座長が言い放つ。


「こやつはただのワイバーンではない！　こんなこともあろうかと、ナタリー捕ほ獲かくのために造り上げた合成獣キメラよ！


　こいつの吐く粘着液は、空気に触れるとごらんの通り、瞬時に硬化する！


　いかなナタリーのパワーをもってしても、全身をこれで固められたら、うち破ることは不可能！


　──さて、どうする!?」


　もちろんこーする。


「竜破斬ドラグ・スレイブ」





　っどぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！





　唱となえておいた呪文の一撃で、ワイバーンもどきは、空中で大爆発を起こす。


　ふっ。あたしの存在を軽く見たのが運の尽つき、とゆー奴である。


　──かくて──


　悪の座長はワイバーンともども吹っ飛んで、あたしとナタリーは、馬車の中から、未払いの給料と手数料をぶん取って、もよりの町へと凱がい旋せんしたのだった。


　めでたしめでたし。





　……と、ここで話が終われば、ことは簡単でよかったのだが……





　ごうっ！





　吹きすさぶ烈れつ風ぷうとともに、一瞬空がかげったのは、あたしとナタリーの二人が、おたからかついで、もよりの町へとたどり着いた、その直後のことだった。


　反射的に空を見上げた視線の先には──


『──なっ……!?』


　ワイバーンにまたがった座長の姿！


「そんなっ!?　さっき倒したはずじゃあ……！」


「確かにやられたよ！　ワイバーンの方は、な！


　しかし、わしは間かん一いつ髪ぱつで逃げ出したし、ワイバーンも、あれ一匹ではなかった、ということだっ！」


　あたしのことばに、不敵な笑みで言い放つ座長。


「リナ！　さっきの呪文で、今度こそ……」


「──だめよ。あれは使えないわ」


　言うナタリーに、しかしあたしは左右に首を振る。


　むろん低空で飛んでいる敵に、竜破斬ドラグ・スレイブぶちかまして吹っ飛ばすことは可能だが、爆発は、まず間違いなく、あたりの建物を巻き込みまくる。


　むろん座長の方も、それを考えた上で、町の中を戦場に選んだのだろう。


「今度こそは逃がさんぞっ！」


　吠えて座長はたづなを引く！


　ぢゅばっ！


『んわぁぁぁぁぁっ!?』


　ワイバーンの吐く粘塊を、よけて駆けだすあたしとナタリー。


　どーでもいーがこの攻撃、威い力りよくや効果がどーのこーの言う以前に、なんかばっちいイメージがあるのは、どーにかしてもらいたいもんである。


　しかしこれから逃げることは、正直それほど難むずかしいことではない。


「ナタリーっ！　こっちよっ！」


　言ってあたしは、迷わずに、近くのメシ屋にダッシュでかけ込んだ。


「なーるほど。建物の中ならあれも届とどかないもんね。


　リナってあったまいい[image: ]」


「んっんっんっ。それほどでも──


　……って、けどそれよりも問題なのは、どーやって連中を倒す……」


　だがしかし、あたしのことばが終わるより早く──





　どがぉあぁぁぁぁん！





　いきなり起こった爆発が、メシ屋の壁を吹っ飛ばす！


「うびゅわっ!?」


　とっさに床に倒れ伏し、爆風が消えるのを待って顔を上げると、メシ屋の壁の一面が、もののみごとに破れコゲている。


　これは──火炎球フアイアー・ボール!?


「隠れても無駄だ！


　こう見えてもわしは、少々攻撃魔術が使えてな！」


　外から聞こえる座長の声。


　なるほどっ！　丸太に化けるしか芸がないわけではない、ということかっ！


　たとえあたりを火の海にしたところで、リビング・メイルのナタリーには、むろんダメージは全くない。


　けれどンなことになれば、とーぜんあたしの方は無事ではいられない。


　あたしを排除し、ナタリーを捕まえるには、まさにうってつけの方法、というわけである。……とことん見境いないけれど……


「リナ！　どうしようっ!?」


「……ど……どーしよう、ったって……


　──とりあえず、別の場所に移動するわよっ！」


　言ってあたしは、口の中で呪文を唱えつつ、ガレキを踏みわけ、建物の中から飛び出した。


　一歩遅れて続くナタリー。


　上空から、座長が目ざとくそれを見つけて追ってくる。


　こーなれば、タイミングを見計らって、単発の呪文でなんとかワイバーンをへち落とすしかないか……


　がぁっ！


　またまた例の粘塊を、こちらに向かって吐き出すワイバーン。


　おしっ！　今だっ！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　虚空に生まれた冷気の矢は、ワイバーンと座長を目がけて宙ちゆうを駆ける！


　しかしっ！


「なんのっ！」


　座長の手綱さばきに応えて、ワイバーンがひときわはげしくはばたいた！


　翼の生んだ烈風は、いともあっさり、あたしの氷フリーズの・矢アローををふき散らす！


　おにょれっ！　なら、風の影響受けにくい術をっ！


　次の呪文を唱えつつ、あたしはまたまたナタリーとともにかけ出した。


「逃がすかっ！」


　座長の声とともに、粘塊がたてつづけに飛ひ来らいする。


　そして──


「きゃんっ!?」


　悲鳴は、ナタリーの上げたものだった。


　見れば彼女の右足首に、べっとりと、ワイバーンの粘塊がへばりついていた。


　今のを食らったのか!?


　それは見る間に透明度を増し、あっという間に硬化する。


「やだぁっ！　とれないっ！」


　ナタリーが、右足をばたばたやってはいるものの、座長の言ったその通り、彼女のパワーをもってしても、それを砕くのは無理なのか、硬化したそれはびくともしない。


　えーいっ！　ならばっ！


「振動弾ダム・ブズ！」


　対ワイバーン用のつもりで唱えておいた一撃を、ナタリーの足首目がけてぶっ放す！


　っぎぃぃぃんっ！


　さすがにこれには耐えきれなかったか、透明なそれは、まるでガラスのように砕くだけ散ちる。


「ナタリー！　だいじょうぶっ!?」


「うんっ！　なんとかっ！」


　声をかけつつ答えつつ、二人はそばにある雑ざつ貨か屋やの中に転がり込んだ。


「どうしよう!?　リナ!?


　このままじゃあ、いつかやられちゃうよぅ」


「……うーん……」


　おびえた声を出すナタリーに、あたしはただ、小さく唸うなった。


　なんとか、相手の油断を誘さそえればいいのだが……


　オーソドックスなテとしては、ナタリーをおとりにして一人走らせて、横からあたしが攻撃する、というのもあるのだが……


　あの座長、ワイバーンとの連れん携けいのしかたなどから見て、そこそこ戦い慣なれているようである。となればそんな初歩の陽よう動どうが通用する可能性は低い。


　それに第一、力は強いが気の小さいナタリーが、おとりの役なんぞ引き受けてくれるか


　どうか……


　……………………………


　と……待てよ……


　ひょっとしたら──逆さか手てに取れるか!?


「ナタリー、あたしに考えがあるの。手を貸して」





「……むう？」


　ワイバーンの背から町を見下ろして、座長は小さく呻うめいた。


　今、座長の目は、建物の中から飛び出した、ナタリーの姿をとらえているはずだった。


　だが──すぐにしかけて来ようとはしない。


　理由は簡単。あたしの姿がどこにも見あたらないからである。


　──何かの罠わなだ──


　おそらく今、座長はそう考えているのだろう。


　しかし、彼が迷いを見せるその間にも、ナタリーは、通りをがちゃがちゃ走ってゆく。


　このままほうっておけば、町から外に出てしまう。そうなれば、あたしは気にせず竜破斬ドラグ・スレイブぶっ放しほうだい。


　さすがにそれはマズいと思ったか、やがて座長は、ナタリーの追撃にかかった。


　やはりあたしのことが気になるのか、時々四方に目をやりながらも、ワイバーンを操り、散発的に粘塊を放つ。


　そして──


「やんっ!?」


　放たれたうちの一つがナタリーの足をとらえた！


　たちまち硬化する粘塊に、彼女の左足の自由が奪われる！


　続けてまたもや粘塊発射！


　やがてほどなく、ナタリーの両手足は、完全にかためられて動かなくなる。


「………………」


　その様子を空から見下ろしながら、座長はなおも、あたりを警けい戒かいしていた。


　本来ならば、ナタリーの自由を奪って抵抗できなくなったこの時点で、彼女を回収するという手順なのだろうが……


　彼女を回収するその時、どうしても動きの自由が利きにくくなる。


　その時を、あたしに狙われるのではないか、と心配しているのだ。


　──ま、実際にあたしは、その時を狙っていたりするのだが。


　しかし、いつまでも様子を見ていてもしかたがない、と思ったか、座長はワイバーンを操って、ゆっくりと、ナタリー目ざして降りて来た。


　むろんその間、四方に目をくばり、あたしの姿が見えないかどうか、警戒している。


　やがて、ワイバーンのカギ爪が、ナタリーをわし摑づかみにした刹せつ那な！


　あたしは唱えておいた呪文を発動させた！


「振動弾ダム・ブラスっ！」


「──なにっ!?」


　座長が驚きよう愕がくの声を上げたその瞬間。





　どがぁっ！





　あたしの放った一撃は、ワイバーンの頭をまともに砕いていた！


　そのまま倒れ込むワイバーンの背から、座長は大地の上へとほうり出される。


「……う……くっ……！　そんな……ところに……！」


　憎ぞう悪おのまなざしをこちらに向けて、なんとか身を起こす座長。


　──しかし。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　しゅかかきかきかきぃぃぃんっ！


　あたしの放った次の一撃は、今度こそ、まともに座長を直撃したのだった。





「振動弾ダム・ブラス！」


　ぱきぃぃぃぃんっ！


　あたしの呪じゆ文もんで、手足のいましめを砕かれて、ナタリーが自由を取り戻したのは、そのすぐあとのことだった。


「……ふうっ……


　けど、うまくいったね[image: ]　リナ[image: ]」


「まーねー[image: ]」


　どこから声が出ているのかよくわからないナタリーのことばに、あたしは、ヘルメットの中から返事を返した。


　──そう。


　あたしが身を隠していたのは、建物の中でもなんでもない、リビング・メイル、ナタリーの中だったのである。


　むろん、サイズが大きすぎるので、あたしは手足を曲げて、胴体部分に入っていたわけなのだが。


　ナタリーが陽動だと見た座長は、あたしの不意打ちを警戒するあまり、ナタリー捕獲のその瞬間、彼女に対する注意が一番薄くなっていたのだ。


　そこを狙って、至近距離から、ワイバーンを一撃した、というわけである。


「………けどまあ、これで一応ジ・エンド、ね。


　とゆーことでナタリー、外に出してくれる」


「……ねえ……リナ……[image: ]」


　しかしあたしのことばに、何の動きも見せずに、ナタリーは小さな声でつぶやいた。











[image: ]








「……どしたの？」


「……………………あたし……はじめてだったの[image: ]」


「…………‥…………………は？」


「だからぁ[image: ]　ほら、あたし、りびんぐ[image: ]メイルでしょ？


　けど、ものごころついてからこれまで、人に着られる、って経験なかったの[image: ]


　……けど……今日はじめてリナに着られて……


　……こーいうのもけっこう悪くないかなーな・ん・て[image: ]


　きゃっ[image: ]ナタリーはずかしぃ[image: ]」


　言って、どーやらもじもじしているらしく、全身ががぢゃがぢゃシェイクされる。


「──ちょっ──ちょっとっ！　ナタリーっ！　体ゆらすのやめてっ！」


「あ、ごめんねっ[image: ]


　──で、ね、リナ[image: ]ものは相談なんだけど──


　よかったら、このままでいっしょに旅しない？」


「……おねがいやめて……出してぷりーず……」


　答えたあたしの声は、自分で言うのもなんだがえらく情けなかった。





　かくて。


　死の商人の残ざん党とうの座長は捕まって、ナタリーは、もとの村へと帰ることとなったのだっ


　た。


　やはり酒場で歌を歌って暮らしてゆく、と言ってはいたが、今度のことで、彼女の夢には、若じやつ干かんの変化が現れたようである。


　……なんでも、『すてきな王子様とゴール・イン』ではなく『すてきでたくましい戦士のひとに着られて、いっしょに旅をする』のだとか。


　と。ゆーことで。


　あなたがもしも旅の傭よう兵へいか何かで、万一どこかで彼女を見つけたら──


　くれぐれも、うかつに着込んだりしないよーに。







（歌姫の出発たびだち：おわり）















　あとがき



作者＋Ｌ＋Ｓ　　









作：お待たせしました皆みなの衆しゆう！


　　そーゆーことで、スレイヤーズすぺしゃる十巻『破は壊かい神しんはつらいよ』お送りしますっ！


Ｌ：……どーでもいーけど……いーのか……？　このタイトル……


作：うむぅっ。作オ者レもちょっと、『いーのか？』とか思ったりするけど……


　　最初は『歌姫──』にしよう、とゆー話もあったのじゃがのぅ。


　　編集部から『えぇぇぇぇっ!?『破壊神はつらいよ』じゃねーのか!?』とゆー声が上りまくったあげく、結局、こっちのタイトルになったとゆー。


Ｌ：うぅむ……まるで渥あつ美み某なにがし追つい悼とう記念ねー……


　　……ところで、なんでもって、発表時期がもっとあとのはずの『破壊神──』が、前倒しで入ってるわけ？


作：うみゅ。それはね、ラジオ版スレイヤーズで、あの話やろう、ってことになったから、とゆーわけだったりする。


Ｌ：なるほどー。


　　……けどこの『スレイヤーズ』も、ＴＶで映画で次ラジオ、ンでもってまたまたＮＥＸＴ、ＲＥＴＵＲＮ、またラジオ……


　　えんえんと続きまくるわねー。


　　やっぱし、これもひとえに、あたしのおかげ、って奴ねっ！


作：……そ……そーかなー……


Ｌ：そーよ。


　　けどそーするとやっぱし、また来年もなんかやるの？


作：それに関かんしては、今の段階ではまだひ・み・つ[image: ]とゆーことで。


Ｌ：……今の段階では秘密、って……『絶対何かやる』って言ってるのと同じだと思うんだけど……


　　──って、『何かやる』って言えば、例のスレイヤーズ人気投票って……


Ｓ：れっでぃぃぃぃぃっす！　えーんどぢぇんとるめんっ！


　　ながらくお待たせいたしましたっ！


Ｌ：うわびっくりしたっ！　急に出てくるなぁぁぁっ！　心しん臓ぞう止まるかと思ったでしょーがっ！


作：心臓ねーだろ。お前には。


Ｌ：ふっ。単なる慣かん用よう表現って奴よ。


　　……それにしても……今回気合い入ってるわねー。部下Ｓ。


作：うむぅ。まさかわざわざこの日のために、金ラメのタキシードまで用意してくるとは。


Ｓ：いやあ。ここんとこしばらく出番がなかったもんですから、暇ひまに任せて自分でつくってみました。


作：……ま……魔王手て縫ぬいの金ラメタキシード……


Ｌ：……けっこーレアかも……


　　……出番増やしてやれ。作者。なんか哀あわれになってきたぞ……


作：……う……うむぅ……しかし当人は、これはこれで充実してるんじゃあ……


Ｌ：……ま……まあ……Ｓの出番の心配はさておいて……


　　こいつが出てきた、ってことは、ついにやるのねっ！　人気投票っ！


作：うむっ！　さあ部下Ｓよ！　思う存分司会進行をするがいいっ！


Ｓ：作者きさまに『部下』呼ばわりされるいわれはないッ！





　ごめす。





Ｌ：ををっ！　出たっ！　部下Ｓの必殺、氷塊かちわり撲撃ストライク！


　　……って、ここで作者殴り倒して、どーすんのよ。このあとの段取り……


Ｓ：大丈夫ですっ！　やり方とかは、すでに聞き出してますからっ！


Ｌ：そか。ならオッケーね。


　　ンじゃ、さくさく進めるよーに。


Ｓ：ははっ！　御み心こころのままにっ！


　　……とゆーことで。


　　みなさんっ！　ながらくお待たせいたしましたっ！


　　それではただいまより、「光り輝け天まで届け！　第三回・スレイヤーズ・キャラクター人気投票』の様式発表を行いますっ！


　　（鳴り響くファンファーレ）


Ｌ：うそ!?　今のファンファーレ、一体どこからッ!?


Ｓ：ふっ。なぁに。この日のために呼び寄せた、ベルリン・フィル・ハーモニーのみなさんですよ。


Ｌ：うそをつけ。うそを。


Ｓ：ま、それではとにかく。


　　投票方法の発表ですっ！


　　今回は、ＴＶ、映画の出演キャラの乱入もありっ！　ですから、『モロス王らぶらぶ[image: ]』なんてのも十分オーケイですっ！


Ｌ：……誰だ……それは……？


　　──って、ＴＶ、映画キャラの乱入オッケー、って、ラジオやＯＶＡは？


Ｓ：あのあたりにはオリジナルキャラいませんから。


　　さて、投票の方法ですが、投票は必ず官製ハガキにて。封書のファンレター末まつ尾びに『Ｐ．Ｓ．リナに一票[image: ]』とか、編集担当さんの枕元に佇たたずんで『ギザン殿に一票お願い致したく侯そうろう』などというのは無効ですので。


　　あと、ご自分の住所、本名、郵便番号はお忘れなく。


　　官製ハガキ一枚につき、点を入れたいキャラクター一人の名前を書くこと。


Ｌ：一枚につき一人……ってことは、複数投票可？


Ｓ：はい。


Ｌ：おっしゃぁぁぁぁぁっ！　みんなっ！　破産するまでハガキ買って、全部あたしに投票するのよっ！


Ｓ：残念ですけど、それは無理です。Ｌ様。


Ｌ：……へ……？


Ｓ：まだ続きがあるんです。


　　投票の受付期間は、一九九七年、つまり来年の一月一日から、十二月末日までの、ちょうど一年間。


　　──で、次が肝かん心じんなんですけど……


　　一人の読者が投票できるのは、ひと月に一票のみ！


Ｌ：……はい……？


Ｓ：つまり、ひと月一票、十二ケ月で、読者一人あたり、十二ポイントの投票が可能、ということですね。


　　──たとえば、Ｌ様に十二ポイント入れたければ、毎月ごとにハガキに『Ｌ様に一票』


　　と書いて、一年間送り続けなければならない、とゆーことです。


Ｌ：……なんか……送る方はめちゃくちゃめんどくさいわね……


　　まとめてどどーんっ！　と十二票じゃだめなわけ？


Ｓ：……えーっと……今は亡なき作者のコメントによれば、『たしかにめんどくさいし、忘れがちになる時もある。しかし、だからこそっ！　キャラクターたちに対する真の愛情、思い入れが勝負を左右するのだっ！』……だそーです。


　　ちなみに、まとめ送りや、一枚のハガキに『めんどいからゼルに十二点』とかいうのは、０点として扱あつかいます。


Ｌ：……なるほど……あくまで一年間引っぱって、来年出る『スレイヤーズ』の新刊で、途中経過発表して、あとがきのネタ浮かそう、って腹づもりね……作者あいつ……


Ｓ：たぶんそーだと思います。


　　作あ者れから渡されたメモにも『途中経過は今後の新刊で発表！』とか書いてありますから。


　　──なお、『ひと月に一票』というのは、あくまでもハガキの消印判定ですので、月末になってあわてて投とう函かんして、消印日付が翌月一日とかになっていた場合、それは翌月のもの扱い、として処理されますので注意を。


Ｌ：……つまり、たとえば誰かが、あたしに二票入れるつもりで、一月三十日に一枚と、二月の中頃に一枚出したとして。前のやつに、二月一日の消印が押してあったら、それは二月の投票分。重複してるから０票、って処理されちゃうわけね。


Ｓ：そーゆーことです。けっこーキビしいですけど。


　　と、ゆーことで投票開始は来年の一月からっ！


Ｌ：どしどしあたしに投票してねっ！　清くても、清くなくても一票をっ！


　　今度こそベスト・ファイブ入賞を狙うわよっ！


Ｓ：と、ゆーことで、第三回、スレイヤーズ人気投票の募集要項でしたっ！


Ｌ：そいじゃあみなさん！　次の巻でっ！


　　（手を振るＬとＳ。幕が下りてゆく。


　　降りた幕の外で倒れている作者。いつまでたっても動かない）







あとがき：おわり　　
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歌姫の伝説［前編］　　　　月刊ドラゴンマガジン１９９５年　２月号


歌姫の伝説［後編］　　　　　　　〃　　　　　　１９９５年　３月号


白い暗殺者［前編］　　　　　　　〃　　　　　　１９９５年　４月号


白い暗殺者［後編］　　　　　　　〃　　　　　　１９９５年　５月号


破壊神はつらいよ［前編］　　　　〃　　　　　　１９９６年　８月号


破壊神はつらいよ［後編］　　　　〃　　　　　　１９９６年　９月号


歌姫の出発たびだち　　　　　　　　書き下ろし











スレイヤーズすぺしゃる⑩


破は壊かい神しんはつらいよ





神かん坂ざか　一はじめ
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